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要 旨

如†plに拓Il)の牧放ftを川ftL.人の終板i一郎さし/.･肺心を捕処し
うるか.新たな杭Ih註..h:1''･Jtナて.19以)叶代にモyこズムがLillJ的

に俵韓して以臥 巾一社なJt祖であり耗けている .卜でも.附旅 イメ

ジは.怖Ifl什験のP, 少がiiT路経験であることかILJ巾要な/1･研究.見

地となっている ま/-.jut.El本の柿rTJLi机一L/Il川伐 の時代を迎

えており,rl,(.I/(Jや r風格｣とい .たIffi見地ill輪の持つ批判の rfL

l芥｣を明らかにしていくことが必3,11であ71)とlLl.われる

的粍イメージ研究は.地JILLほ乳 捌川1.1h叫.1人Hh叫と)_A/7な

新城で行われてきたが.!.Tt岨構成'&ふと心岬IL攻によるイメージと

の刷r対を枚ることが 事池と/J.1つている l)より.,7:.山f集成紫よがイ

ノージと他律｢棚r判している別製を述へるに竹まリ.BL製を放捕す

るPだ_J'1仮説の碓IEさえも1rわれていないたd).I-F''/'bT.の余地が人きい

JJl野となっている 止fl ..LJbIfHr'のJli城により.析IJl的ではある

が柁々な人rlruの仙縦処JVにrlll-Jる',Eitモデルが拙'Stされるにi･って

おり.拭扱現象rlY純絹-1るfV._̂仮戊を求めfEJ'るE,LLmに入ったと考え

られる.

そこで 本論文は,uT路イメ-ジ形成メカ-ズムの岬.LA仮戊であ

分析7-･はを捉東 し.さ仁,Lこ,このJJ1桁を')S際のl相農地維l蛸に遠州-4

ることにより 蹄たな軸路イメージ分析T-7上の検"lrと ｢13=(#メ ノ

セージ絵｣のイ[幼作の碓iJを子J-うものである

｢fjテ♯メノセージ.lL>Jは人きく 二つの仲秋ふ,仙Jiから煉 り､'/:'

ている.郡 ･は,pE知ルJfの知見から..受'jtLI/イメージ形成メカ-

ズムである,31.仏的には.イノージ形蚊を 入城牡九Fの椴序でiJ

知が進み,その各段桁で.何らかの指t!に)bJjきハタン認諾が行わ

iLた拙文.その"titgのl占他化拡散によりイメージが形成されている

としうメカニズムであ7" 従って (メ ジはmAii別に捉えられる.

?,二は.そのイメージの祐隣村の缶帆である rfElヰメッセージ

冶 !ではこの..tD知の初桝｢おいて.人榊Iiq,･に rJJ件的IjElL-F'｣荊

二に堵所の鹿本的C叫をiEAする り特の',iin.｣をJb横として 認知

を進めるものとろえる ｢臼Ih-ノ ノ七-ジ.-AJlよれ:ここの小で.1鳩

の',iIfllrJに也IAlするイメージを .I):イメージと'/ii止 し対'ilとする.

那 J_はバタンul'll‡の掃けである tE一迫it妓桝 よ.人F.'IJ7n.勅を肺 ′ト

しながらも.そのIJl満llTl助のII7経がないrllり.什公的 左̀/F打を乱逆
できないという特rrをり-'ている このIJl.WIFlilJIl(紺の経l桁への舶

袖を rlLltLtlノ /七-シIと',ii維する.人JlHlljr附L'ない｣というこ

とを仙めて小'iHilH)ことJi鑑みれば.HIT.ILノノ-L･-ジJti ｢城

の'i11;Ilのため.･r(.a:なiI'JHほ 1,Lと仇している.fI'J相である以L-.‥.亡



イメーン'TF多成メカニスム fFlt! ハタ/避退 !I,作化拡散 イメー-/r形蚊

LJlt】■帖 LFt□17,I L?Nl
iJl路の喰DU.; 身体LrU二をIJ 空ノ町の,+'rJェ-1.:f 一次イメージ

港 ;土it無 物 の

鳩の定位 聖品 誓 書 警 二次イメージ
･t己号のば規とt

失 敬Jのf書鮫要J

gftlryillll
r17 ル 甜人LrJ走れ)

研好の対Jt貨好

席僻め折原 &次Iノージ

図- 1 街並 メッセージ論の枠組 み

13によりtLJiが行われる よって.rl'frJf,メノセ-ジ｣の人まかな

PHIlEま.ilI杓で様 々iLhわれているHLiJ,)を その 日Llill人】鞘や.iL111-人税

といった旅の速いを放映 した(71LiI'Jl升目こより.それそれの"己りのIL.-i

より捉えることができる

以 Lのような目礼】如 ､ら.ruTllt･メ ノセージ.副 は.図 1の様に

｢El'L別lrlJJl.バタン.盆減刑に).t=/)'き, 次 イメージに州Llするハタ

ン照合の榊 溝は照のi'は るHLl'･Jiりの1''f維;lとである｣という叩..F'i帆且

である これは.牲T粍 イノーシをま;と拙偶成安ふから見るといった,

rモノ｣の帆 '･からから ｢1.川上Jの純血へのパラダイムシフ ト%丹

んでいる

的並メ ノ七ーシ.論｣に従えば,維1m のイメージはそのハタンItll.

合の指手,7,である.,Lll]の州軌1lJ-の:.-杏,1日州することで.LE.1接JJl折目T能

の1,である そこで,1日村付な街掛 二ついて この ｢1jT.】LTノノセー

ジ..q̂｣に).I;つ くil肺 イメージ分析 f-7よの過flは 才iう 痢貸地7fr純の

屯安†L 及び摘果他ではその紗剤皮;/のためe･L舶 ')に ｢経lt払メ y

セージ｣を発†‖している.t'tかL'.政文地ifl路を'J)qTの対象とする

まで,慨又他の的称の仙 Ji壮雄や純であるFtl湖 を対架に,fI■f稚発L.i

過料 こ)i:-jき,tll.朋iハタンEITl介の榊 ,I.としてのイ】効†ほ 後日Tした 1.
で.Hill]'/川 は,.ill,,iiした 日仏的には Ih三1]LrlF1,yhl-1紋..Li',I｣rl.I,

r人Jll11紅uHLll'日,｢.混作..Liン｣｣である ここで.｢llr私;亡.,]｣と E目論州..Ll

l]｣はそれぞれ帆に..Llン]滋では HIIL'..Lil]｣.1柵Jj3..tliJjとい')-1Ll

lJの岐;I_かりの/Jl臥 神締付 デでは ｢ィ.脳j｢/,脳 lと処朋_有り攻の

)壬いが桝 病されている分WLである は',iiLたりLi.,lJJI机について,rh

際のI.1,WLJi'i左6OJ.1湖 L相似3(1 飲允301遭目し "L!r･11FJに

tltLfJ､を似 こした1榊1:.1(の代jllW紙を.st測 し.さらに.この,.Ll',I秘に

汁測 された 1次J1..I.;を rTI川 糊 付｣と'i:耗し クラスタ-分相 二よ

り ｢I榊i柑iJH にJL-)くlZ川の1.1湖 附けを′糾HlLた これL'の?.1,

i.JTl軌Jtリ及び十I'J柳 川 と.L18γ.の披験甘い =ーて1r′,たI.l湖 の イ

ノー-/'JI机J:験 とを比IJLぢ'f.iしたとこ7'./J5･yt試験により,馴 1'され

Eg]-2 街並 メ ソセージ論に よる店舗の イメー ジ分析結果

たイメ-ジILFLrlJE 糾Ji紬は.枇ね1lllni的化による1.I.蝕HIJr.'!でAI)l'rl■
され,さらに (･細に検L.rしたiJ.札 rx1 2の糠に各日tlぢ-の;111二より

店舗の イ}-ジが純めてilt純にjfr_格することがyjちかになった.

次にこのt.ti-舗の'Jl折をITFi又地軸旅に拡貼する i糾桁は ･I度に.iJ.止

できる対象ではなく.lJj価を -fB:に必 洗できる即 :fとし,収イFl/;ら

と止,故している ｢j湯｣の.1㍍乱の11川 川'1号J勅的なTrl-.わ行わ七のも..X･.iJ.

p.甘すると捉える 従って,維丁路の.,1㍍牡の)i=肘11Illrである r城 lのハ

タン11tl.分の相軌 こ-)いて検‖すする l絹剃 也の｢城｣の ｢1JT,IL'メ ノ七-

ソlは.その r域｣をf削ようる1.㍍.dJ肝によって)f三成 されている そ

こで.lll.紬軌JtML)Jに'jLのJ,1,吉*Jイメ-ジ1'-llElT1.の代]<11rlを耶日日一,い良

一11する ｢域｣でのlJ7吉dJ肘掛)のlllF一枚でれみ付けしたITL心及ひ分散

を仏舗群fl相 川汁ととし.ハ タンEl･'(介の指だとした これは.ll.棚の

バ タン,ll,鼓というl江にft翁(,し/･Il川 は 利Jlけ る))が 人tZuの帖紺処

Jlllメカニズムの軌.IrかL'比て(川 lrrr)Cあると川軌 Lf=ためである

このような1,1湖 からけ僻 への比r11{の什糾みをまとd)/ii)のかLj(F 3

である

これに).I=つ U.I.蝕 と州'L,紘 /'なれ徴のあ7u1OuT約191刈 りに

ついて,lJ,AE*i肝Il'捕ま的刊を.iH印し I.1湖 イノージ 1′lr1lH-1iLlLrI_LIL･

もl,火と 32I(lの枇駁Eによる'Jl肌 式与紬I.米と比較 し/･とこ7) そ

のJll'Er打帆'',Hi.(=fFl-J-のものでありた ful,.い.1紬JITの 1'ノ-シ

は1/JHfilH'Iに).L-)くl.'P.紬ガIJtリによL)的LiiI二附靴が･IT他である これ

により.A.1.J舗即ひいてはfjT純 イメージいl川 irLI′け ).lーづ くJ.1棚 方州

によZ/)川 FT1.).のIJ効fLが胤il7-され/
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l-I.研究の背♯
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141 Hl ･Lt坪0')的･■抽 l荊MlAltJ-仙d ごみfIlt稚rl;

川I 17 ,,TI和1Tttと仏£dl/､タンJiU'イノ .>'のF'nlllL

衣LI I JJ1折にlりいたあ亡l]分取及びそのIH帥11

1<LI 2 tl'1相称作の.71榊紙製

J(4 .i クラスター分析t'.栄

人4 ･1 仏伽軸U.とそのfI.J松柏fl

JくJl rl I.I.舗 イノ ソ伶Jにおける柁験mhl九

人4 6 SHU.･L坪')二腺で川いたf3'7,.p榊
ノく4 7 /Jl封l汎腕に⊥る仏舗執tJl鹿 -/トリクス

J<Jl h S]川.･LljY-)ー験によZJJ.SM)ブり7 イ ル

)<1 9 Il.繍il2日 る致rullヒIV軌の解析松丸 (好日川IIF仙*よでl

Jくl 1H ll,ldi:対するEAJl分析礼拝ミ

J<4 11 仇恥 二相4る関目Fll'･ ハリ-{ノクスL/I/Al'lFも.後 ,

JくJl 12 祁Ir̂日lyf軸と川lftILf･との･T･川htJJI粁もー,叫さ

Jく4 13 郡Iqtl'1Il仙～ヒrAJJll.1･'tとの'T･(ETlhL'JltFrL.,A

Jく1 11 I.I,iJhlllflJ･の 1'JtJ/iひけ･†hiJ.I

lく1 1(.カ･ぶ.ltl～ (･7S lJ.III依頼 l り.LiはIl竹のqlb'1TbL分付紙氾

J<I 1Il 心PP的肝AEN fqHWllJf11*Jと1,日tifl什9)'r･lHThl'JlPrL.潔

I/1､.1 1 才叩(1IL繊卯Z.TII.W)代J<例

I)1､.1 2 相取机IJItrI触れ化Nl!のIuく例

IJ'-iI .i TWL粥乍.上i;-やの代){例

'Jlll 1 柵似顔/F.'i!.,lTlの代Jく例
1'Ji■日 -' 1号IPt.llP.特化Wの代ノ<例
'')ll1 Fl 抑Pl小外lrlLU7才-r化*.･Lの代人fil
'J-i11 7 枚 ft†''11削叩lll～jの代ノく院
''}L'J.1 h 枚fミhり]11化1サのfu <朗

'jrtl ～】放た■特化TIのfuく伊;



'lJ鎚4 10 放 たJJl軌 /I;搬品稚特化PJ_の代㌔く帆

IJ)1'11 11 臥床.冶叩特化fuのIUく例

'JJl､LI 12JJ.外Eか 甲れ化判の代ノくTgrl･T,5tf

第 5童

lXJT=1 1 街路イノ ン'形成の仰Jli

lズ15 2 I,1淵I附 rlt稚年目1/1)All〟川

lxJ5 .3 gl FI.1イ11Lll軸の1IIIとlJdrがL

li)5 5 分礼 式駿による胤 Jil軸 組近蛙棚のll1.朋3即JlItrT,I

Lズ】5 6 JJ.甜CT-1I'iHi抽Mによるl L'.Lll怖軸 L､flLl的抑紺柵のl:･,紬即/仰 ■■

#川5 2の杓相

川 5 7 糊の油紙と不地紋

人.rl I /Jl析iI射Jl路とそのrJ.lEAl作付Hli'll化
Je5 2 かll]ulm他の代J<tLt1

1くrJ .i I)湖 Cfイノー /'検nm二おける抵厳E鰍荘

JtEIT Jl 分弧 ズ験によるl?.宍dI群甘ltll皮マ トリクス

J<5 5 Sl)iL･L雅人験による山.吉朋即のプロ7イ ル

)く5 El lit.細評にll-3る歓も主化 lV知のWIJf寺.I.リltq,blhlイlJl/1軸まで)

犬r1 7 JET,紬肝に対する凶/分析紙状

Jくr) h I.I.舗肝に対するl/j/柑/((J､リ-.,ノクスLIl/jiFH)やム綾1

人r) q 前 脚 イllLli軸とLJJJ'ぞ:1ハのれILll･)I,1ナ'/1桝も1.LF土

人(-) 日) 郡 l/4イllLll軸と(711-悶 ･'.のFftJlll),113;'Jlqr縦LFと

ノく5 11 JJ,紬の/J1万1隅)達とJ,I,£爪肝の'jl別陥.L.ll

補遺 l 実験で用いた全店舗サンプル

補遺 2 店舗分美頁試験の解析において除外 した被験者の分類

補遺 3 実験で用いた全街並サンプル
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1- 1.研究の背景

(1)街路 イメ-シ形成要因解明の必要性

爪rI】;え扱研先のJfflf-1)3いて.il1蹄イノ ン形l正賞LJJのI即yJがAi

屯安は祖の J)であることは改d)でい う土ぐも/.Iい モy スム:二

上Zu拓rf】こ2.汁はi'J加の辿 り】96O主l代.'巴tl的;二砥荘i･Lf_-こ

れは)と本的にはげL旅があ 王rJ.:tr代的J二鮭し-,i･るよう.二/A.つJ･こ

fE-岸を楚して一､7U.L!Ut,.モY.スムの破綻は.人かとの雌/_.チil

用であ1日fイJ埠的:~無しるのかという虎視を-2':t･)けT,礼/=ことに

4･;しい.これは摂,7+れはill鞘の 1メーンi 'Jいて.まなり.をとの椎

に人が形岐していくのか掛 目1ることかiJrl:なWIII.▲2E..へのJitr:;Jを
1El1Y.ナるとりえよ)).

枕木にJjいてはLJl築.耶rl】:lLqL地坪の研究'/fPte-.計他や イメー

ン形1,i/i･けり長扱わない!,:.枇 (･州 i砲とLてのシミ'レ ンヨンや柿

lrfの非ツリーMを引起しけ比参加と,ト'/Ht仲ノ)7ん品に多くを求め

ながら進娘してきたと.千･)で過.†では/JIく 1ノーソ脚立L&EkFを捉

えようとした研究は†(-lrしない.過に.その イメーンの挫雑件にと

もなう付､1'的ノ)7上Liとしてのr;jiF/Iから.JHIAノF''の ､■′城をとり一郎rrT'

i;i純をlJ.･kみ解いていくというJJll三,LAや,旺姓C･.J･Fの成わとFL稚いこ

I/U i/Tク トの比,,ll-より.新たな妓l苑】i･揃,}け ると.I--'たことが

'lJわれでいる -)),日小 二おいでも.lIA米とF･･11'Lの状況をliみな

がらも.ill恐.I_心.郎Ir]J計州こおいて;.:.旭というL.N'Ai'Jl野がlJRrr_

した.そのことbあり.このi.ii鬼JJlIlfL二おいて.ulF祐イメージ形淡

紫l糾 ■/)いて化/jなJrlり削みがなされてきた.しかし/J.･がら.政 .I.-i

化し7L/ii枇fSl友LA糸もしくはlplちかの州製析けと心叶J:紫tl,火の棚

l'Bを収るとい 'た瑚'射iLに17は 'rいる.

経かL'EI'7'的ノJiん.,～̂は湖包'111'よる#拙作の付.i;,γ-デルのィ､

')'(.乍M応札 独維M とその†IIL)!'鯉が1.7.I,いていることは付かであ

る.しかし/A.･がLl,.ハイデカーを･3日lけ るまでも/Jく.亡でJq的維

h()なけ'('約七えJJのJJ幼MlまF'lEyJであ7u

ihff..Jlbl叶でtlR先の進Il主;-よh.脈のノ7')ニ スムがt,'1:/.I;'C-は
あるか I掛ylされ-)/)あZu この収米i･i'lllJL.さら1㌧ は雑竹を

Il･l超した-)E畦的1～題lMlJ純 イメージの7人を柁 リたIこと一二よ.)./,～

王で触 り判 まれでlJ=.h終 イノ-ソ.'対T7J止'11品を.ltゝ糸約に汀

'(~約1:収えることが埠A')て･r･l象であるとろiる

J)/令 /I.i

(2)商業地街路 イメージ研究の重要性

ill純イメーンそろえるlで.繭見地ill掩Ii,f叫えlirf欄 ;~ふI,礼

る r7占',(U やJl抜鰍J.ifrの ~JR捕J等.腐Y.地リ.舗計が斤/;成 Tるhl

並の持つ8111のイメージ.二依るところが人きく.多稚な (ノーシが

わ妓されていると;.う鞘故を持つ.そのた/),也))あ7J･柘T_地粉炭

の/た･d)の分fF .,rII･設計;=u.そのII了Jf2と/,.1るイj-ジf{杷佃 ･_

)ZJT軌が小"T欠であることから.往1純 イノーシ川先の'JlIf;-i;い

てもー%'/A."ti'LLと/..i)でいる

汁l純 イメージ研究の･トでも.特l二滴 も地ill粍 [ノー/R,:堤の川

充 ･'JTfrrについては これまで大きく2つのJJrJ'lJで/iu tて L･./A.

1')は.地町 F'=.GF;lTf計l叶F''･を小心としたLf+捕l't:ニよ7//1村.ち

う -I)は.A;述 した,絶賛･-/i.;ii扱l-/Ir.を中心とLI=,:;:Jlt昇収.姓

滋やエントロピ-などの抽IA的指倍によZ/Jlflfであ/ら.IIJ相 は.糾

えば†この号ll肘 1,大柿.("I,LJiが多いため,おし{･九な刷†.liLtであ7u

rこの111rnま‖川品JLl,が多いため庶lt的なl剛 .111であ7uJといりf･

JJHT子を'ITうものである.しかしながら,I"]果i･卜e･もrlr.･と人1.'Iif【･F:･･

那.乍く沢なるイメージを持つことかLL,も明らかなよう(一.F和丸他

の子Jl路イメー-/'flr･説叩け るには杓い作ALである 絞れま.先述の)lb

りJR製.dLhであるためLkl某作が明快ではか ､ さL,J~ 帆Lで乱雑さ

にJIY川 しており [乱雑 惣黙Iとい-'た 側 的/..(ノー./'しか脱

EyJL柑rJ.lU､.これらの既存切取 こ/)いては.｢苅2I;･ 粍/lW刑 で

,汗しく触れる

附け.Ihdliの'k掛 こJjいても,近IfLは休外側 1淵='1･TL恥L.雌見地

の7-T.作化が.'1.雌であり,;;そ枚蛭備州紫が非,.V,にlJ､掛 二'日われ/Uよう

に/J:つてきた しかしながら その殆どが.デ1r'ィンされたijTmィ､J

I;;'(..lL借の設L肘といった.いわば絆TのfLb'除に.̂･;しいような･Jtmか.lI

収やiB築77サー ドの枕 -とい-'た,内果地の多才kr..･払JJを加悦

い71' これは.これらのや悦が三九,tril惣 J.n仙 -I-ナJLJ:t,火d)て

いることの延kとも秘中まで与るが.'hJBのよ･'J/.I.rTH,†AI'ill札

雑作 といった仲秋みしか托′トされていなか･,/･ことし.blまとはIL..

われない

今経,日本の雄一1日ま.新都心開発の時代か･■JW,lfJIl州 'iのnHtへ

LきJliすべき柑gHー水ており.恥にそのLll･し､となるI絹製他日I爪の..2"I
:13いて.適切/J.1イ}-シ/Jl桁の必要作は.I.:,よる ノJI,あるレギえ

/.ILそ.
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1-2.研究の目的

本研究は.勤続 イメージを仏系的什 (''帆.二従える件礼みこして.

ill並みからのtI'l報をノ･/七一シとして人がJIELl1.処押し.イメ シ

が形成されるという認bLL･f的-1鳩'r第 2阜 街並メノセージ論

で詳用に述-ち)を探 り,

)tl･'ilJt･ノ′セージ益を放きLtil純 イノ-ソをIも糸的1'捉える叶机

JAの捉太

i･E川)とする.

さLJ,(:,このけ則んを伶Alするため.こ,軸路 イノ-ジ研究のLllで

I,i･箕p果趣であるIRl見地的件を帥 ことり.

2)沙llf･ノ ′七-シ品に上る仏経イノーシ/Jl析 T7上の1,'L=t'A及びその

検id

3)維1m･メ ノセージ,iiによろけげ托イメーンJJIqrrYよの捉潔.及びその

検止

を】｣的とう る

摘果地UF路は.tLTIF;'みかE)の仙討ほ メ ノセージとして人がF'11,守.

処JqlL.(メ-ジか形JkされるというflTLWr'メノセージ.品の拙!'･.から

比ると.Fb-I),I:による息lXT的なfIInA先日がなされているため.その

利巧がr附′郎()に斬れてこjる対rAとしてlq見地i山杵を選定したことも付

け加えでおく

･TtJq lF.i

1-3.本研究の対象及び位置づけ

(日 本研究の対象

1 本研究の扱う分析対象

1lJ路(ノーノfj先C.lま.人さくlllTIの.-1･)のJJtとiり'Lか ぢ きJ,

れん

TjJF祐乍nJの1.リ_'-1.に也川-iilノー/
･.rT必iE繁的.ぴ1掛け.;'[施u,LA.二起lAIT-ち(ノー/
ilL旅乍糊での人/'のは1b;二世LqfるイJ-/
肘掛･均I*に対する･1味_fL,解f.ミi

T'LT粍'e州の:J!加.イ}-ジ形収過羊';を捉え上tJとT/Lもの
本研究は.このrfJで. 約迫iB築軌 UJ招け;rl施:Tlに也IA1-1る1

メーン'｣及びrllJ純'tF.'IJの.止加.イメージ似'k迎ILJ.を拭えよ･')とす

るもの｣のJJ1r7日'tJiTる研究で れ:これ迫ij:1,鳥相に岨 小JIuイメー

ジのみをI･T製とする.

これは.亨lT粁【:おいてJliも′くリエーシコンが†lllJ るのか rtll迫

地割 勿.州 外川.･施.LL'Lに起LJJ-Jるイメージ｣であ7J=d'.イJ-ジ

形l釦 二j3いて 上hLl的肘AJの ･つであることがILl',Lされ7J二と.rりJ

蛸'frHJのポリ ･-ムに超Eqするイノー/'jのJJ1rfは)止Iii.ふてはある

那-JICII'Jii戊がII-/I-す7Jこと,｢ih爪割 りでの人/Yの子.(.dlluに也IJd+

るイ/ト ンJは.It帆.ln｢食枚とrJ:りにくくLIJr究の 1'f的C^が心神

であること.rfil持 場仰 二lllするなpL._A.析別品 JはJlHヱ肝 ぐは.

什′/'･的ノJIL･冶に)i-)'く77U-1Jがl付弘であることA.･3かど)判的し

た.これLL)の性lf-研究については 第 3号 既存研究 で..Tしく

述べる

2)本研究の抜 うイメ-ジ

人lHJのuE知遇榔 よ.7t･なとりL!倍との.Il･'(.介の轍 り;l与L,により認知が

進み.さE'.二.その処fV_の中で'11人がLTL毅と.'iI.われZJl､相のJ'を.,L!
憤するとされている これI1枚‥十九は.pE知遇11■rt.そ1-それか1

人の加法やRL昧::強く仇IIしているたd).々Id)てtLi帆的であるとも

.Tえ7U.この -と:~より.uI路イJ ンIi I.2Eこせ･d)て稚拙で多Ir
であるとされているし このイメージ放血過に1-rJrLの紘 一的fr′州tJ

に'JI什 17Uため:二は.松雄ilとい:11人な小1祖:=lPHlり｢んこと.:/A:

る しかし/a.･がL-),このi)hl退lIf■は.初1u12耶｢di),屯さJZJli純な

イノ-ンか('.i)hI崩fTが進むL二′)れイメージひいでは象FLMI+.と̀

のかtlLまでkJa.tが深化 していくことも任帆している.
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そこで.本研究では.この事l)Jgl段粁L川ち,空脚Jのみで税'起され7U

身外的'iiltI(二mわるイメージを 次イノ-.>'.稚l#ノ /1･-ンが規

'起する托公的'jiiは:ニ関わるイJ /を ･)こイノー/'としで',iI尤し.

次イノー/'のみを研究対象とrる.このことと-よI目 性 Ti.F'.の))

ノ;I-が..在仏との咋椎といつfJjl線形耳lを糾見し/一仏系と/A.､てい7J

JY･｢.t引けけ川】E,拙雑作をT一一】ytLi.叩純な什削JFEJ'rhiiがIIT能L,ある

という､-/Li'1をとる な13.以 lの ような本作允の対'A,;lj臥 それ

にtL'･うl:Jl糾まl第2葦 街並メッセーシ.品 で"†しくjJLベる なれ

この節21F は.祈3(.LrL以杵のレビ ′ 及び'Jl折を純 (rt)卜的糾う7J

即釈冶の¶桁も佃七打ってい7i'.

(2)研究の位置づけ

以 1.の4日一.flI並L諌雌の 次 イノ ン'そりIk:'小川先は.Ltr細川

′/'iT･),l本的け如みとして り人し,的並ノ ンセーブ滋かui.坪的に確tj_

し.さら｢佃7.他ffl旅を例L:)二.;山及ひ検止すること互1也じて.ギLTiF

イメージ1'りする此/ILih究を'dJnIーうZu蹄たな'dIJt･イノ ジIJ州子の

._thJ1)とll.仏rryJl斬TLL-の碓'k:をはみるものであ7U

1-4.本研究の構成

小竹先のI弗収は図 1- 1の止りである.

約 2.7' ili､蔽77 石ニラ粛

iff#止 .LL.L{.I.Y.',..ナの明耶ヒ
約3中 性f仰 発と旦空也星組

枠観みの捉某

祥∫推メッセ-:シJd̂の検分 O i舵メツt,-

ah,4申 7.㌧舗 イ}-ジの分析

凸 比舶
第5T.7 書き1掛 イメージの'J}Fr

枠組みの検証

図 1- 1 本研究のIA成
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4)2群 uJbノ ー･!･ /.=のけ劫 〆.

本Tfでは..IE如 けiや,'.L!･liLのuJ'･か(.'dlE,メ ゾ-lr-ジ冶の冶

岬的け削みを捉rEL,そのrl主群を幣PtlTる

ます.12-1.詔勅過程とイメージ形成lに13いて.凡/[の.i'.

知什′7･の加比を絡 ちなが(,人JiLlの,iJ11lj44Llのメカニズムを繋jTE).し,

ifllルメ /七･-iJahLが -lr脚する､TJ錫.及び対製とす7Uイメージの範(171

をly胸 にする r2-2.街路空間の払 艶 IJJjいては..J!kllメカ

ニズムE-.),いて10日こ1Y,lけ べきか.さらに.ill1-メ ノ七 シ.品が,tYi
Fけ るiEl迫旺準物が人の 1'ノ-ジ形成に1.り るi2.I.1ほ 幣PIけ る.

r2 3 往Hilメノセージの/Jl析Jでは.tE日並JJi)̂a物の発するfiT･甑

ノ ノセージをどのようl▲棚/l上しうるか,..LllJ品.1'川iJllJ..昔かL-'の巧

邪を加えL/T折にP;U る掛 実の1:LL小をiTう 帖終的に1.11'Jくした指仕と

イメージ形収メ7'Jこてムとのru姓を幣JVした J/ぐ 2-4.街並

メッセージSiの枠粕 Jとしてまとめる 射こ｢215.街並メソセー

ジ論による街路イメージ分析 に)3いて.紘(､d･ノ セージdJlに)たつ
きjI.外的に色I定される往僻 イメ ./'J,川FのlfIJ比l'')いてrqhする

41.Jす u'd J /I /.L̂の件射ろ

2- 1.認知過程とイメージ形成

(I)詔知 メカニスム

ます.uThメ7七一シ,lhが吋繁とする肘約の 1ノージ形成;･つい

て.関連するとnL_1.われるLE糾 IJrJ=のbl見について扱旭rる.

I)視覚メカニズムの鞍抜

手kiZi'は2/)のエー rがある.iTlか qt)J:-1ると.りulfiAlの1.I.

九た軽い=一汁圧を(･'.J!ナ,時F'Jをかけて.;Y,恥 二分p-rするモー ドであ

る･U.NC･､叫 1967)にもと/}き,前者のそ- トをl'l;1･.i_告的処PII.紘
Fのモー ドを7t=鼓的処確｣と呼ばれている この _,)の1- ト ー,)

いて.I")しく行場 199Jによると,rTreI叩1州の 川 {する特赦杜へ坪

論に上ると･I-lTl'll-恋的処FP.では.納JJの特徴は御 地 押され,拙､･'_

した特徴マ ノブ(:.'㌻き込まれる.特馴 t】のy.介につい ぐは.次の71
度 的処理で分qrが.･T似 こなり.仕掛こl削 る十.●l輔かかかれたマス

ターマ ノI/に)良,)き.校数の特敬-(ノブを参.lll=ーながJ,打,立の飢蛾

について漣})(処jy_が1iわれる 個 2-日｣とl長/(な似 LJこ験を.絶
明するモデルとして.細介されている.

ウ ス7 -777

TrtEimLrlの杓丑扶缶JtJl少,貢ナ■2珂 qAIJW の乱官tiJT

てlエ 書◆のII#-iJ;fItETきれ 牡ユ タIIZL7 ,'/I'点*Au LtJ-

n抑 7)栂か~つしてIこ ろい ほ のll■lニ作とする-とか必■て′･I

k■l=朋+ろbTt7)カ･オtf_1ス タ ー,/I=tづ> 汲Grの ′▼ナと

書RLtLJ)･ら. ∑8:九Rか1TbhもとすL bLl07-fflFI7的■尤▼

も ■JIのIl鼓h人柄FE℡上の耶巾のtitll:tBF り_ A 収 tr,てしろ

こFL)'･qちかに'i -1ろ いトし.1A+ 一,JJー〉Lてl工.そt)
llみや*tに用寸もエム●iこ^h･f>のJ祖(̂ り 特ZLの屯t.･カ>Et
か '-山 てとの▲J)Iこ実現>^てtるhl1 人JrEriqqと/LってL7_

2lDL8F) ATreLSrTtanbSGqmKJLlt Phrldllr.a P… ′-

95193さt5-4Stjl.丑空l

図 2-1 特徴挨含理論

仙 典:行場次rJlr.ll壬披&也認知件′('3 枚斑と捷覚 ?,)やrf雌 の心確JI･･= 拙 .ltlJ,199小
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図 2-2 バンデモ二アムモテルのlI道

川J･9J.L･KSJXN=hra･1剛 州 - ～)rfA･iZのナl.;轍処確 <見ること>の ソ･/トウTア川
イエ ンスfl)

2)注意的処理 ･バタンSB知

如 二･汗馴 ()処卿 こ),ける佃/Jの知北について牧拙する Tji創 ,)

処刑 こおける知･Hは即 らその対如 tIplであるか同左することでめ

る 対敦が rlpH といった･j･治的･好物に留 まらず.凶形を含め一般

にハ タン&.blと呼ばれる この'/lyfでは.いくつかのモデ/レが拙策

されている KSpoehrら1982によると.年目:ハ ンデモニアムモデル

(ScrrredgeI958Jに代よされる特徴モデルと7ロ トタイプモデルが

その 柔軟作において打力叫されている.

ハ ン7Jモニアムモデルは.神削 ト'F'Q)知見である批 正のLII形に反

LL･+る批･if岐貿細胞の/(/Jというハー ドウ ー/的ノカーズムと 一放

するという臥 ■,'hlらイ1力となっている KSlxxh,{】I9i2によると

このモデルは･',認知は処確技師の迫托したものとぢえら11.(中略

イ}-ンデ-モン･特放ア-モン･dEblデーモン.決起デーモ/∫
図 2- 2)があるとされる･それぞれのデーモンはll化 くKSpcchr

ら1982によると イノーシデ モンは.Flの光′(I-的作刷によ.て

約枚｣一に炎された光のIrlniを･脈の."缶とも.jえ7JL･1,,WJなインパ

ルスへと変換する･｣･r才は デーモンは,批舶 順 のr勺的なJ<敏を

榊 け る.終特徴デーモンはその人繁に丹まれる引証の刺附 汁は

倭l糸:する｣とされrJ抽 的には特'jiiのkさやh･..也.IIIJA･.汁 鵬 .

する･･このような･特徴デーモ ンの反応を監視 しているのか朗 1

41_'す PI&ノ 7イ･ /._̂の棒材み

;ccclbきき ccn三:.tqc ヲO CcCLB-C,:Qrt .'eo つC図 2-3 プロ トタイプモデルのクラス (Cの様々な表象)

(出典 KSpoehrR j;･剛 .:1T†也 (･沢｢税Iilのf'･捕 処稚 く止ること>のソフ ト/I.ソ･｣
サイエンス什)

ナ~モンである .iE知デ-モンは 内的火lilに(すまれている柑徴の

相克の削み介わせを検･]け る｣さF)に,決･iIデーモンは r:L紬 げ -

モ ンの泊助をJJy析 して.とれが 傭 7.1･軌的であるか1)t･JLすることで

ある･この披延がなされたLl.1札 バ タン.朗 )が起こる.｣とするモ
ゲルである

-/U トタイー/モデJL,は,KSpochrら IL)糾2によ7) . LIZ.)M,)なy,

ぺ竺モデルを1:牧に発展させたもので,例えば図 2-3が り Lもrぐ

と逆浪されるように.対象物の もつ何 L',かのA.S/dJMにJLついて形I,i

されたグループ け ラス)について,そのクラスとIr'.EJt/lJトタ

イプ)と対IAとの'T:という形止で認退 きれるとし,クラスはスヰ

マによって衣BlされるとJ;-えら九でいる.即 ち,クラスという11枚

なプロ トタイプに刺故を照合する作且として,'､タン認知l{_･捉えて

いるモチリレである.

Lか しなから,粒iZ的文脈に依存 してLE知が行hLL7_という文脈

'ZJj米までJWlするモデルは束1=flJItしていない

JJ･牧歌′.'タンのト,lP紬Ⅰ̂iZや雑JJl構成をすい':朋 ,.のkEJ･utI)･い

ては･KSpcehrE,1982.'1r椀 199J i,によ7Uと L̂的 ･Lとい･.111M

化 されるが.Alも人きく体か此 され1=ものから知･iu､trわれるとBL

帖LJ'でfl考えられている.しかし/JlがらこiLl･ついてはまた･i;uRと

いっ1-ものは/I/I=せず.特に KSIXkh'ら 1982によると .1,仏から

r削Jlへの処矧 ま t'.一雄を体制化するT一段 として幼 十榔 よいので.t.･J



相がp亡憧れ こrJ良きれる町lことりわけ巾要であ7JとIilわれも しか

し./+作的il_がil初にltつ.かれ7Jとしても. 一件とのようにして収

'JHシステムはFqt故を完/Iゝ｢処押 f7/ まえ｢q乍仏帖作を柚,tl=ーて

いるのかが1!!】視となる. という人さ/JIFTL.1祖 <̂'ilんでいる.瑚lrの

とこ7'.こか.二対す7uTiえは. ･･JしくKSp∝hrJ.1982によると

KInぐhlJandWolr11979)こlよ7/);集で. :61/)的JlLか亨l,'I,tt,ていな

い √なわら.十IL艶だS･IJl二);け7jl間は】皮紋の快い■左)紬l処稚さiL

7Uこと.-より.ますJ;､′心拍什がl鮒 '.さLるのであ7J と乍In州 強攻
による戊l事Jが/.Lされている.

ll意的処坪は,このようrrl-1し対製/対Lて処31'岨L:L･J,しくは処

恥 生皮のことなる-) -ズをIH,なおかつ.従Jbn()7i:C:-_1り.帆

;jJftiを処稚する喜郎t的処押t.III〔し.そのうペて/_r･網野的に艶嘲

するそデJレIi機略･▲･Jでは†IIL･しない

3)記tB

.,亡胞を′11'iする l̀･JT4'lJをぢえ/J:けれは.パタンuLJ.211とはilL)t,.外非

の刺激をF'FLl,の.:LlI削こあるハタ/と.El;i.汁-3る子rZ.)に他/.:i-'ない.(I.
紙rr'J｢･いPEIJ7て は.,己僻を旺忘11-TのJll状などから的別使/iTをルたない

昏味..L!位と体験についての..上付であるエピソー ド..亡IL3に/Jl机する,

ハタンと.EIElt(｢!ると1.'7㌧:ハ5'ン.滋hlは13:帆..tiL削二p女､111る 忠味

.iLl帽の1デルは人間が知.故に).(-I,jいて1㌧他判桝がrlJ.氷ることを浪明

しようとするもので.大きく.才･ノトワークモデルと外板比較モデ

ルが1,-1'Eされている しかしながらRL.lChllliml979によると ｢ここ

ではUT･しく述べなかったモデルも.-Jベて任帆..Llttlの仙造にJ判Lて

ネ ノトrノ J/的LLJJをJ.I?人している Lたかりで.才 yトrJ-クモ

デルのノ)がより適切であるという･3･姐の 一致があるとt;えて良いた

7JJJ｣とし.今のとこ/)ネノトr7 ク的なtjJルがイJj)であるこ

とを′】(している.lllで も｣,川 化IIL放JLP._̂はイlYTで.色味..Ll憶を軌

ノー ト;-)いてnL.I.hL!したとさは.{のノー 卜かLL,の リンクにした

が -でI.T.M化か11i放してゆくとするモデルであ7J.llちヰ化抜放に妓
/)'く色味.:Ll億モテルとして,R LIehTlllln1979では.Collll1ヽ;111dLonuヽ

(1975)のモナ1L,をL'ilr･しこいる.これは.1日1.帆(=は図 2-LIの椎

/̂ リンクのlときが如,/ililJの .tlh'h牧 をJ,くしている.例えば

osTIくLCllとCAN̂ RYはIJ･JjJレt.BIRl)の'JiffIであるが.OSTRICli

が CA､JARYよりもBIRL)か:日如 ,とこ7)にあること:~よ )で

cAトARYはOSTRIC11よlilrllRDの尽忠に缶叫JrJに近いと=うこ

とJr示し~tL･る とLl:i.'与L引 ■▲̀.i:し.そのfI'1日他称 i あるノー

トか則救.:エlJ7(;M化-47U二七【こよIJ,7､ノトワークをJ如しでr
li.辿岐搬SIH'のよう.-机 iAiしながり!.(.tl化か1.1:I.LlJtfんというメカ

ニズムをILL',i:している.そのhr,fl化をなltとして弘子比I,例えLfl'1

41iJf dJ# ノ1十 raの仲kLji

(出典 ･RoyLaぐhmiLn他y;符川桁,･11也(KFJe)｢認知心 即 1,-と人IilJのNl柑処即日 瓜MLとiid
催｣サイエンス祉

またこのネ ′トワ-クは.あ くまでも既念の小 ノトr7-クであ

り･;･行色については別システムがありこの軌.'i-ネットrJ- I/と止 此

しているとされている

'G.エヒソー ドu亡像については.文.1:や故1とい-,I_抽凱 亡;)

に対-47/R族をrFl心に研'先が進められてきたが.暮●粉 の仏壊 したt.･I

;;iは締めて皇岬 に頻の中に想起する･JW "T徒であっt.り.けがをし

たときにとの仙 こいたカ､-'たか感光的な｡己憶も持っている.これら

の加jt的エピソー ド｡己位の}カニズムに-)いては.uI打より謡,pと

/Jっている･この知覚的エピソー ド.,己慢 (7ナU グ記掛 1:ついて.

RLachman1979(=よれば

･人はlll.経的なLAlJ史のコピーを｡亡億できる

加IiZ的耗紫は.[泊的..亡述に軌犬されて.妃促される

多irEコー ド化即t,hl･iZ的な肘 1.そのまま,記憶 さJt,かつ.T;tF的な

｡Li億 も形促される

比えや.-1集よりも抽別 は ものによってコー ト化されている

の 1I)の"T能作を小しそれぞれの説を船介 している
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油井1991によると.近句PFT.T ポッ トUン断柳 生掛Llや (＼1

Rl 横能的盛大共鳴映性止)を川いた研究;二より.このような心

的イノ-シの処掛 1.的取.鮒,I(.対応:一合放 しているuT能推即 ち税･jE

とのJ･･)列作が指摘されている.

なお.昏昧d亡憶とエヒソー ト吉t!位を'Jt的すること.'ついては.伊

か 99JlこよるとI例えは -紘;ltE忘11三ではエヒソー r:L亡tE,がれIr.:わ

れるが.知人,E値は1iは われ/J:い増子‡が多い.しかし -JJt二おいて,

☆r･L占L!億と工ヒソ- ド出億の'･b払竹t,榊 角されている.)とL,1J,.
放て･JT一帯によりェピソ -I.,e幅がか人,ILlte-変化1る例を′Jこしつつ

r鯉忘Id-における選択的rl.忘却:'ついても.7Ii]化qJfE,'F文やこJLま

でI-I.'J松が利川されたylrl/..lt'lこよiJ脱明き21,るnl舵作 t,ある.Bl

lrのとこ7,,年帆,'L俺 と1ヒソー ト｡L!憤:~別個のサ1ンステムが1l

Iけ 7Uかとうかのf!;J也;-1如,.よついてい/..･Llと†ム枕的::I,Iiitされ

てき/~エヒソ ド:.L!Iaとep)J,L!憶に対し妊hを総′1こしている

(2)街並 メッセージ論の立場

(ITIqiで帆拙 したとおり..Jthl村′/rJ3いて.人糊の認知}ブJIズ

ムについて.完J;ゝな附刑がなn t,ているわけではない とりわけ.

illjLlノ ′セージ.rpRrJLが対奴に rるiJT路といつ/_牧神な対劣=二対 して

は,純肘 二.盗知什 (I-的なTIJ/l-rlt-)けを,kめることは.Ju帖!'1.ではイこF･T

能である.しか しながら,多くの研究がEl.u犬のうらにぷ'iiLでいる

似'jt及び研究対象を糊付に㌻る 卜で仲めて'ri.#なfrl比であると考え

ら.ここでは,このような.Jtl=什ll''の知LLをl削,lLにij7.1レノ ノセージ

論が探るl-r堀を明らかに㌻る 換.7-JiLは.多少の冶JtZlの脱ぎtLを.汁
存しても.認知什 lr-の収Llさと岬究の対歓である槻一人の..Z知引対辿づ

けようとTるものである.これは.LUr,.fIT柁i;:LLu川究'F仏をより

体系的に.よりd̂u的にDhiH るため1=このような~ノレ-ム.2,,iiが

Irl毘であるという下前の.軌iIJi小である.

I)ai路のバクン認諾性

伽 仁ノ セージ品が対Iiとす7uJ.I.誠及びuT純もLE糾 け が榊 Iqす

るえー▲やL朋 壬とI舶1.ハタンはふさhるとろえる 多くの人rllJは

∩JJナの持/)'dJ怜ハタンが_L'のLlなIA追:-/.L･つているのか.LAめてIJI

'HLにくい ■JL'L.rあ/J=H it'の経なけl粍ハタンをH･'て止ま し

ていますかJというI.Lりいに?妄えり Lる人は弛めて少/lLいであろう

この■JL'J:は.ともすると 如純がバタン.避止とは)で/..Lつ/=メカニズ

ムではJtされていることを示 しているよう:こらEil.え7U.しかし,lr･1

雌に.fLl路もバクン.iEAをしているのだが.柑 1.日本..汁:二おいては

荘JP.1985が指摘するように111臥 こ1日-る分肋J- トである,了誠が,i

竹Zや LJ/d I･J･ ._̂の々NA

Lいため(二nJJナの持つバ タンをJt明でさ/+･いという新秋も岐:'f
る ■人FT,I.TrH1983及び如 汗先においても分有1.̂験を)こ払している

〟 (17ilや.恥5年参照1.多くの根城翁か1LTF技やII.恥 ニ-)いての

/Jlqiが左'i:的にできている.I/18tができることと,J､ケンJAをし

ていることとは必ず しもも.,ぴつかないが,少1..･くとも11j7鞘のハタン

.-3Jtftを1..'i;1るものではない 九̀廿メ'セージ.-Jlは.人剛が持つ

ぴT旅′くタンは,.[消化し尊い心的イメー-/'を･f･心とし/.ものである

というI7熊をとる.

バタンは､HI+rl..Ji憶システム:'判J)/れて13り.-タンは叫I.lJにl','J

紘/.A.く†l在4'る任昧妃桜である.止 'て.,'ilt･3システムをfHえはl占

什化拡散PP.益のような不･Jトr7- 川 ほ ものとしで捉えるのかかl'l

であろう Ik述の過 り.,E加什(I-:');けるrEpも..L!tLlの6才./9 1人mJの

l'I伽 7)トキを解明するという IRLlがあるため.･Ll的 イメージがノート

1:llhT7uJ.うrJ.･T,Li低 ンステムはLn,ト仙 ~は枕来されてい/ALい I

かし/J:がil..ェヒソー ドpLl位と釦ん,上位の墳lNのl空札化や.Ifitl化

拡IIJL珊芯が′Jけ ノー トは,.i.I..'iではなく統合であると(.'･lT.I-5けら九で

いることから.このようなハタン.及び.711惜･/ス丁ムを恕'i;･37Jこ

とは.さほど無印のない解釈であると考える.

2)イメージの定義

1lI雌メソセージ益では,/､タン:lJ,削二mLてT.T.T'l化拡掛 二よりtil

起 されZJ <取をイノーシと'jii鬼する 従･'て..i'iHH･●('lこJjいて
批'iu/Jイメージ (映Lg,. LW吸Iと.1漢北的なイメ-./'を挺淋 し心的

イノージと呼んでいるものよりもさらにIl二足の.缶味を11たせる.櫓

,(すれば.8-帆.心(IIJイメージ.一日,汁の総称 とも,I克る

3)イメージ形成

ているはすである.光に111路のハタンは･LtrJ'JIメ-ジを小心とrる
パタンと拙える:/牝を.Jこしたが これは..;L!tgンステム 1.7.T,tl化

瓜紙用一冶による.;L!悔ンステム;こ)i/)けは.,.-タン.-I.:tlTきれてIJ.代化

したノー ドのI榊t粗放｢より拙々なイメージが色I超され7Uことか且l

'iiで さる.即 (,.例えば的指が IrfJJ易畔ll粍バタン としてMEf.lTさ

れたL-けい fJ鳩巧■1号fl路ハタンのノ トが捕M化しその"TITl_がT､ノト

r7-クをIIBして拡放し.rALやか,といっf=:.†価 ‥㍍=-).I/)くイノー

シャ.･L､的イノーiJが.FI..r起されるとちえご,れる 従 ,て.iilヰノ ′

t'-ジ冶では ｢イメージはハタンl一付FEhして'jtJl寸7J .枠上け れ

ば. イノージはハタンにlJl'dされている というイノー/'形岐ノ

カニズムの;/蝿をとる.即 ちバクンiE&その i.のがイノーノ彬JJi適

作であるという､lr.域である.
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4)Jlタン照合のメカニズム

バタンn.I(合を行う/.I)には何らかのI引下がと･質となる.例えは特

徴モナJLのイUく格であるハンナモ二アムモデル(Sclrredge1958 は

ら.神相和胞のFiLL判 玖rほ r111LltE二.11J榊tJにはこの1-jJルでLl

特'/iiのl<さi'帖.也,lFtlLLといった11r',亡のlズ】形的特赦:-IILL.-Jる

デ モノか1iI''iiされている.L'q形や文一11;二対 √るバタンPti/ナt=Lけで

なく.･LrfH JE-シJ=flJ･L､トrるtlI旅バク/E一13いてもこのような

特'Jtの掛 "ilrT･,ていると.手う･'･切をとる.†llL.バンjJそこγム

モデルか･.JIL'･iiしているハタ.,よ･7枚碓 ぐあるilJ純を対Iitにしている

たわ,I)二rlp(伽 'Jl/lづZu指汀は,叫 '特敬デ モン1=7けが,i･け捕っ

ているとぢえる上rH1,はhJナーモノ.決',亡7J-モンの挫介的な勅

Llのi-1只と'jE′tする掛けであると†:/-17-LtづけるノJが脱油.であると.ul.われ

7U 心的イメージ中心と与えられるfJl給では.Wll的 .例は小 しにく

いが.例 えは朋/I.比でいる r/マス1か r'L糊路線′くスJか ｢奴九ハ

ス｣｢バタンElEilけ る仰己一子r先太'Jこ蝕のイf七生 やr窓の柑LrH.rド

アの歎｣/JL･とノかれ丑/.L肘 ヂとなることを色l;iI-3れば.ここで.言う特

徴デ モノで fil''iIさい (いるような線分とtlっf=坤純か/)判環能的

なL指fTではなく,虚礼ナー4ンがLtl'1け Juよう/+L才‡敬の組み付わせ

を請めた lで捉えるべきであ7)う.

なお.バタン;LJ.月日二ついて 1ロ トタイプモデルを探Fl‖_たとし

でも.そのスキ 7人BLされるIJl布が);FLt的にハタンH･'(.合の指標と

して機能-4ると考えられる

(3)缶並 メッセージ論が取 り扱 うイメージの領域

1)Jiタン ･イメージの階有性と注意の障有性

人刑はある対象を胡かく分知することもできれば,大まかに分析

することもできる.これはar路バタンについても例外ではないと考

える.この ことは,人l糊のJf'ているハタンには耶桝的軌 rtlがある

ことをCl･̂している.′くタンに断切的伽的カ.'あ7Jとすれば.｢イ}-

シはバタン{'l勺也されている｣という;/湖 から,ハタンlt.'1分におい

て形)&され/i'イノ-ンもパタンよりはIJ'ljいと｡牡しわれるがr■り様の断M

作が†lllすZ/JH二なる

･)).ill旅というン-/を)11耶する//d)の処岬にはlf帖 がある.

前日缶的処作かL-'''[･.C的処岬への帆 .(･.きLl,lL拙攻ハタンのL･,)時知

'iZにおける入城哩'kの4日1かE,ぢえitは.入関のiI一琵lこもl肘T･のみ

ならずJ;ゝ1本かJJ灘分へr,'･Jかうある作11の粁朋作がIII(_していると考

えこ,iLる.

y_オ PJ&′ 十 J=のけdA

包2-5 注意の隔Ji構造とJtタンの階JiI一道

入城俊)いこ従い認知を進d)る際は.I/シ Lタルト的【')くさく什訓
化されたものから71--C.i,1(,Jけ./くタンEl.L:号(㌻を行う このとき･■'[ケI､そ

れHP=せて大きな隅桝でのハタンがLlTl介は.放されていZuのである

から.大きな脈帆 二川､1け るイメージが喚起されているはすであ

る LEbが赴むに連れTf.7;/IC~細かい断Vlr_-)いてのバタンL'りt,イ

メージがJfif起されていく./)まL),人相ま常に人放牧九という日.ufT
の折柄作のLl'r'.,(タンE!Tilナ即 tL,イノ /'形hk'{子1-,ていることに

なる このことかL.'本珊先は的粍!二おける7i-_.uTの防榔A遥かハタ

ン及びイノーシの解柳 井道をfJtしてい7J!lJt,.はなの桝柳 井jLとバ

タン及びイJ-ジの節附 拝送は鞍山･致するという.'lJbを(とる 図

2~5 勿pL'これはれ'zrY.)なんのであり.'人町の竹輪ハ タンに'k
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乍な桁胡竹がfT/I-する ことを l戯するものではない このmW作の

林政に')いては.厳'新/+L.Le加ih'.的)̀王族に)良,)'く珊先成nl･/{経たな

ければJl絹/JIph謡は.Hl,火ない

人糊はill純があるとこ7'に什む削 りこの避ilほ H･.I;I.･的l:捜･))也L

ている.比･'て.JJiuがill路のハタンやイノー ノを幼 子′よ く rIP7EL

g･紫なll'J拙処JVをilうtで.この .I,抑 ilTjlW･)であると与える

2 イメーシの属個人性

ul.ph.iLで V /上:).'イノ,ンくま"亡伯:こIl(ll'している.(.ト,

て...LLtB川】ら知立や仏教は､J'I+xのごとくihF人EI.Hlの ものである

紘 ,,て.イノーシら唱'j人('よって'i:くyは るものく･な7.I.mt作か

ある -)).切 り:･ったIrの指にf_･っ/一帖.人間/..1ら止 しも危険で

あるというイメージを11-)であろう これは.切 り.lI:'たHFtである

という.Cp心.亡愉 Alのパ タンが.TL椀 という枕念を相.竹化させること

告ly.PAL.それが人HりLiibであることを小 している また..T.A",tの

よう｢ある.i..別朝のrflでは.コー ド化されある相 生)i-iLEL化 した故味

..;LL位 もITll･4-ら.このように.改昨日Ll値の快追l-は.′ULに1-u)り.

人yI)[.lJlBの 色味U亡倍から..i誠のように文化によノノて刷 り込まれた

意味jL旭 .加入の体験やJqj射二依llした触人榊イJのB:味｡児 の少な

くとも3托酢の構成に/JI.ていると考え-,九る.

r好を仮'jLT'る 即 ち.人知)宅地の′1'タンから丈化lAllJJ.例人lA1JJの
ハ 5'ンへ と細分化されるF別 千々舟遇をiil'ji:している 人も.これは-,Li:

1号な聯捌抑造ではなく.卜付バ タンを超越し 卜1:/ハ タンが形l'Eされ

ることJibJJげるものではない つまり.セ ミラティス仙追引 k;iiし

ていることlこなる 湖'L的には.各段帆 二いくつかの耶佃がfl/f一す

ると思われるので.併Wはもう少 し多JPA･もの:こなろう.また.柄

述の始 り.この際噛㈹遇 も,71=故噸17･と 党している･fTrをW,iiして

いる 従,Jで,人間は的旅のようなンーンを岬解する符.-'JV汁正的

処坪かL-1i牝:こI'iJi,るような人析代地のハ タンは戊を'1rい,次の段

桁で文化に凶 勺するバ タンは止を子Tい.娘枚に偶々人州イ11のハタン

払 .‡を子lうことを仮'iIしていることになる.このことは.卜仙′､タ

ンに守rけば行 くほと鵬附l̂化が強 く.人によ･ノてハ タ/そのものが

ハ タ/州 L',イメージとなる'Jiを.e･昧している.逆に Htl.ハ タンにつ

Uては.脚人 足は紬めて少ないものと+LIは される (図 2-6

'F'一門<J.Lit.号といった汁/I/cLハタンi･'HJkTる行7‡ 巧[= /+.T:,吹

7､ノトrJ クを′l三成~4る子TLiを人は=i'由.TT.;子T ,ている 例えは.

エ フ ル岬-のII'h_かI叫d)て.I:b性に..Ll-･Jn!･)/i.L仰 1.を施して.-̂述す

るRolanda.lnhe､196JをJJr･けるまでも/i.く,人剛はpdI,i/,代る軸物

であ ･),は ',/A.～.,亡1÷約11-rn/r-施しながLl.(ノー シ 空収まG,i,ま

せてゆ く 例えば 人は他人の,LrHdbJl･どに上IJ.暮け十が,FlH.介しf･,､

;P二eF Ar& ′ '･ /J=E,I:tkJ'

図 2-6 イメ-ジのセミラティス的伯造

タンを全tbTることは多いのでは/i･いかとFilわ).7J .これ｢よ ,

て.柵4人が形成す7.ハタンはさE,:-事態推多仙 -なることが打払に

鮒隻される.しかしなかLL,,このよう/.･･('粥やEiJ.巧とい ,た.711;J的
巾n(=よ･,て,文化的l-ル 由/EH (タンまで人きくi乏℡ ｢7.とはろえ

L-,れ/1い.櫓 すれば人まかl二/lhい ノて7J3指節のmVl柵iLをよ

り校味な†片道にするようr_･′iタンの′LrJkはilljtノ バ _I-シ論ではぢ

岐 しない



斜2才 Pl並ノブt'-/'G の/F頼み

図 2-7 二次イメージの範囲

3)払並メ ソ七一シ講か対象とするイメージの定義

研究対数が.什一･-的JEiり11;ること.I.･n!･)l~eL帆を1日)i一主ること

を鑑ふれは.､1ほ)･F;jg的にILL'',こしt/.HtJ･バクンここ).lJ)く(ノーソ

を対製とすべきである tiT!称Jl yt･-シ品は 1.lL■リ､タンの小でも

次i･TJで速へるよう/i:域q)'左†:,i札止リーるよう/A.LHtlの イJ-ンi_･

次 イ}-1>'｣とLr'.iî し.これ/r･TTS'妃対'Aと√る これをEgl

2-6rr′Jこしたものが図 2-7である.二の 次 イメーンは..a

♂_'q uJGノyt･ ,._I-のけPji

知過仙 :)3いて.梅1)て1J)糊に形成されるイメーンである.これは

叩 T).例えばある街路をtJ)めて訪れる人も 100回‖l-,.luLる人

ち.州 よの'&-'E作の挿J!及びイメ-シ形収をffll‖】子T,ていると考え

られる札 ).t碇的rlLイメージである 従って.術並ノ11･-シ_̂が

対製とする 一次 イメージは.一般的(二川いJノれるr的純の IJ ジJ

というFll,ねJi)は.'街路の)E=本的ft柿｣という鹿味が如 ､ことに

汁正され/=い.

(4 まとめ

以 トのbhdL̂を韓めると油 蔽メ ソ七ーンよでは.ン- ンの押解仙
lil_ノ ′t･-/'LaI:13いては･h指のイノー-/'形成過紬 を,kのよう/i

メカニズムとして捉えていること::なる.

JLl'lIF.5.的処PIl.(二おいて.ンーンの軌奴がbl･止されZu

それに)i-}き.汁O:すべき対穀に)･TL7.r丘をrt''Jtナる

"亡憶システムに保持 されているバタンに.L!.'T.分をJJう

バタン附合が J々われることにより.何L,かのイ}-ジが莞′lL

次の1F任を決める

5●2にもどる

6:この捜 り返しによりイメージ全仏をlmu化 してゆく

このようなJl,-+ンは)I.本nJJなけ題とflT,i-Lのメカ_ズムである

那.弥 u･ノ ′-I:-ジ.dI'Lはこのほかに,判に仮定を設'定している.そ

れはJ･1卜のjdJり

a)バタン.lrLlnLtlは何らかの指標が(F'(114る

b)ハタンはり己位 システムrl･Jにセ ミラテ 1スrI')な馴･手帆遇としてイJ
/L-47u

C イノージLiハタンに内'dされ (,iタンのt引11.'J恥 1.祉Lt)ハタ

/とl.'I棚の仇hl.を経,)

d)バタンの酢蛸Mは7手足の肝Vv化に丸山4.I.fしい

e)ハタンの断髄作は日立ではナ書出で トド';:子TけはtTくはとb棚 的

なものと/a.Lる.

d)均のr-芯tLIlに起Eqする .I);イメージのみu ほ A･ナL.
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2-2.街路認識における街並メッセージの役割

IT;lWJにおいて.認知糾Jf的t..Jレ-ムはrLi't',亡したが.ill路の .衣

イメージをJJlqrする L-では,.TILA/A.1仙!-..が抜け蕗T,ている それは,

_次イメ ジをそえるIで.その古臭､lけ る満桝でのバタンrl(ll,Lの精

げは1"IかというI糊越である .J!加什 (I.では入城俊九という.E知FrLll･

に,)いての加比はイ(-lrするが.fll1-ノ ノセージ.点が対'Aと-1るよう

rJ:_次イノーゾのハタンJHl.IH'13りる指ほに-)いてはL･･IL''加比が存

llしない 本鞘でIi.行仙心JII':('ntJ及びfl会′7的('きL-'E二Ur.iを深

め.バタン照介における指†栗【一一)いて'UlJLメノ七一ンui'のとる-̀'_鳩

を明らかにする.

(1)詑技の動機に関する仮説

hiJ知和′('･的な人糊山を掠1.は.人糊は1.11紅を収恥し処押し子丁劫す

るとY,えることができる.即ち.絆i粍'fFliJにおいても人抑 ま環境が

莞する収々なノノセージ'を収lLL.その環境のイメ シ･缶味を杉

虹していると捉えることがで.tる.な)3本研究では.往l路乍Jiりに1i･

ltするiEbIIT'Aは物兜的に人きくI-)に'分散できる 個 2-81術

指'9uの'CfrnJそのものである r'JFIEりのボリューム｣l.'dl粍火脚に払

頒する ｢東伯 iLr禁物｣,iEr粍乍即日勺の他人の4人TLBである r乍問での

人川の7t.勅｣.'h旅空l;ur人目◆/(llAするill路臥 ス トリー トノ1ニ

チャ-とい-)た ｢約給付ii',施設Iである.

図2-8 街路空間での謎邦対象

712す UId/ ナ ノ.筈の林G.i

日 身体的定位

人がBi小一いる場所が'JA'/Fかどうか加.止l_LtJrないと～.)717;･:/lL小̀久

憩を抱く.例えば,湘前に入っていくイ･̀女感,ttlらrjい塘F帯l二人っ

ていく不安磐は.安'.､が知止できないことに起Lq+るイ･･/J.'･盟である

と解釈できる.つまり,人は'Lj令を知うLTる1=めの1,'1紺が.tEL､とき

強いイこ安感に姫われる

JAppleLOnl975の戊にuU九ば.r人Fl'iJが'i'LL,さを悲しる掛yill,汁

敵から身をF3し.外敵をLi漉せる他 行lと､人肌の'JL･L心 の根JLを

その軸物的な'&-1ゝ¶｢求d)ている.例えはこn:徒;̂ば, 乍̀Infの

ポリ1 -ム｣は何らかの身の危険が発JlL/･rnの速FrlJJrluやIJ什rrLJ

'Jと帖を/1Jうための7日馴 1穀をBL',こしておl),'を1-¶剛 米;二と･,て'Tl

輩なナl柑iを壮快していることになる,,HJiL的l●fi.あまl)に扱 い†JI
掛 ま.遠避行動ができ/iいことに也rqして小滋蛙を.iZ起させると

か.あまりにJi:い乍MHi外qt(二相する71故を多くの))h'りに向けなけ

ればなLL,す不'安tこなるとい-ノた仙 こ.l'祭fuJの-ドリ ーム･はJJ作

的左1.7.二mj皇-4るI一川iとな 'ている.また.炎Ⅰ9ボコの矧tuf妃')こ験の

iW-によると.ひ牌 釈放の知覚の際 もこの乍榊のホ.)T-ムを沌JiI

Tるĥ部織が最も初付目二加･Rきれることが解-,ている これは認bJ

jr'7-的 二̀は入城使先の殿Pllが恥 ､ていることに他な.tl./JH､が.IIIも

的な'iE/1確保のためのfIIHt技をまず処岬していること'i珪pT､してい

る このことは,llfTl節で述べた.的路パタンの舵l111,の断即として

LJ体的'定位が想Ti;されることの作止と.言え1う.

また,｢'dl附･lilr7施設｣は･T,･に.イJ効に少ける判 Uや肌 i;L.乍

FiIlのボリュームJといり並の任帆を桔-) X:ら,その助■1さは. 瀬 的

には71テ捌 州',-胤.2のJJ-那.竹ZllJのホリ 1-ムよりスケールが′トさい

ため.r背側のホ 1)J1-ムJにJtLで補助 的であるとJil.われる JiL

l982によると.1'lT粍餌やスト')-トフ′ニ11･-は.ltはiLr丑物と

r･･Jl.tの特IilJで止..tされる帆Il】があり,そのhlり功竹を,J;哩している.

なお J二心̀('会I985で rL)/Hが)くさいとき.111粍蜘/+･どでJ,IfiTH

るとJtい｣と.1われるのは.このよ')な rlJJ作目･:r,l払.?JのrmrtJ'i

u'Jとする校訓 二1111LtJiJiであるとろえ(.JlIu.:1ユt~ィ､於や休

息将所といった身作的安IAJ本郷 iiしている.従 て,fll粍†川,･見抜

もなじて身′W)I,iILL'Ll_y舶'jiiしてい7Uと考えられ7U.

2)鳩の定位

人仰 まIt会的1lu物である.rTPOをわきまえて触る舞え ､r;と

I/ナーを'juLL1二り,人糊の′17六は.その刷､l川;'JIを打合とのFlllh

りnLいの【f'にJJややされていると., Jで胤 iでは/,:し､ )即 日 に-)

いても卜･j棚で,r槻追い｣という‥柴があるよう1-.人Ir.Iはその日

会的な'.;;t:みのりIで.a.川rrに什会(fJGllLや11JT･を41/･小でいる .AJl

に人F▲i-に･般ふど･/'ネスマナーと称-47J本がこそ .,てru'会の 卜糾 1

と'こか｣.｢タク./ の l.似 iとこか,.rJ,LllJ左七 /トの川 モはとこか

25
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と..FJ-,晩.FI,艶しいはと様々/J:ケース.:′)いて.糊付rの玖11･を孟無-ノて

いることか らも例らかなよう｢ tl公的如杓である入関｢とって

r秘所 のtL会的/J=告叫､や扶JT･は.lTLAな子r事b奴'ii射 月と/..･'てい

る.止しも.パーテ ィーなとで.1,'i相か,liりなか一f=たd), ･人平

服で参Jmして しまい人恥をかくといっ/JJf頻がある と.Fil.わ11る.こ

れはそのバーテ ノ とい うttIT的在F).ijTr･そ梢 っf･場所に対し

r恥 基いJであるというL.q:.し.-担M Lrいるとぢえら1,7u JIPf,

人Fr'Jliその場所のfl三三的fj･r)/I?.Tl･:二 ふ さわ I く/.:い と軽 しろ

こと;-よりE,L私心イ･鮭r二/U.ttS,一m:ニ;iLJ J4.:-危険がJl,;.ことが秘

めて希であLことをだふJlは. 二のことは.JJI川r,iIfJJととい こ

ここてい1-JH全的11_机 上化的′tI.r雛流的′Ii.ちな･t-:=於ける.恥

ふF.Ll._i,枚外蛙がないことri叫d)てIrt次であ り そのための r場所 1

のtL仝qtJe.味やVJf･をp左入 とL号TJ与も. 1'L.臥lf箕であるといえよ

う 'dTルメ ′七一ジ詮では,このようrJ.(糊IIL のfl会的虐味や

玖ll･を,.たみ と7/tr71を r均の',i:I:日 と',i:JtJ~る 櫓.7す一九は.甥の

lu:/_を勅頻としても.人IHJはUJ粍乍lHlをuiJALようとしていると.i

えよう.I+Ill.Ed≠ardT Il.LLll966のfl分的 抑軒といった1T4'か['.fT!)
'Jl桁 も嶋の'/立†Lンの搬八のIT(lRT'ほ州MJ'Jr上れ してい7Jと捉えZ/li
が.lT舵である

域の'Ji｣､'/がその場のft会的即 や̂仇けのJ/Efl',である以 1,的雅的

安IJJではなくけた即 t',lllJ卓川J･)には他人のllTTJJJuがこの収の',tl:(.をBL'jE
LでいるとP3えLl'れる 従って.九にJlくけか7fr路を偶成する 1,)の

-a;-,iiの うL',,rHl迫iLr貨物｣及び ｢ツHt-1Jでの人JuのT.T.如｣が均の走

1:/lyr姻Jjしているものと4-えLL)れる

なお.この後の'JIflJ/Jは.より‖†別なC.峡引.I"う史化的'iiitli..fl句人

の興味やtEI,& 新版に1/(IIした約人的'JEf;Iが抜 くと考えられる こ

れは.IT;(揃で イメージの拭fP1人MI~,)いて述べるl'-l'II=り 人材tの

..L!惜捕遇に人軌托岩.文化ナ†;肖.叫仙人と3校肺の桝VIをや推 した

ものに目し.11に文化)も過の;.Ll憶隅lTLLを 域の;iI位と史化的左IIF.に

2IJT',qLたことそ･3帆する

3)認諾の勤横

そこでぴ14メ ･JL:-ソ謡は人r.liJのill旅LLJAの11u喝として.JjttL的

'iiI､Jが･71長であ り.嶋の',i:tJ /i71.長 として托よる,'dliVノ 7

セージ益の.Jtll相はハタノ:逆i.乱されると う:･叫./iぴ.LEhl糊拝

とハ タン及びイメージの斯VIMが現わl"J火であるという;/J為かLL.こ

のことは

1lJ戊2 1:人rLl'Jの〒fT粍ハ yン仙)1､一おいて.Jl仏的'jiih■･.:=はけフる

'Jlglが?, Aであ り 鳩の',iIfこ･:;r判わ7/)1加が窮 兵
約である
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か.Jやd,Jiノ イ･ .,Bの(,tn,i

という1k説としてまとめLL,れる.これは.I-1WJTlで述べた図 2-7
の内向認 t.,･もある

また.これ｢従い.kq加の1JJ糾f:1桁.'=JjLt的'i:(.J･.かLl,喚起される

イメ ゾを I 攻 1'メー-}]と'iî し.均の･jU:FにJ'ilわるイノ .>'

を ･次 イノーi,1 と'i長ぐる_この. 次 イJ->'は.,JiIq.･ 椴

のわl拘l二ru.険/M I粍がか ,ことか(,.そのul作が とのル/.･甥輯で

かL)という).LJh的什格のJとf{小 Lでしろこと｢他 /+.∴/,.1い.

(2)暗示物 と しての沿道建築物

I'l;l止の遡 り梢の',iIl:･はけ会的であるが放;:ill代 川々にj3いては

r約JrHBll軌 と r空E･rirぐの人問の77,jF力｣が岨左 していると考えL.,

れる. 一割 りでの人rHJの7.{)別 は.Giか:1.日r純を抑 Jl.,Iしている

粥がI.t;てla.級,rikんでいて比企的恥姓が剛tでき んくス トレスが

たまるJI.(リj作はかりの軌 軒二女作がI.1;るのIIĴ恥 Tかしい｣,Jと.

舶 )て,lH孝的I:身作的TiII;IIや域の',iT如二も一.ぴ-)くI.川 を牧山捉Llt

している.I.iL止する榊からt;えると.これは仙めてJL'Ll即()Eこ,-3誌で

きる なぜなら Lit.ものJ;>て｣がその仙 好の梢の･,i;(:,_の1ゝてであ

るからである

rtl一道iu器物｣の嶋分.11は幣紙ではない 岨被軌 iそもそも人

のfJl'勅を此u壁うるためt二fl-(.する施..2であ71, i,L･,て.ilTr行におい

て rnihiB頒物｣のff-1lJはそのものは,その垢部組の 潮力.'｢でごr"J

の･ボリューム｣をBは する以外に別 二を持たす.そのII､川lに八州の

捕物がlf'llすることを昭,i;しているに過 さない つまり.人の7.(.軸

が='LTJJくされている以 卜.機の追付と強 くl馴 7-,てい7.のt.'が.比鳩

絢のIflrたけでは.人l;uはその城の･,立†;/を州nlr.水か -のである

つまり.Iplらかのノ)71三で r約迫iE婆拘 I-よ･)示唆されている内灘

r'lt'勅を射併しなければ 均の;iz帖を子TえないことをF'.1.帆 している

人r.'IJにと ,て解LL･ないとLL･-1ことは叫d)で小 /̀i-なものである.†札責.

ば.心'iJR駁なと一は.入隅が解ちか ,1Lを掛 r7J J)に什 州 ).千

叩的に戊明の付かないものi･r&'Ll.なとそ触囚として仰 ,たこと

l=していると与えLL,れる.このよう/J桝は与と,1･い .とまが/i -. 池

ド.ほ は.それはとまこ!二人仰 ま.耶J,小 叫 をjlL.>るtL■引?一匙:こ

な･,ていることが鰍,とできる つまり.ih抑IflW )pE止､1,いて

r約迫Ll築軌 のL勺.恥I動は 日脚 や剛のJqの･,i:∫;r,i･ir:II:で払め

て･rL.'&rjLEJり奴と†:FlrLl/jけ こいると考えLl.れる /..LL,lI､抜鰍 .

城の'Jilf;/に軒びりくf'lJaiを杖状 してい7Uであ7,う ･̂I.'1.1での JJ.ptJの

7.T'別 は.ll.捌 ')I.1･p壬uI..佃 変故と/Jl'ないわ.I;lL的研究のけ'A

として正長の'Jiいものであることも1･JIナ加え L-I,く.
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(3)街並 メッセー ジとその役割

'kFT,の.iEi迫iZ!貨物は虚常tpIE,かのTがか りfi･約1指【●小してい

ら.人ItL‖ヱこれをTがか りに.批 正iET,物のr勺.ul-1別 々舵'iIL.そ

のJ如 iの扶It･やだ帆 を謹みとること!~上って.梢の'.i:tt','_,子i,てい

るとぢえ(,れZu.即 ち.郎 M 勅机 勺.取 (,カヤ子r'ている 1仏の任
(i,.jIILHLlI-mわLでt''t印とLL畑作,二'if.7さLLぐし7JL'_捉''_るこ

とがpl能である 従って.如jt･ノ ′t･ ノ3irrll.i:火的■二'ifL了さ

れてい7U姐実物の内払一(.JbI.川王rti的並ノ ン十･--/' と′L兄Tる.

甥の',i:L.Iを議論 してい7Uのたかご,∴ LH '･. ･1,g:hT,事州 称土日.公的13:
PL.即 T,['k心感 小'女'慾 とい '/･イJ シ とlrH之rrJt二t'Jびー)い

てる 即 ち,1fljiノ ノセージを柁il.;でき'+･いとき.人RiHi柚d)でイ二

I/j:になる 例えば,近irJJJLL†i_･担こし/I,I,'fklHI心の施昌之なとは.

1勺.%でとんなことが行われ ているか知るTかかりが蛭か )たため.

近隈1F_lt:は栃めて巾人なイこ'L蛙に与等わ九1_ことは..亡倍に輯しい.A.

ち.JA');のiiQJ.;;I;の ｢n迫/Lt準捌 :-i;い rLt.十とえlJl.W.T胸 が宛

い知れrJ:いとしても.りFLd･ノ ノ七 ンを).し.-ハ タン.1'...故によりrJl滞

納軌 をⅣl肺TIT経であ り.そのよ:Iに和人/J.･イこ′Ji'蛙を抱 くことはな

い か,1れにせよ,iC別 勿のIJl.附 .T,如｢I.Llす7Jl.川iが,ilJ旅竹ilけ I'

.止,態で きる4■tリ3iによ′,で.717作竹Zりの舶JL的な r'/1'･LJ& 不ri'-感｣
が形J'iされているとろえJ,れる.このことは.IIlJ･._k的lLは小がA.見

えの町 l_楓 粍地リ壬のlthさ.卜町の弘jllと)I-Ji判 ち.人t'iのflTLi-メ ノ

セージを発L.亨するは‡削勿なt'がJuFbの祝しJ+やす さ/fJレフでいるこ

とか らもJIE!耶できよう JfI〔)て.

1Fi,&2 2:,次イノーシを形蚊する LでiLTjL,ノ ノセージが文h!的

な役割をLfl-た している

という111uRを探る.

･13_JfF d.JF/ ~･l･ Jîの付加ji

2-3.街路バタン照合の指標

Il;l節 までで.'dT並メ 'セージ:二郎1I寸7いr･姓Tl.一一八 ･､話 し,

二大イノ ー/形岐:~Jjいて許l範ノ ･t･ -/'が･F.質;ニIrlL.Tl/iI)こたしこい

るとい:)ぢj:JJLi述べ′･.こJtほとりもiLJ.さT. .,)こ[/-シの

新中;のLIlra′､タンh'L.午:ーJjいて/I.サ ドの¢!iなL'のこiLまで

のr;:.他紙先で対ILとな',た,物冊的わ哲で.'1'jく.そIL(,irTさ′Jて,

I■川 ′いう仙'LN･)なilld･j /七･ /か肘 三･して.(;I_こ･7_-_>_

I_Pか LLていること:二他な･',/い 本泣でu.そ3).(/d'::,iJLG.ノ J

七 'J/r･人か どのti:-nE注 し:)るかというLiI.ll･か･.!LIF祐ハタンJ!L:1

分の拍子:iI/)いて々t:iを進め7U_

緑川 メ ′セージを人がiEJ熊L/､タン.lLtI.′Tひいて;こ.II-ゾ彬晩

をITう1JI.llノ ･ セ ージ.JJiの{鳩 に;･ては.'■'J.1'･そこ.-はl/JMの†1.,主
をiJ.J.''i;lることができる.'jtI"'PiのelJ祁 :Flu )LLノT,りJILIかiL･ノヽ朋
に恥荘メJt･->'とい うtAl.稚】7,1㍍.'1純が†ふ,iされているのである.

(･L-,て.‖Lli]d'LやI'川i押論を持 ちlEJ.すまでも/.Iく そこにilf.lJらか

のニLiりがru')しているはすであ7J.なttなら,rLl,)那/A.Iナ土日rfI'(tri
はIL;jiL亨lIL/Jい

■■亡りは.lJ.'え7しい概念的FJL]'77である.,L!1]lJIT'tとそれかJ<す‖LHl衣

収 とで瓜 12.して13り,Llrは的に(i;辻 されるのは.:Ll.I;衣)九である

lidlH<収と..Li〉31勺'2'tは.送1.;捕 .iZ-∫"月の収ノJでJULbのコー ドを=

いて..iLl'･ll叶riから..とり付打へのナI'l肘 ム辻が')二収 される (図 2I

9).illL.ここで7i泊 しなければなF'/.=いのは.川lliJIJ'.d･tでJrlり

械う様な加紬 LtJ- ド化されたHLlt･Il='けが対製とはならないことで

ある .(.I.liで ㌻ら,別 ･.片側がtrHtH-コー ド化 LI=..LHllJl'1,那,FZ･

∫.川 畑でĴiL†.TP;がコー ド化 した元々の..L!iJl勺'fiには航-軌 ･はj,コ

トでLUJ.･い 畝抄なニュ7ンスの追いがLz.わL''4.r‥4'lのあや,/..I

とという.j史が/(-/Iするのはそのためであろう.

図2-9 情朝伝達のモテル

Il'J典 池J二Lt-l'夢 r'('搬 紡.[125X ..LlL;･品へのL朋h II-i舷.川 ,.1984
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このように i114メノ七-/'fi･人がdE注す7U崩flur･ぢこけ るIi
;:.♭LlSjを枇 IJ禎 うことは,しわIfL'lErJである 紅.'て.p亡l･)のTi

や鼠をとの様に捉えるかが問祖となる そこで.以 トではさL!'･)のTE

及び芯について.JHt的il.F17滴 のtrRJ12で述べた内.qI占劫のI,TJ定
r'T能作の旭.･L･かCろY.(すL.

(1)街並 メ ノセーシにおける記号の窯

ここでは,'dJaノ .七一/.▲:fまLL7J 上々 f_･dL!;i/I.その発!日通

相を｡f細に比7Uこと!:上ってぢjiそ此1)7J.I..lj,ひ∫d,ノ′七 シ

u･eすLi,珪lズl的:ニ'1日されるわけではない.しかし/JL･がら.i-II報

として†1.止 される以 L JJ,U.空の党に石を惣',こすることができる

従って,以 トの.A.qhで.,Jilq)結†Ll過程をろ7,号するが.あたかも発

十.iHがI1-JJ_するようにとhL会を寺rうことI'IL缶されたい.

1)記号化過程 (記号内容の決定)

まず.究イ‖Rは,illtd,メ ノ七 ジがfL;はするIfll',I;T.Tlg州l縦のうら.

t'の沸JJyをとの様な.lY潮は で党1日う7Uかを決'Jにする必紫がある.即

ち...己iI内亨;をTJt従する過rJがfI'1帖iL;J丑の姑初の段肺とぢえ;)礼

る.,,己;;TAJ-4=iは内,%T.fi軸flfi帖をL/Lは的に流す:LlljrJ｣''(子からrEilは的に

J<す"己iI内布まで1,7,々 な材がtLl//ilできる 例えば,作七に 13いては.

り_人の/i_柿がrLJ部捕,-勅I''潤 であるが,/Ii.T,そのものが比 え るという

Llll_ほ的なLナI'i轍と帥木の趣味により日･_人の人柄が感 じられると.すった

鰍IMt)なII川ほ で多岐にわたる lJ,舗においても.fiは ば.プテ1'ノ

クのショーrAJLンド.AJrmAyJ帥物 がディスプレイされていたりする

が.組腰帥物をJ'(;Tiしているわけではなく.lpIL-)かのイメージ形成

を畑日宇した椀曲的な.TLlil内界の先triが子ibれている 従･)て.この

,;亡〉IEJlぞiの LrL接作の如lpLi=よ一て.IJl沸iLrl勅のEF･)I,i"T能竹に人きな

/T'.がtIJ.てくることが考えられる.

まf･.r"H:jIf..llJ.ほ¶であつても.例えばIJ.細において 胤L"日

を′Jけ もの.｢価格を′Jけ もの と純柑t-1が,LIJl部そのものを托''iI

する必要がある

2)記号化過程 (記号表現の決定)

次に映'iIL/=t】LliII勺7;に従/Jて..t!lH<鞘がiJと'iIされる 川Jち と

の様な.i,Lli3･仏系に).i-)A'jeT.育-4るか1火',=される.このI.Llil終糸は i
いたであったり.7勿カ.+比えるとい;･牡辻その もので あ J/~り多化であ

る このような,記'')Jijkの川舟=よ 池 (.i-i摩tt)措小一よれば..Lli]品に

おいて."Lit.)のf･f軌を)くさくイl~JJl..Lli)かtL,態JLJ,;LLilyいう'JliJIが子T

われている これは.-′けLとのJLJi')があるかど:Jかという''Idtで,

初_'♯ JJ,& J t1-/I.bAの付加jL

図 2-10 往i並メノセージ論における情報伝達過程

例えば ｢●Jもtl'.I;かやに:Jらこめた という状北がH】のFITJ触れである

という.!止-,Jとなっているとき,これをイJ一次,.LiリーとJJl放し.rt然とは

鞍鰍 二･妃け化された..1..riや シンボルマークなとは鰍 )i,HL!i]･E一柳
､1け る･ ･)',dE加肘 芦により文･1'-とL由flli:でその処刑･eW.Eが人きく

粥,なることが知りれている 文,1'は/,_肌 州 繁はイ棚 で地坪されて

いるというものである この.イ棚 と).淵 ｢よ7.処岬の追いとイJ-)i,

冨dij,無jji'.･ETJの/Jl罰は,概ね符介 してお り.イlJjfl7diJ.tML,..L!･,I

の,Tにより,その処Jl'職偶力.'大きく災なるとぢえられる また,イf

jji'';Li;JはそのイJ)ji'TJlから.仙めてLrl秋的にiii速に処叩することが川

来るI -ノ]棟Jji'.･川 は,その叫jjfMから..''l･PI'的/..1処岬が必･#とな

る 払って..,LllH城 がll.紺 l'･Jなものか,ぷ刑 tJなものか1･よ･,て.

r勺'て67F'劫のr･･Jか Tllt作に'T.那.Lil.て くるものと'i'̂ 九る 亨Ll滋ノ′

七-シFq̂では...己;i,.rhとiEbl付ノtの柳 川 を約まえ.イlFJ]作が強く

イ･IL葺で処JTされる..dil･を Ll職 .Ttl13 ,.g;I,'1竹が強 く/.仙弓で処押さ

れ7Jk!.I)を r冶Jl1.,Lll]･ と',Ljt-する.

3)発信過程

次(こその.】L!;)が設L7.されることに上り.1,I.帆 .辻は･LL..する IL,)

様のJdiJIJ捕..･L!iHくBlであ-,ても.例え(t丸オ/サ インの仙 二批

IJ作の''::JLlものは,Ji求ノ)がr･:.･'L, 即(,.練九的/Jl.'I柑処即が子iわ

れる銘札 IAl滞hT湖 のJL･rJ三日T能町 ~;和 を′ナえ7Uとぢえ:,れ7U.i

/こnユL'f･'す7JちIfrI二l'LJLてt'旺苓物の外.5,r;にp叩け るとLrL脚 わな..rl求

と/+.り.u禁物のl勺部:二llL'T･lfると その叫.JiM とは別の 1奥ゆか

しさ とい-I/椀曲化'_,,'L)昧するものと考えI,れ7u I,Lつて ..亡ll

Jく別の帆Jm .E..'LrT,一状Iに!l･よ--ても.lLl.il;榊 bI･,J･,ii.T従tl:-影Trが

あるものとぢえ7J.



41L?ず uld ノブJL'->'P の(.tN ,i

以 LのtB'tは発ィ.て過flt/_Y･坤d)た物が図 2-I0である 'tflヰメ /

セージを虻介する.,di31二はその卿.,退仲か日*めて多はな ｢質Jが
Illlすることが恐-iIできる 必 こ.,えは,これf=け多fl/J=riを持つ

Il'J経を人間は解p-rしていること:~r+･7U.

(2)街並 メ ソセージにおける記号のJt

前述で並べたlk戊_),T).とれ/..TllJ1,的!:rJlか;i.I勅引JIJ',iILうる

か)という問臥 二相 _.Aiい I書経.-L!_fr,iiされるのか.1ll雑談である.

前節で例′Jこした.rl･が九比えのIH 収 和也ソ;のIilii.TITの弘
SILLlll:即 ち.人･'■;のfLテd･ノ ノ七一-/'を党I.け る旺空相などがA-適の

托しみやすさを持 )でいる ことか=もちきrjf･ノ Jt･ ジのけ,)117挺

:.tが多ければ.､J与れ.iC巻物の巾淋 lrl劫はI打抜にFL･J定できると考え

られる

11'J報;,-t牡/LilはtI'(相即uiの'Jl町で.肝允が進んでii り.シャノンの

1III維;諒が舷も 椴的である tlrJ榔lluiの"f鰍 よill称ノ ノ七-シ.iと

はLrlH羨軽I'i)陳である/'d).,柑11については触れないが,これは.J9t"Ti

エントロヒ一指控であり.ある4't僻なコー ト作系の,ある.,己L･Iが過

イni旅を耽れる針 十【に)!'/)いている ここで.Il.任しなければなL')な

いのは,fF'J粗JIl焔 で,1う仇棚:-ととは.,,止I,;･rJl軍手が相.I)I17糾'L.tではな

く‥.己〉;･超税が持つ11川H.とである†')である これは,11川i迎1utは恥

の･Y･一新をfI川i稚.dILがよえてきたことをぢえればJl､仲-E')然のことであ

ち

fLJlとメ ソセージをJrll拙する･'/糊かF'u.tl'l脚■ll..Jl̂のI一川‖-;をその

まま適用することには人きく .つのlHJuE.･111.がある.lTJ一に,71TjL:i

ノ ノセージに1'いて.ある物がそこに†[/卜すること｢上ってtL;えら

れるよう/JI't掛 1.付かに:亡ilとしての機能を米たしているが.こ

のfI'1経のコー ドflL系は梓Id)て哩帆であることがAI'Jiiきれる 従-'

で 縦謙.'.なコ ド仏系がないたd) 錦 が冶としての紬はFP冶の利卜

に位 √/JLLい ?, に.;.L!リJ<収としてのIl'Jhi''l:は 比婆物のl勺沫泊

軸をl･,1'Jilす7J J-/ぐ.lHを的ではない,'ku)yT轟メ 'セージ'の発†【亨
過illCl.おいて ,-1!;irJl甘さがr,'tJl皮的rJIもの とll11左的J'J物ではI..=二tI'I旨i
Fuとであ-)でも,ll1.%llTlJrbにり TZJ"J',iIl.T舷什に人さな,1._那.LEA.ふのは

r'llllであ7)う.

そこで.維l雄メ セージ詣では.∫_,.Jiされる1I'rt綻!l:では/J.Lく.そ

の..Jl,]のfkl;'j3:岬lヂ J- n :二対するrL付を1'.J粘･'11として捉える

ことにする.1.1l紺用冶が',LA Tる脈'#.な1 ド仏系の域n..11'l然Lf

jiされるI.1.手技･'.:と.紬'･]処JVl一対う7J'111･'Tは'L今に比例するが,ifl

jf･.ノ ′七-./,.,iが対製とTる暖帆/..コー ド体系の蛸分.人がI別納 .'

多いと感づるのは,†ム止され7日.-1紺1.;では/.L.く 独り処岬のrI/p-1で
あると与えられる/_･めである.
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また.これでも"Lli;FLliiの弟を根 うことziHは /+い/･め . )L(J'J

な仏経もtで''iなく.J､側は.Tfの恥/Jる..Llilの付加 E1.-If'LHi;,;t･肥
れtしているものとぢえる.

(3)街並 メ ッセ-シの記号による捕捉

i-AJ_のよ;)/J.I'川iのTiと ･r.1のiJt岳をふまえると.ftのP.なZJdIII

のflW 吐t二■lhl.ち:.L!11の†'kll処岬のrlrqi-_J!一1く1.'J雑.L.'ri.･Liユ HL

は.合坤的｢ぴJjtノ ブ七 ./'り J'H,‖まは姓する二t･_かITゝるJ･_ぢえ

{･tt乙.ひI8メ I-t･-/'が.EAで 与るのであるかT,.lli.tも 次 イ

ノージの軒叫のilL粍ハタンn't分をjrうことが.I'.入る.Iと'て.人が

i'rl椎をplIJLIA押qTるという.LE帥 h･.約人IWgl:'1!{).さかつ.

そのJt.となるT■川王を'Jl叫..tl',)として人lilJ,E如きJLるl'J.L.このこと

は.r211 EB知過程とイメージ形成｣で述べたハタンH.:t.(ナの朽

ほとして.これらの..LlJ3-1')の十.相i･'.1が.I.SIJしているとJ!えること

がLH.来る

しかしながr'.r乍て｣のrtのy･!なる‖L!-,)･1LJのIlllit呈.I.;那.ハタン

Elll介の捌 丁となるとはjiH)礼/i-い なLPr.:(,.あるfJl路の亨lTiI′メノ

t'-シrITまれる..LHJの棚軌よっては./､タンrl.･:1.付においてrlTf.BJな

ものとれ%TでないもののIlllが'̂iFy,にAY/,iiできるためであJu.従 '

て./､タン.L糊付における梢掛 よrrの11なるこ.Llllの川 AililJa)Ir'IN1.-.tの

処分に内'dされていることになる.換.1すれば了111い ソーt1-ジT.-̂は

Ik脱2 3-‡Tのy(なる.,LllJの柚HtlLJのfl'Iは.I,iの･.It}卜訟/.Lものが.

))(イメーンを7Jt',iiするハタン.E!く1.合の榊 ･Tである.

という触戊であるということが机太る.
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2-4.街並メッセージ論の枠組

I');JEmまでの議論をtT,kJITり ると以 卜のJJTuりである.

1)イメーシの構造

ijlhJ i. .jdi-i.ill純のイJ /のl丸追:I-)いて.止hI朴･'(I

T')::.ilL純は′､タンJZ知され､そのiJ加mIr･:-心 してハタ/Jiひイ

メ -/か-1'ミラティス的/.L･酢11/I仏道として,L!略 されてI,り ′､タン

認知であZJJ)Jplちかのn7けによりハタン'!.t.lrか/jされていると捉

えている.またその桁やHl芯のうら,IJrJ軌的【･.iJ加うる糊の･,iII､h:

起rA]1る2次 イメージ'を川先lT製とする

2)勧並メノセージ

'hjrノ ノ七 シ.品は.2次 イ}-ンのfJl肌のハタンIITil千の梢控と

して.fJJ･d･ノ ノセ-ソが･T(rRなは!,1ほ,リ上/すと･9える.ぴltJPメ ノ

七一シが物LIIlrr)rモノJCは無くノノ七 シとい:)rl.'J川 ｢前日

していることから.rtの)■･■/..7U.,L!iJの子的 lllJの†.'Jlii;liO)うら･貿な

ものか, .,)こイメージを7>JTL',Lナるバ 5･ン.El.'1.lH~み'{･.tて.指ほとして

の子2Er.1をリミf/ 1 .

3)由並メソセージ三島

以 トU)ような仮説及び,亡弟を含む什机みをfllJbメノ七-./'.iとし

で''ii並し,AL'井究はこれを比1),rけ るものである なお,図 2-1I

はこの付利みを阿川i_にまとめたものである

廿2す OJ&ノ J- /I.*̂のt.tHh

図2111 街並メノセ-ジ論の枠組
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2-5･ 街 並 メ ッ セ ー ジ論 に よ る街 路 イ メ ー ジ 分 析

i11並} ,七ーシi-は.r芯のY//_17U.Lリ,'･の椎ihl'Lの†.･,柑G,のうt,

ほ な,JJのが.一次 イノー/与りt･,ii㌻るバタン封"I打 JjLlて 桁牧
としてのilL'IllをjItf:i. としてしる -_のt:i(跡 1.必 二号え九は.

この′くタン照liの指標を日脚 ･1ることt~よ-'て.1Ll蹄 イJ-シをT,

'jEぐき7H lを･5'r̂ していZJ IUE, 二Ltよこの式.岳は.汁i礁ノ ノセー

ジiの削 岩となLhL制か HIL滋をTfV+).ことが ILLlと/;つてい,+:

が･ここでは･肘粍 イノ yJ州 TiJ.て'亡のUl赫ノ ′七ー/益ここ

,)いてゼt;iをiTう.

'Ltlルノ',セージd1-は,;ii作.dL̂としで 軌jtL!m 汁 7J _ではII,tと
Li'.われるが,分析 T'uT.として拙,-,ZJ r･はrlr孜 I々rlF王Li なるも

のが†pJか.ぢ膿す7U必箕かある そ --C.ヰ=TIJでは.その ri･農作J
fr'f推･'AJそれぞれについて.lE.IIL的/..鳩 ･,LaldlJ,7IJ二ついて朋 亨

し,ldT路 イノーシ分析T-ILとしての捉某を子TL､.そitに)i;-''さとの

経ろ1-朋 子が"T経になるのか.Jil',iiされる滋を′J,-した 1.で.その特級

及びla主脚 二J)いて..九品をJTi:d)ら

(1)パ タン照合の指標 に求め られる要件

人川の1/11li処矧 ま合冊的であるとJ5える.このことをL相似 こする

と.バ クン.J!･'竹 も合PWl'J.即 ち他 州 )でなければF.Iらない このこ

とは.flT彫メ ノセージ(I)kづ きバ タン..rEI.合{/fJう1-.で もむ&･なu/I.

である fll掛二7日一,劫 irrl'Jl-ハタン.lr.rl分を行うためには.椛'[な

I･梢 が含 まれるひ州 メ ,セージの うらイー,'なバ タンのX/:沢をll徴

的にJ<している榊･Tである必LAがある 従 ,て.'{タンの,T_肘 こ対

して棉按のJ,1枚が人さいことが ハ タンllm I-おける捌 デのFRltと

な7,う ま1=,tTいにfHFliIのJ.I.目指か1.そのとらちかだけでハ タ

ンl!(11分を子Tス･はHJlである 従って.他の詰とり･と何らかの榊rnIが想

'i:できる･iJ'･)はIriり地 う必･Aが/.･い そして.その 小 一に糾問のあ

ち:･L!u'のうら.pi'Aが恥 fllA-措けi･採什=ーた加 l人糊のtlI拙処椎

が合仲卸 '/;る J即 ,.その肘 ●のtlい-1竹 ･析他作 もrT.La女.AL†と
なる.

なLl･このような分17Jim iJ!;･竹 的他†=ま.そもそ もとのJk,_
ul粍 fri.T製とTるか:'こ て 文化一寸るt.のであるため.)IJM'Ji二

とのヰ約-掛チを･(･Larlkすへ ＼かに-)いては 胤 玉の (3)想定 さ

れる執桔イメ-ジ分析Iで触Jlる.
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(2)論理記号の取 り扱 い

｣HJLえi一であ 'て らそのr勺'tiが粥'J=九は.11!J､別のバクンILl.lTが

行わLL'て.+A.るべ きであ り.しかもそれ1.少/.Lくとも7.,JL-.1油 丈化

においてJl.地であるため.'L述の イメ-./'の'11人かJ,-4れtf･BJl叫

次 イメ-->'と解釈で ヽる.湖'k的ぎーはあまlH叶がないと即 )れる

那.瓜T_地山粍｢1--いてL.)遥仇SiのLpllH.におい L I.Jfbリ､々 的

l二なされてLTuよ:I(.･Lql､.JJ'W r.i;I:li,I(14 1fru終点LT..JT･;i_
鳩の''EIL'･.<小寸常T.してtlZJ 油 日Jl係の._4岬.'L,Jか )Jt:.･あると

い･,/HjJ作か恕''iiでさる.このよう/.Ll.''Jflr対IiとするuI鞘にえー･

むと-~上る4'L耶 Lll;カ叫 めて多くそのⅠ勺7tについてtr約が人きい域

分は,プ九番メ ソ七ーシi 日 .l'-3けは.そのIL!lll勺･fi引 和えは ｢,.-̂珊

'L･ll.I)で身仏的'iil:,をよす もの ｢謡付記ilで均の･iir:Ii-Jiす もの は

い-た.;止り内科こ).k-)'いた分析で hL!L,)の印可171とのt.'Itは.I.:を.!.1測す

ることに/J:ら

Illl机的なイJjLJJLHJの処岬はぷ 刑 'ほ.,Lli,'に比べ処岬が趣 く.辿Jt

るが=&恥 L!りはその無IL'†F.A/Lに地坪が)竺く/A.L/Jからである lh

lg紀の削 り拙'L験によって.lJ化 を.iE謡う7J顎.Tli-tの丈.(=を附礼

する以lfnこ.TT概 という且'トの存/1のみを.1'.止していることが小暇

されている これは.虹喫竹故にJilJl謁の処岬が後!'なる･JM_-,a,淋し
でいると解釈できよう HlJち.止加過料 こJjいて.,,LHJ大棚を.滋加

するが.3L!qr勺'WをuiJ111しない段肺が/F･II-していることをBE妹してい

る つまり,こうした.it'加IEilf:の肺VI竹 をふ まえると.二_)こイメー

ジは."Li-,;J{JRのみを従える如糊段断 (丈′i二の/((l/i･知るLJl耶)と.

..Jl;r勺ぞFも捉える後脚段階 (文rl=をいたむ段肝)に JJlして捉えるこ

とが仙氷る そのため.冶押.,亡号のFJl解に)lyjく"L!l';の仲鮒 ま.1′E

i此jL!'･;と榊 lJのイメ-ジ折切の分bl'を1rっていないことを如)､して

いる･上って.胡'J;的にはあまり通日する必LEは妹tlとも.性われる

那.品札 ◆L!'･]-の1H z内布に).llつ'く;Llilの仲耳目よ.Il.日和 して触 り

地 う必-Rがある

(3)什報tの計測

†''佃 ;'iにJ'lJしては,ぴIl仁ノ /七一-/.iで..W')の糾 J処P1-の111-J'I

に).I,ljくIl●州 :Ilをぢ噛fべ きであること:-ついて述べ.[･.ここで

は.)JJtL的ここ子女(･;処坤のrI'lJTについてろくLL.JJI軒7'LLL･しての..I
淵の帆 1.から.i'1'ni･-.1!-/)いてJH,iTる

:.Lli]lifLの独り･処用のt'ifD'Il土)k本糾 一認知 しやす さとLl.α-)いてい

るとクえE,九る.,)まり.認知】しやすい t.のは‡'11.'Iが小さく.J.Eh1

37



荊Zd dldノ′JLJ /首の付点カ

しにくいものは.irIT'd'Tが大きい.征･'て.ゲン -'タルト的E:.仏Lll

化されやすい形雷のprdi).li,独il処P7'のfllp.Tが小さいことが生1',i:で

さる.上って.このLW から.ケ/ユタルト的な仏馴化のされ:こく

さをf'.f椎;-11と健え7JことがpT能である.しかし,ケン lタルトは別

は多はなものがあり,そLtrr一日･!:I,)+州 ヒのt.u Lにくさとして'dItq

+る掃けはflll_しない ま1=.BL')二の的hJ ′七 -/:'川い=,JLZu

41々 なぶ〉11-tlL訓化のされやすさ.二,7.はJ.LLlとぢ1.この椛/Hi打

lHLなし

L//1タルト的な外剛化のし.二くさ::X,がF.L.し>すれば.II'1柳で

LirよZJrTfm l県会{･参ぢE-1る三C･もなく.現わその.kllのJン

トuヒーが.紬11処椎のt'l/ilを淡',iILているとぢえご,iLる.工ノト

リヒ-が人さけれほ.lL'I+J･.牧神な再†祭処巧み行う必要があるため

子Tl･]処坪の;'11'F'rbリ､きくrj7U.従･'て.紬''I処Jyのtrl付を十,'渦 .-.てと

して媒える･'r湖 かF'は∴l'lふ▲tlil･のphl†隻の持-)I_ントロヒーで牧山

ノくJRでさることになる エントrJヒーをLm人させる射JJとしこは.

血!'･Jの血経と:Ll-,Iのテクスチャが考えられる これはテクスナ1･が

r･･]･であれば,その血純が大きいJjがJントL]ヒーは大きく,lrFIfl-I
がI"J であれば.その rJ/ス1十が札維であるはt'ェントU ビーか

大きくJ1-るというエントリヒ-の¶言てそのままの耶桝である 従-'

て,1/欄iltは‥,己i]11Fのエントロヒ-杏.汗測すればよいことになる

1llL.先述の過り,パタン!!(!介の掛 急とLでは.その拙:HJI･剛

性他が紫11である.エントロピー榊･7.は州削 -Ljいては仙 fl'Lとテク

スサヤの乱雑作の柑介榊 漂であるが.例えばク州りす製の肋舷にlf:/t

する肘d･ノ ノセージが:･.～む.1tll]の仲卸=二テ'/ス11-の,Y'.沢が大き

くfjい場合は.エントロヒ一指IT'と,血frtは強い対日対を持つ t,tつ

て エントロヒーよりWJL史な.lT.ifIJrのみを,汁淵することもやえられ

る 逆に,当"女'tt淵 の,.Liりの紳軌のlAliTtlこあまtJXがない喝介.エ

ントロピーより剛 史である戦けlAlfAあたりのJントリヒーのみ計測

することも考えられる.

(4)想定 される街路イメージ分析

1)高菜地街路

心研究で仙栢L地uJ路にJ)いて,'JJ顎のJJHliを恥 l･:り刈.TでIT′,

ているが.ここではあくまでも.A._F',iIを述べる1-とと′める.

a)盈促 されるFT亡ilの柚海l

繭又地杜J路の約迫に､-･地す7JI,舗は.EILlの群･.CL,のF'k:･のため

内雄7占動即らlll.舗の常rJ,(.勅i_ICl祁 1:=iJl蹄に'Jtllf.千している.この

ため.多くの肪湖で^枚.EfU"･..のはiJ t福村,ポスター,-/才･キ

ンなど寺並々 な迫11-rc(川い.多相多はな7Jlスフレイナサインを払T
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ことに1り.1/lItiが'il.tされている.i一亡って.先述し/･lhL"I.やft!,..,

サンー/'レとい 'f=4'前によI)EIf枚的!~処珂されるであ7,うイJJIJJ

f･1.Tr枚.のはIlなどの文一'ヤロゴマークといった/.前により,'lJt坪

帆;:処坪されるであろう廉焚.:i!'')の汲))が仙 ､.I.れている 従っ

て,'Lのぢyj由 り.商荒地肘掛 二Jjいては.このLIlLu,-i!illiひ冶押

出13【1.6L:じた.iLlり一JJlyt.p二上りそLLそれ1.'i相談<_;HMするこ7･で.恥
掩イ} ->'のJ,lffが･･1億であ7,う.

bJliJHi:さlaII-シF.岐

辞Ijkメ Jt･-/'iLLは.域の',ilILl=JE-)く1メ･ノ(_･Lliスようとす

るものである 従って 先述のJ由り,I.'Liu.'.:が多け九は争い ìと.

'H心境があり.1.1削 tが少ないとィ､'k蛙があると色促 される.小目ノ
rL取 ~11ハタン㍊iAによ)てt,I.柊が少ない′くタンであるということ

を r榊 Y｣している7さ,イく'k'･感は発Jlせず.e･.rlI的l=･女心悠が,Lよ

れないようにした rjたい)街路と川蛎されると思われる. JJ,

丈′ilなどのぷPll"亡51･による十.7掛ま.ある州の碓jkを馴 させ7JIT縫

竹がある. rIuiHま湖 にしかず｣の.J!辿 り.,)二物を比ることは†.言

川できるが.史f̀:により伝えられたものは r唯Jであるrll稚t'iを1..

''辻できない そのため.LlLtu.;亡;;のT.']ili･L.:が多い7Ll掛 まhIllに安心

感のある117旅となるとEit.われるが,t...̂恥 L!ll･のf州 i;lとが多い肘掛 よ

このhE涌Tl.により.lflI確約に'左･心感には繋がらずJPく別のイメージ

を形状するものと思われる

なお.Ill偶 が少ないJtil旅のイメージ形l&については.LMFLhでJi

l●.｢rziJ班がある 'RmのT.17苫前を嫌々L順子すると.I.一川iが少ないJ.1,･舗

に idりあるIJiに'Jt,)'く 一つ(i,.I:縄 付.･FiJである..1■t.扱い湖 は触

'#をj呈uJlJする/～,このような情報戦略を探る1iが多い もう JJ･で

は,す′,かり1'iれて.掛J,f_が符'.1>'.'労ノJを行わなく/i-'たよう/.=JJ,

紬もf''ii柑 I.亨IILlは少ない 従って.r'Jiれている｣という的粍バタ

ンに対うる特徴的な"el3-の1･rl軌を特従しない削り,1F.I相が少ない小

をIIP.'':･''根なイ}-ジが形成されるとfi.rえない.jRl三隅で.TY打
にそのアイデ ィアはない

2)住宅地軌持

a.17..I/,i;古れる.,亡13の仲秋

Il't;地JtLl旅を絹蚊 ㌻7JLJ.宅は,苧LA的.1.1.紬を'Lll了せず.'Jln.と

いうl勺.弧Ji加の拙米とLてffrld,ノ ノセージを発1.!してい7J=d).腐

久地とは人.さく様榊を雅にする.収')三の11本の什 t̀iを枚がしてみれ

ば明らかな.ようI1..dil-ノくBiの†幸助として.1'トやン/.il)i,マーク

とい′ノたdJLJtJl.ILL;IかAI,亨されているのは.J(札以外にはJ;､くと言 .

ていいほとh;い.このことか/′,u合作.て己11という.:LllH<JHの紳好日ま.
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ハタンBH令における掃けの･穀†1として,その分散Tは 持っていない

ものとぢえ;}れる

従って,ihhメ1セージとして発I.丁さかてい7ud!il･炎Biは.はば

LEI_拙記r･;に削られる.LかIIJl7,-についてみてみると,化七の内部7占

ib即ち′17再が佃えるケ-スはlIl.揚'4_E勺が比えZuよう/.=瑚合の他.間

掘糾 :,ぬ 生物や 1-されてい7JI'r札 唯心,弘的え.鳩へ:二よって

はfLi/)てあるn事かl■やりk･llなどか=,付人の人とf-1りや.'hf,か幼

推 されるものとい r/'晦En的/+･ものがあ7U 例えは,山根マ/ショ

ン/_･とでペ'L/ンタの外かrki_7Uところl二/]iHヤR.U物J目 さない

とElう協'i:を結んでし,る鳩介があるが.こlHJ,この耗軌的な.妃il
IArTiによる十''l掩'iL.てをAJIJBtするものと耶釈できる これらかJJ.托

'i他姓渦 においては.'J::l勺が払えると.守,'た れは約言Ll']1勺笛 と,秩

tA'物や帥人外といった例は的な吉L!りr勺'(亨を1.止ilの神助として採Fnす

ることで.分析が('T能とJLI.われ7u LLも');町にlJ-Jt:地ar作で/Jy軒を

子rうr.tは,この糊接的な冨Jr･]内''(-;ド-)いて,蔽窯に･,亡兄する必紫が

ある.

なお,人1f秀敏 I980は. 次山. ))muのL:/lT欄 繰E~/rE=ノてtj三

't;地117旅の分mを行っている.これは.この..tliJJJl軌に)占つ く117扱

i'iの代稚指ほとして. ･次rlIT 二次r巾の仲['FuRl旅にX.EILているも

のと解釈でさる.f止って,大野秀牧1980の分相 ま,例えば,一次lLll,

次血の通過什及び,娩曲的.iL!ulJl'和の影書が発′lしないF･;舵的な

//1桁としてイ11助なものであると相即つけることが.LEJ,氷る

b)想'iilきれるイメージ形成

Lh_桜的な.,tit,3･が糊えれば.-('l状fr会的'/左心感が岬人することが.Jff._J

'jiiでさる.ItlL,人rrt】は他人をぼるul.号もイJLでいるたd).あまり

にLllJ鼻的/JL･..Llilが多い均分は.私イJJ也に勝Tに人r)込んでI.I;る様な

退ばの感'iZを′卜むとRl.われる.娩曲的なuL!1)が岬えるとLlIJ格的なu亡
;;はとではないが.'&-･･L､感が和すと考えられる.また.Ell:指的Hdぢ･

のようなJを蝶の悠党はさほど′lま11-Y.人となりを雅'.こすることか

ら,均nLによ-･ては rLJAじんとした暖かみJなどが恕也されるpT

能代があ7)う.また.杖J)とも仙椎㍉-(が少ない鳩fIほrptややかで.L:.1

級蛙のあるul路ここなるものと.il.わかる

3)住商工混在払路

a,恕',上される.JL!Jlの紳別

れ止it器物は-l'JfL･Lf't.I.1湖 .Pll鳩 ということになる.flt及

びO.鰍二r'nLでは'k!こ述べた.ILHIのuJ-･がますff/｢jるため.ます

ITi.城のみについて考える.rlIl.均の城n･仙椎J'Al.言の.I3-l州ヰは j一枚

作't:とI.I,舗のtllmH二ある.ITrJAは的旅を少く多くの人にその .鳩

･712や IJJG ノ バ - /_̂の什Mjl

が何引 ト,ているのが'-rflLする必貨竹はtlLは他日 i/.Iい.しかし.
AiIかのII｢相まって矧[,ほ Plliできるかもしれ(.:いと..･う榔 Iや.

他日の'打YJFl'lほ がそのIrl鳩をLbれやす くするあ;二I.lIfli別 号をな

阿的に1F'ている.従 'て.r鳩のY.称や.JJF'Llとする梨が.;--)いて.

177鰍 まと!((qt的でか ､.こしてむせtW.)なI.I,糾発L.言が子Tわれでいる

と与え(Iれる.tr々 なFTr_椙を扱t.享してみると.A.に例小した良*l

il‖】しているTA人の-1杏が九比えのITI鳩もあれは.tilJAf.･どi/̂ r

Lで.U--/スI･引''Lけ,切-I/=印哨 l_堀など.勺沸き.Uhf,.1帥i_Ill.根的

:二dtJ'1.亡iJl~1り別 ,,しているとこ7,も創.号Lてい/+･いと こ7,Lあ

ち.また,LLLJ-F記ぢも.thiiと州 主にJHい{ノ九で13･人々的に L鳩

Y'やTJ'LII.与.I-ヒールするFTJL_鳩 もあ^ば.仙川Lが.",/i.･L'私に馳亡,

九でいるよう/J.･■日湖 では.炎札に1.11い lft旭 の l鳩Y,を,1.-すのみ

の叫nLもあ7U 上-'て.).kt的にはrn見地とJ..JL..じiJの相知1でIrJ.
梢はJJl折"(能と.uIJつれる

従r,て.=鳩 Lそれそ4日こ必竺な今での.7上りの緒hlの11ltJ_汁 を..ll
-I)のf軸 tとして設定すればよいと思われる

b)匁l'i;されるイメ-ジ形l&

息T/,上されるイメージ形状は概ねlmは 他とr"JI,n=.lh-帆;L!ilの多き

が'Jk心感を形成 し.,冶月!.ill;Iが別のイメ-ジを形成すると一ul.われ

ら.lliL.-1'T.IRFT5又地はどflT椀的な.lJL軌 JlJによる+.A(紬掛 目がなさ

れないため,IIF批 LlFJが支配する'i'-･L僧 が強く什mLt･イメージ形

成になるとろえられる

4)集耗地執絡

a)lll/'iIされる..Llij･の稚租

叉雌ヒJL,などの是務施設のt,.1柁刺,了は.I)捕,tの町を扱y;iしてみる

と.控HJ先述uJI城とJlrJLで.ある相生山路から7'スクワークを

て'iflTしている727イスもあれは や く比えない月 日 スt,ある.

王f~.丸軌 勺行や'打又叫 Y.を人々恥 二rr''IJ.してい7JJL掛 叶t,あれ

は.令くしていないrJi侍所t,ある

t･t･,て､エ捌 旭日 3いても IM見地とはtflF･Jはのけポlんで,分tI-r

がl'J舷であるとLiIわれる.

b ･N..1',i:ul,るイノー/形使

徒 ,て.日.ltH 鮎IIfll揃と刷 tで.イメージ形政は現 わ内果地と

Hikに/LFるものと思わitか,-Jl炊.府X.地ほど+.仲 的/..冶JV.Tt!',i:I

よるT.川 別 .がIJ･Lされず.さLl'に.山 弧二Llilによる別丁もさほと･多

くr+.Ll 従-ノて.)L心的!二監JJ.､のt'.IはT.;が,JJ.iL､ r;;/=いlイ}-

'/'彬収がrl'･いこなるとぢえJれる
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(5)街並 メッセ-ジ謡による街路イメージ分析の特徴

ill並ノ′セージ.4'>はrイノーノのけjiiをとう捉えるか...ハタン

照分の指緑をt'う捉えるかJという.)こ主く2-)のtFI血から成Ir_し

ている.ここで.今までの,A.Jnをまとd)乙1でそれそれl二つtlで.

その特赦について述べZu

I)イメージ'の捕造

経述 第3年 のか J既/Iの抄丁粍5!枇研先【1,枚維(.=作成を持つ

bl'逆相繁.･Jh,と柁維な捕jZiiLl,イノー/I I_,対比-Tるという.

いわIi力1テ ィ ′クなih芸を,榔-lrこのお】止対敷とこのイノーシ

の軸例がd･''LtJとETILっ/=BL'A碇小で紹めている この1=d).fF='Jそ

のものが'&-!Jと的に,即 'lI.u tないIJLlilJ工作'_Ylf推 し7-;/+Lいという問

也.{･,がある.

これ【◆IIL.批並メソ七ーン蕗では.LLl判 別良をよりところに亨El

約ハタンにはある軌生の耶附1'tHLtミラT Iス的)がIllLLそ

の際Ai'/Jは.身で帥')'iilJl.域の'ji:LJに始まり.人EiUの:,L!,)的所作によ

り細'Jl化及び深化 変れ してゆく拘であると捉えている.その中で.

一次 イメーンと'JE為 した鳩の'jiIJ.L･の.a.B/JJのみJriり根うことにより.

街路 イメージ形成を叩なるハタンIIt1分としてl:/('r't/}けて.よりンン

-/ルで本rr的fJ:指控を比案 ㌻るものである

経TjF_ノ ′セージ,.lJlが対奴としている J_37､イメ ソは..i'知遇抑(二

おいて.締めて机削こ形Jkされるイメージである これは即 ち,例

えはある111桁を初めて,JHLる人い 00[日日‖~.J)れる人も.lrfH.穀の

JJi'-全作の札止及びイメージ形成を11Jl-JIIT･'ているとぢえられる程

I.t脚付なイメージである.従 って.牲F'ltメ′t,-ジ.益が対象とする

二次 イメージは.一姫的(川卜､られる uT掛のイメージ｣という川

i.iよりは rih桁のJE本的竹林Jという色味が強い

2)街並メソセージ

in迫旺貨物のr勺部捕此t'-IFtほ rlil･A･} ′七-iJ_と･,⊥戊 し. 二次
イメ Ijにl'DわるパタンEJ･'Ilii子rうlで.これがiliiA旺嘗物のE3I-'t
m枚にバクン拝･'i介の指けであるというl'･瑞i一抹っている さらに

このfI川iは:L!1;:=よってlJJiされるlリ.Jー…Llili-よりJJ川戸がIIT能で

blJ,少なくとも記〉] を.,L!iIJく瑚:-1!/)ヽ ')川 IL,それぞれのI棚i
;'iか人側のハタン肘介の指i3'であるというtFLl.ta/{捉小■ これを剤
滞すること:■1り. ;)､イノーシのJJItFrが(.7能であZJとす7Jl都丸

である つまり.このflltlf･ノ yt シよにIJ一メりば.1'11jL･ノ ノセー

ジとしこ先ィ.号され7JIIJ抑 -)いて.jd切｢..LIT)のf･P机及びそのJ.:-を

"2'jilすること:二よlJひI蹄 イメージ/･･[小糸的.二JJt桁でさZL,汁削みを

I,%'Eしていることに他なL',ない

句2申 U.i / ,ナ ノiGの付点Ji

これは,'トまでのifr路 イメージ研究がlr肘tLnといったPl別の

rモノ｣I,その分Fr対象としてきたの1=対し.JJ.HJのハタンtttl.乍Ji

ぴその勅甥などのぢ潔かr,,Il●L純としてのむlIに1川 {るというい

わば rハー ドウエ71から rソフ トウ17 :-JJl脚 f'LをIJ:枚する

バラYイムシ)トを詩んでいる.

(6)街並 メ ノセージ表による街路 イメーシ分析の限界

Il･佃 の1う/J=17･礼み)iび放血 =)F-)いているたれ.臥ヰメ,七ー

I/'冶にはdLklユトのような別件がlllナ｢る.

a) 次̀ イメージ以外のイメージ即ち.叫の･LLtu二nM'(.ないハタ

ンやイメージには仮脱2が1割JJでさか ,従 'て.バクンIh追.

イノーソ構造については適川し･-)るが.rAllWl.T.Sbi,'Iiui二4Y.‖す

る･iMA=.作がIT'(F'せず分析の対製とIJL',ない 例えばTlfHlr岨J
rlhIL胤 Iといった凪 1_作にl判わるようなハyンやイノーゾがこ

れに.追､l'Jする

b)~次 イメージにl判わるバタ/であ Jf=としL-ち..7Lli]F'.J糾 -Jkl

j坐するイメージは分析できない lr,.帥7紬としてlL.止され.そ

の.,dりrJl料 二ILt･L:て 次 イメージに..女■'け るハタンIrtm Il卜分

4-えられる 例えは.｢危剛 とJ<')､し/-TT収が汁IYn:llltする

鵜合IJ'l外泊 (本的左(.A/にIklわる _次 イメージがIi他 されるが.ill

･蔽.ノ ′セージ.lV'は..亡131女JRのみ取 りJJiうたd).rTi快｣というllr

帆はIllJ拙できない JLIL これはI.川之･'.王を.i=川1るという･,i:;,1

的pR.速を行う上での駅非であ り,..亡〉IFLl糾 こついてilljL,メ ノ

-tI-ジ.lIJLが乍く無益であることを店昧117Uものではない.

亡)''1抑 こ際 し設左すべきHitlilJ<収の仲軌とそのI.lrni.A.:に-)いて.

LR/lvJ=k2'JとノJ7Lにf'lJL.I.,lらの知比を小す杓で.i/JL･い

dHrli榔 ■鳩 念を佃 う/一d).'ii.'T:的な'JIYrを叶碓 ~̀Tる付則んでは

あるが,fllJ･ノ ノセージLLLそのものfl検pdの一g投なtk.Lqであり.

また'JE什モデルに適さない.t,いて ,脱幣:ーr.I)こJj >'｣の

鞄IJqを枯''iiす7Jといつたことはできない.
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町.)す 既 (TJW究とそのhFft

不壊では.前年で述べた肘.iLノ ノ七一シ涼の軌 ■】より.既II研究

をレビl L,nR粗を繋叩することを如しで.木研究の研究として

のl･'Il'Ft/)'けを明確にすることを劉ズLしている まで, 3-1 街

路イメージ研究全体の概規｣において,fll路イメージ研究/持仏を牧

肋することにより.illjH;i･W,Jiぴ.止加科′川)JJIム点の研究として

の位LF打つけを明らかにする 次に 3-2.87並景観 において

ilJjL･_;丈税に関するl沈II一研究を.,T-N!~比ることにより.)tl榊りな†.1(.汁

づけをl判櫛にし.性/(:研究の仏系的付IHy.I-)'けを止みる さらに.｢3
-3.南条地のイメージ｣に13いて.本研究が対'iitこするIm果地に

ついて.佃農地に.LljLを絞っt･加比をレビ ューし,F柏見地の桝は
MIvruわるjHt的な了jIjkノ/セ-./'目論の(.).l'F't-1けを明馴 こする.
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3- 1.街路イメージ研究全体の概観

的粍 イメージ(･R先は.即 ち的確的環境に対し人がどのJうに認tll

Lイノー/.缶lLを形成するかを捉えようとするものである.従･,

て.研究の11製としては人さく .つの)J'向仲が/lll.する. ･-)はイ

ノ ジを形血する要rtlの -)である紬椎的環境に1TIけ る)/向化.
もう つが イノ-/'や8:峠の牙城 に心tけ るJJ向Tlである.

前斤は.いねはIJ-['.的Lr-/U--1で.旺隻.;;-.山の',IIfで hニ行

て述ベ/.と)川 .払拭乍rn=二fIrL-4るiE知対.'Afi抑 甲的に人さく

作 InJのLい)-1 ム).riLi道旺禁物J.-竹 nJでの/Jn】の7.T,1bL dl粍

1･T･訪島A21の I分加であL.既†T一研究では,rnihil'f_別 と riEl
給付･;;''-施設を.i･I卵 l:=地 うものが多く.このrJ川 の-/ブr7-1は

以 Tの3･)に'Jl如できる.

日)iLl路竹HJのボリュームに起凶するイメージ

(2)iEl迫姐祭物.経1附･Hr.･施設に越川-3るイメージ

(3日 11純'JFl"Jでの人々のTlf.胸 にLd凹するイノ ン

後廿は.いわば丈′㌢系のアプローチで.地坪.);t拙.iLt築.3LHJ
i主.心jII'′lv=などの'J州 で耽 り机まれできた 人きく缶p̂を問うたも

のと..遭知遇Fほ 捉えたものがあるため.

(･日 日J旅 Jhl･)rに対する故恥,qn,附P(.冶

とに.人別できる.

以 トそれぞかの4日lの研究について抵触する

(1)街路空間のポ リュ-ムに起因するイメーシ

別けが舶'iiするイメ ンは人さく _止 りCえ7Jことが Lr･きる tfT

指'f問の･ポリ1-ムその ものにより免′f+るイノ-/. i,-I) -)

は.ホリ1 ムが抜'･tすることにより.ill掛 ~いL人目LJとittt拘及

びldJ'̂･r.HJFJiの他の人糊との純良が鮎 i;されることにIIJ発′E_するイ

ノージである.

llJは I-ついては,丈/['-の胤小片成JJl折からの北'IとしてtJITi-)け

{'れる () H.L)/L,D/lVと,1-'f=指針 二Jk-)く分析で.捕

川としての1y:''JL/iとに 宅脱がおかれてい7U.放木では 19Ill_il経11
のJ).鳩竹叫のtA仙 二')いて所 与したのを発端としてい7U.11本で

JiI



7T3& 度/FEf究上ぞりXJ4.

は.;●･Jtf.凝†‖1979/JJ,･.対.iI981かuJ旅乍ltu-その分析を相月JL.

L人′('･会1985をまとめる乙~1ミり.Jk製品ではあるが/,i.見とな一,て

いる

後満については,人の人f''Iを朋 lLで 1る抑籍とい-'た人rrりの肝'雑

感'jiを.戊bI心Pll/{'-,批一辻･Lt叩′Iの知比を杜i蹄なとには川 し.毛削l

忠席1975.'い相良)JL)肖2.1MTJ求降1982なとで.まとめJ,れてお ()

Bi'#冶ではあるが',ii戊と/E. 'てい7J まL･.丈化入城,;･の ､lr甥か亡.

什会的即軒のP_急を1.'Lq"'し､JJii戊と/.L･ ていJJEd"JrdT.H̀州 1966

もある.

I_･1,.iJl･赫ノノIJ ノ品の什机みかJ川 川 tl jこイメ ゾの分

VT.絶Eはイメージ形収1川 Jの祝'iI才川 J,lfIFと拭えZ/Jiができる.

(2)沿道建築軌 街路付帯施設 に起因 するイメージ

これは.i.湖 研究のl;.nlHylから耽 り削 よれてきている.いわゆる

街d;汝拙il折の分!Fである 明ILLにLメJJlで 七るものではないが,大

きく分けて以 卜の 2J曲りの研究が亨TわILて きている --)は;;!.払性

成変射 二IJ目した研究.もう つ は.ill碓乍It.を対象とし/･吐.ゆ

らさとい った抽象指fft'よる分析である.

I打者については,ìにlj､の抗u研究 月を中心.二郎関してきたJJ

rt･】作である.I.-･mlgJにIiLJLr.1化したj;主税偶成･&･･,i･Zと,LJW ;験 との柿
間を探ることによりイメージに対 して上付的な3;湖仙戊蜜,+モを探ろ

うとしたもの (代人例 としては北十川‡ lり7(,).作,宅地のJi叶は 臥

群か1-)仏系的にJJIlrlL,Il''t:地経牌 のtlll)叫をJ.･Llliした人相奔放1980
なと̀がある

･',捕 りVlの研先によりDL'AとしてのfjT純 1メーンの大作が明らかに

なったZi.その綾の肝先は.例えば噛見地肋約 を対象rTlFfLを禎っ

r=,jl!i･経絡198J まとまりの良さに4Y.III,/･･;I_11985.fkPJi;i税

を掘 ったIl=･史1988 鮎芯 ,LL性を托.,/_･111本 ‖け 17',日98tSと

い･-.肘こ.仙別Ii作的/J:11製,Iだ,i./r拙えJJlfliを深めている /A.jj.

追仰のJJlyH'於いても1jlrM;と税を収り拙 -'f_ll軒先が.TxLLされるが,

Iに亨11旅馴 !̂;のu化｢川する1,:.糾帆衣食,ケ;のJ'::/.lIL/.ものがGf.

とであ り.小研究ではレL/L 対'iiとlてい/Jtい.

しか し/J･.がL'･.こゴ=-Jの川究は ilE･iH.:.Wかり1純 イメージのi三LA-

な珊'Jl'rJfl･'ていること41･脚荷jるというCpJJま持っているが.lot

放その;;:.u掛 立を太がそのよ:)(..イJ-ジをL17Uのかful=,,LjiLy】する

ものでは/JL･く.瑚 乳LHこJ.1.7ま 'てい/U また [;I.1耶馬岐製糸の選'jii.

措け'のiX'Jll~対し滋 TIJ:ilが排除できな.一二と,;.!.仙掛友Lu :ヤ捌丁
を稚IlWJiー拙え7Jも系が/lrJL/..･いなと一対TJdが 多い

栓斤IiH 'LJ!答の爪rlI叶妃の小でtrかれて ミた ものである..1事く

は,ill拘り′1■tの1'均色彩をマ ンセル]<色糸で人し'JIqi/i-した級Ih例
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啓1981や.旺禁物 7′サ トのi;i扱偶放牧滋の血相比 を確.+':二読み

終え,エ/トU ビー及 U''JL:l言放を1fHがIIpILLrrJt二.it湖'/1LfrL/二馴 1

11ト 藤J11982及び及HlJl,r.1藤井 ･鈴^1982の研究.I." 'には,ス

カ イラ 1'ンの形煙 を7-/クタル次 JLを川いてdlもlした(k 雀本

19島3,1984などiB築'il-が悠'iln')に取 り拙 ))1-.tを..(''.iLようとするも

のが多く収 り糾 まれている.また.け1粍 177サー ドはコミ1_ケー

ションをしている Ji.llY川 L.hlI･]-_̂的(..･脚韻分別で柄見地T'lT指を

考繁 した川 H983も他の川究とu lL,.が'I,くy･1ない-日日二IdLすL.

さら:こ.ifl迫if物の砧 さ.kにF対してエ /トuヒーJiぴ'J山言放 を 各

人し分析 しf･=･''-内川 久Ikl988もある.その後雌 花は Jンヒ ∫-

タグ--/ノイクスの進jLH h l多妓化 してい Jf.:▲例えは,相性.-4rl

l]した中111乾1988かL-'の 連の研究,PITやKTL椎におけるハフ女接

を逐 一行い'Gl削 .:.旭'JJ'山からLll-_線岐J11を相川'.Lその ■r(III化.水1･

作.帆.'り作に,)いてJJl即 し/=伊藤 近藤 触媒1992.ltl榊了性の耶

洲 山のゆちぎをJJltrrした他JH993.;;-:.M Al&別 王をIJl_純化 した伽 ,A

姿ふグラフィクスを伽 ､て杖''な指ほとイメージの鮒'IJi･探I,/=･k

藤 茶'li 八人 楠木1995とよりId.JI簸処仲的.'d捕nJl/i.ノJ両へと托
化 してきている.

これらの研究は銃とかfEl拍;.:luの'jiIT.:化和 ら何I,かの指は壮'Aで

ある.これらは,街路 イメー-/'分析の帆 一･かL',は3-の正味でィ.'I-
JJlである. つ はその指けが認知や イj--/'形成創L.Tに於いて'Rた

す役'.Wが不FIJである,['･.も ー 一つは.J;､ての研究が.点･1'T4-Zuわけで

はないが.多くのWJhJ'於いてその折fM ､'A:取 入rltH･どの杖なイ

メージを想起 さセるのか.桟昌l｢されてい/J.Lい一..I..さらに.I.､てでは

ないが多 くのLUf究が乱雑M といった..lHJiJ<収で比に･.I,･11り滋にJjiîY.'

した放念の'jii''':化に過 ちす.析たな臥 J･.を1,'l小している,JJではなく

[/;I:帆.8-jkが低い.･t･である

なお.特に商え地朋 六l-/)いては,このよう/-I;;搬 CR先の分相の

悼:二も,地推や-/-ケT l ンデの'Jナ即で.工作!弗岐::よ7uLh謡が

I王的;こそrh九で･▲7- こ1日よ.例えは rこの恥揃は.Jt:I.I").JI,が多

い/-め.おしt･れ/A.･掛川 JであるJ.このlllJ杓はEHH.川,か多いた

めJ.[':Lt的なrt5J.l∫経IであるJといったJ/r桝を子√うものであL か し

ながLL).回£絹でもft;/と人;'['允やのように /I,くら●-:/a.Lるイノーシ

をけJ)ことからbLglらかなよ:)に Lmg.地のfli路 イノ ンi･nmJl
るには11Lいけ軌である

(3)街路空間 での人々に起 因す るイメー ジ

舶推 している'tll旅でIi.!こきやかなイメ ソが形l'1されるであ7,

うし.T,い人が多いぴT掛 il'タメ､rl々 しい イj シが好さ収されるであ

ろう.このようEL.肘掛 イメージに対して,ill粍Jflit,汀 の人々(:良

∫J
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凶するイ}-i,'は銘にIJ/Iするものと.LJわ1る.しかし/J.-から,.W

L■】,2.,Hこぶいて.例えtfI',々 しいイ} シを形lJkす7ul=d)r.1.い
人i･設置ナる訳にはいかない.7-ケテ 1ンYの分野でも.聯帆

は作別の火子女ET･点は現段階では小rlT能であ().日向】,L～..相:故とはT..I
I)にくいLi.研究は桁とLなされてい/+･いと.7}てltL

(4 街路 .場所に対する意味論.解釈論

特 ｢人文地坪'('~,競税のJJIIfでtL々 /..･ぢT,亨が/.FされてLZu.寺‡:二.
JaneJa⊂Ob＼I961以丸 抑Irl;.Lと税の挫雑it牟礼ふと7･')とrる動き

の■f.で.汁 (''的JJLl;iiの限界から.瑚取･('の1-FJ措fyり 〕鳩Ifrの作崇

その もの｢Zrl=ーてい一たYトFuTuJnI977,Ed≠.lrdReLph1980.1967

を代人に場所の外果 をElJ_掘取 りiJiおうとするづ7.号はJI瑞,二多し ま

た柿rl]-デサ インのテ ゲインホキ1･-r-/リーかJ'の ろT,̀を子i'/-

Gor(lonCLlHL:n1971tIllーHlこ1lrrする 日本の帆i.tの即ti･糾うf/ち

のとしでは.i.rl'･T･(F')I9.17にllじ1り細H.lil.lli1975.さ｢'には

ûgLISt■■1JjeTqueのは/Jの,l川†にJ.､るまで枚ザ｢qllがない

これらは規l*の息昧niA的解釈や..Ll''1品的郎駅による探いろ群がな

されている.しかしなかrJLR段断ではこれJ,のerPJu'.dÎ竹机品は.恥

めて′】く略に'L.fんでいるJxITll,L吊削')には什 (I-的JI法論の似非を越え

t一打雌 にあ7UとぢえJ)れる

(5)街路空間の報知.イメージ形成過程 を対象 とするもの

..Z.如け､(I-の'J沖tでは.人FtiJのdE.知メカニズムのr/レ ムを探るた

め,単純図形などの刺激に).J-1る人刷のLi亡憶などを//1析しているも

のが#.tとである.従 )で‥逆心1メカ_ズムの~/レームそPfr析-3る 卜

亡衣裳/J知姐は多いものの.11J純イJ一･/'と.r･)/松雄なものに11l

Lでは.1!･仏的収光は無い

JJiEl̂tの/Jl!f<･lトトにLiJ如け rrrn=竹輪 イメ ソfr'Jl糾しよう

とナるpRんがfE-lIする 瞬糊恨'L兵｢).I/)主 人川の亨11路;∫:.地謡bl
通子Li*{LqrJかt:しようとLf.他作ィ..t9拝三や.'Jナ軌Ji韻と‖LllMi的ろ
t.そL-よiJ ill粍;,:.税別刊を咋川.しようとした 汀州貼 l981 蛤jt;稚

州.LIL.し/=ldlll隻を捉 小 し.それろ).I_.二経験ポか1日'il_//スケ ノ1Jlr)i

.'JJ州 は そJ-'たLll叫 ･l立u.1994/ALとがある.いすれもuE加に粁入込

ん/=rrソ1｣-11がJr(ら八でJiり.pE如月rf'の瑚 'Aの -;'byi_･ifきりきり

にし/_7H日二1LlIする研究であるか.そのjuIAを故4.(うる.itPllには辻

してい/A.い.
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(6)街路イメージ研究の まとめ

以 Jのように 払純イメージを捉えようとする川見は草lと:-P.'I)

tk々 行われてきた.柑 '_次 イメ .Jを凍える tで,r'21iEh.lie
悠軌 itJ粍付;指施設l~良関するイメージ｣の1iEr.14土人.ゝいとJ!え=,

れるが.九述V)歯 l∴ 牧埠な構成を持つ加脚寸3..SIJ掛 とlk誰な

払込<捕,)イメージとを対比するという.いわばカ L, (-)ケ/EDh

謡を,堺:-rこの加工)ほ とこの イメージの醐和がれ ､J と.,,-,/二

Im L挫.トe'切れていも.このため.糾-iJそのものがÌL''ii的::47.LIP.さ

iLないJtLAJL4こftを抑q:い :if.Lt.とし:JFl!J軌 Jlがある 二日･HL.

ilJ凝J y七一ン,～Jlでは,孟Ll位Jiy再をよりt'こ7,:~iLln′､タ/.･はあ

ZJL.'収の断切作 目ElLセ ミーー/テ 1ス的｢が†(-/11その師抑 I JJ作

qrJi:flu~蛤まrJ.人間の.:Liil･約1刑乍により細分化liTF花化.･女TtL

でゆく物であると捉えている そのrトで. -.次イノ シと･,i:克IJf･

城の''iiIt:fのuWJlの九収 l日雀うことにより,ilT指 イメージ形1,1は IllrAL

るパタン.LZltn･としてfJTE柁-jけている.このア1yクショ ン.二より

牧神fI引r-1避し.1朋 上竹を示L.'i'･7ii的なJJl桁をtうるイノー/,Jl

rrが'JlllEとなっている また.あらゆる絆淵 イノー/研･穴.は川い･

イノー.>'断VI別人碇 すると..ったアブyクショ ノが必要である>い

うのが甘石の 川 ;であ り 'dl･1仁メノセージ論の別!'Z.の .-)であ7Uと

考える

5]
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3-2.街並研究

ここでは,fl;12茹で耗枇 した的粍 イメ ノ研究のF勺.本研究の対象

である r耐迫it箕礼 子JT粍LlI;I,-紘;2.二起t人け るイノー/'jJiぴr亨JJ

絡'fF･llのAE臥 イノ シ形成jaF官を捉えようとT'るもの Ⅰの各研究

にr)いて i一隻な研究 を取 lH-Ifbf禰なレヒュ-を亨Tい.維J並メノ

セージiの払 ■･より体系的なL性/t岬駕のIJ.TIT_,]けを.止みる ま/I.

I三枚に,r'h並ノ ノ七ーン_A.tl..'JA1才る f.■捕 †!.也.-4Ylllした研

究l一,)いても述へる

(1)景tA構成要素 による街並 イメーシ分析

1)北村キー rai路の景矧 A成に関する基礎的研究｣1976

杉本.iDl川 二よる.-†仙:二-}いて.城端 し･の.Ilkとス-/イドでの..1価

も比較 し.スライ ドでの｡†価が挽..I的Lこイ1度,Yが/..いことを臥止し

た 1.で,Ilのpl仙Jl性引qJ'･'/1抑 ーより3lJh'-(,即日作.iFiS州_.

戯据牲)6形'tf.,I)対を維J純;;三組の,TIId-IJ{性としてNl出 し,スライ ド

による術純3云t悦の"l'Tdll')三城 を了い ている さJ,(こ.ul相の物PJl形態

I~ついて断r何形 lt-.裸形形1臥 純J'k概念.L;.JfのfTと ;.7.勅的.&･ふ

のJ)HTrlで 18餐軌を紐rl:化及びカ i･Jリ ･化した lで,LB.LAJ'Jナ柿を

手1-,で いる.そのも'.!41.瀬棚竹の"Hnlll,地物の.1:,･,さ.色彩,テク

ス1 ユ7 ILllJくの ,'J,柴太れ 1人;-.一 丈Jl'の7.: 71クス1 17の多

川々 の形博が人きく.lJflrWFの..fldllは.少相月のtli･,I).:A. 丈･トの

･'.'1. 色彩,テクスナ 1I/O)多は†1の影竹が人1く.紬鳩.作の"F価は

F'慨 の.'li･.テクス1 .L7',色彩.色彩の多仙fLiLp物の/.,･Jさに影背

をJ空けているとしている これらの拙米社淵 ;;'1他の純蚊柴血として

耽'&なものとして,班的.r.1.さ 柴ム歎.色彩 (_Jントラス ト .チ

グスナ T(コン トラス ト).色彩の多様竹,テクスナ 1.の多書けL IL:
;I.･文乍の｢11,日外の'-.:,lL-1T斤のl'暮;を指摘 rでいる.

I朋榊'Jpf価 と稔n･創価のl机的 叫･心でS,･'/･･LL押･lJ.の研究に対
し.始めて物Jy桔緑とIrl梢的,汁帆との肌 虫/_r求t)..I;,.fM糊の去:.枇師

'/TEとしては.I.I/I:約改良をiA.kした氏欲的な研究である.主よ拙.I,fld]

に対 し慾性の(.I;L､鰍 炭貿よはlmL''か､こな 'てい7Uが.肘空茶の物押形

iLrEに対すrJ全畝の仙7J.那:吉BlI'rc･あ り..̂撫かない ま/I.北付1976

の本旨ではないが '6相即即実が村村J'･(二･対 JT山 しているわけ

ではなく.推/Iの1人け.~nJHしている.IP.かL-,.人ITl,Jの㍊tlH=jjける.

外 港ノ セージ,q''は. =hイJ ンlーLW,Lすること,IlJiされる

ノ ′t'-ジにIl-‖することにより.T-】'I/Jり次恥に1.:.旭快心･尖兵を

JZlベるのではなく.よIJ小ftY.)な イメ ソ形岐懲囚を.指摘 し 新た

なifl並イ}-ジJ/1析指ほをCL:t'krrるものとfJFTt,)'けl-,れる つ ま

り,この代JT指標の)kとなる耗Cr.を収l東していることに/+.ら.
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助3才 JEF/q究とそのN冊

先≡鼓 A.IおJLJLJZ●

I.L ■

｣ 玉 一.L t益1丘のし.～

云:-空 虹 . -麦-I●ヽ･方 暮AJL里 牧壬千ら止+r司匪 噸 m .舛外仕毛並 -1kbかつlJかる

【ヨ3-1 大野秀敏 1980による住宅地街路分類

仙 典:畑 秀敏｢見えが くれする都心 Ⅰv ILTrの表榊 l lE宅地の如 き｣馴 川倣 公.1980

2)大野兼敏 r見えがくれする都市 rv街の黄居 ]住宅地の寮岸｣
1980

迫軌 こLnかれた.,お安盛の枚n･ltを (中略)大IyTlとPl･JS､-_とにT
る,とi<Wを'jii-kL,LE宅地桁鞘の1'掛 ま.I川 の械断rblrTr収とtl

l･';の遊びJJ-によ-,て作柄分軌ができるとして,それそり kT,ミ及びぢ

f･iを矧ぷJLてい7U･横帆的削友,=rAIしては.I)三郎の†=:地の岨f;iか

LL, .I):lt.l. ･次血の胤 友及び通過作が肋輪のft格にbい て.rrEJであ

り･また文化に凍 く但さしていると榊 由し.丸(,Lの†･宅地の鳩!?.

r 次伽を上付とするF'帆 ,｢ .次U.ほ i_仏とすZJ<t･‖ =)(i(ljと

次血卜より偶成される女郎 との3つに繁JYで 与るとしている

†帥 ;の並びノバ~/)Uては,路地及びyilかi:の形f立JiぴrA-a,dT11a‖

1966のfL会的抑#なとから,ttlJ;-がた.帆,と鹿び往1旅がJ/･/ ･タル ト

的に 刷 に/+.るものと.lll.I/;-が速.['Iにll_α.uT純かJrン , タ,レト

的に r刺 になるものとにJ/ほ している.まr:この 約 秒 卜で.械

断即 弗戊についても r一次血がつながるJと r:次泊jが-)ながる1
2分別l二まとめている この 2軸を用いて,肘 t:卿 1臓 の¶格を 1

つに分dLしている 図3- 1. さらに, この分yIEi LtJL･:のl勺.%



乃3書 Lf/F付せ_J･子の■tで

との 7ミ1ニケ-ショ/の:.;をJi城 LでいるJと掛aL.糾J･I.I:の
'川qLzlを)LにU.享を湛d).r}jJrLti刊 _,)こJllが-)/.L･がる 【小 の

ガ州がAlもTt加 ')であり.riIとJiJl三朝 L-i)油 がつながる 地Iが

A三も近場問操が掛 ､と捌 蕗している.ま/i.このよう/EILJ,T掛に抑れ

ている日本の外光刊 E;IとIW.6乍mJの野がt)について仰よとの比較に

よりそのlAlイ州 を柵.1日.してい7U

この冶文は.北村 1976か挽.日仙 川ち什tl'lltJ/J.･ノJIA論亡~依/Tした

[/N')月】,て.lAJ肘仰服 で1なか 'た,Jiに)･fL 什/I(Ju)7んl̂をJ:.;

て,その外LuTlfT也flををLaL.舟Jは子と考群に軌る小｢より.JR'ii

'('-的IこそのE朋 と椎を確保しようとしたものとtLl/17.7つけ7Uことができ

る.LufJ.什i一的)バ上冶とは挺.ほのぢt.iであるが.rHl.･;の内錐と

の )二 Lニケ-ションのT'1をJi収している｣と述へられているよう

L:.Aw)で･Tlr盆なBL.1.を提tliしている.これは.約4メ1七-ジ蒜

が触る(/鳩と/{くr･･JLもである.木Lif究は.このコミュニケーショ

ンに茄IlL.814ノノセージ.LAo)･㌣純みをLlえること!=より.大野

1980がなしえなかった.i:り什′('nJ).'#奴的な分rfを"T掛 こす71.ち

のである./J.お.この日_'t他ひ丁抱の 一次帆 二次血の仙 炭による分

封=土,I-1;l中で取 りL･_Lff_･とお り.'dljfノ ノ七I-jâによる街路 イ

ノージ分析T-7_I.1二対し.巨叫的I-)15JIけ る.代押掛丁をJfJいたJJIHL
であるとけ['rlt/}けられる

3)茅野 ･後藤 r商築 ･業務虻恥 也における街路兼t別こ関する研究｣

1984

繭見地の朋 絡課税に対製を掛 J.yシュタルト心JlP_/j･のr凶｣r地｣

の軌念からIn黒地肘旅の ｢机 としてTlfk一挙を, 地｣として山人

JEtrJll叫を祐々代ノく指博とLJ_fTI_-}け,'RlfJ路での.汁榊を1T,ている

この計測を鵜に維J相方州 として.｢税kW.｣,｢fM<JrJ.1. nLrfl判｣,
r分散判｣.rllr1.が り叩｣,H.-卜が り髄.の6m)印を4.L∫l.Lている.

'JimのTT枚,.'q知れ比を恐',iIL/･)箆行の提案(二相ま･'てlSり.この

指だが人間のilJ旅 イメージ形吸に対して押うなpJJ-ついて. 一切態

11-日 しておJ,す.Tt月の別人的耶取に留まっている.まJた.才･野

絶息1984の本旨ではないが.的粍放校における 川.そr(枚のみで

収 rJ根つているかめ.その他のイメージ形成安Itlを無柑した指だと

なっている

これは,'dT･"･メ,セージtJLLの付則みに従えば.ノノt. ./'を卿,i
Lている梢々な..LllJの r勺.柚11枚のみ｢4Y.目しIJIJr先である 従,,

て.柚^収による糾 -メ ′セ-./'が上付的となるよ･.)/i.又捌釧*

/A.どでは托l扮 的にイI-効であるが Il服 地 一般に-)いて旭日卜Jるには

JHl也があると且l'起される
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1､‡サ Ltrfq官J･･tのlいざ

4)創 生信 は満 景t別I成要素の景観評価へのtifについて一散絡

貴校の視X特性ならぴI=心理的効果に関する安暖的研究第 2

WJ1985

まとまりのtIさ.鞄しみやすさに Ŷ.HL.ゲ･., Lタル ト芸lA日二)I.

JJいてJJlglLI･ull的!.拙胤JiLk.もを変化せきた /1トモンク-シ1

を作岐し.それJ'!二ついて 対比l主によりrとF,i,がすっきりして

いるかJrJ-ど:川IHや川和rさせ.放対11枚7人lこIrl'/1p-rを子r-,f一封.

!4こ.｢スカイウイノの純 ｣ や rq仁木Jが壬と‡lJの八さをlけ7U

こと,｢雌ノい なと日.帆的が 純しみヤー4さ｣'H I17Uこと/1･t･が

Egjl',かに/J:'f=としている.

;;と扱鰍 ･R質_ilの州.-1H=デシ lタlレトLELJJを肋 ､る小によI) ;.:.川

手井蛙要,i,退'/iii=);け7J志度作の13順 ｢対する缶川が禁じられるが.

yノ1タル トLXrAJを川いるために.)k本的に紬･iZ的まとまりのl'iさ
の評価しか亨Tえ/.i-いこと.フォトモンタージュlHJitこおけるi;と他紙

成笑よの変化の相加 f･'i:である保話がないJl1･;.糊'igrJl.がある

ifT並メノセージ詮では.乍ftuのポリューL.H'u)7J!相 .肘掛IJ
イG'施設に側わる問掛 土取 り伐わないため.JI敦の弼/.I71.研究と†;rlT.I
づけることがIIJ.来る.従 ･)て.今後'h並ノ ノ七一./蒜の付利ふi_,ll1.

鮎する際に参ぢとなる現象を'J-,している研究である

5)篠原 ･屋代 ｢街路手根のまとまりに及ぼす沿道は物の効果に関

する計暮心理学的研究｣1985

維i路3*桃のまとまりについて,先述のlh1985とy(なり.'k乍l･,
抽象的なフレームモIFJレにより.約迫iJl絢の,.:I,さ,F日日l帖 七 ノト

ハ ′クI1-:の3つの物PV''-A(i･Jk々 に変化させた刺.n/yn成し.披験月

にE和まれILL集,圧迫感.純分は,合作の1'i州 こついてl■■17;させ.それ

それの感JjZ;I;と物Plr.'.ぐとの月日姓】について横山寸している そのもtJに.

rETHまれ悠｣LliI渦 稔帖11と約迫iB物平均.I:.I,さのJt!-より槻Tiiされ

その比の鵬が,028 097において適任なl川まれ悠となること.打l

llI迫藍,もIu=二Ltにより馳'iiされ 17:迎悠と仙l',I)が..7;いこと.r紘

figi.は,約迫吐物rl.7さの餐発係致 (はす鮎EとrBJ占.A;さのIt,L=

上り駁'jifされこの仲が小 さいほと挽(‡蜂が強く的｣の乱れはむYP
しないこと.r/{仏の良れ は.耗 (㌻感がjd性rlときlニ払L:.･.とF.Lる

那,Jr迫蛙が強ま-,てくると.紘(憎 の計Idll'l'tllっ･''す｢恐くJ.T

価されることなと一の.･'･を指摘 している.

この研究の l_仏は.純榊こ"Hr.:･L･岬ノ/''rl'J/A:7-/lJ lとして..I-flFll

できるが,LIJFIPLの相貌か,附迫鎚築物に起Eu -るイノー-/'ではなく.

'JHJlりのボリュームが胤'Jiiするイメーシをl】糾rlJ~るものであるとトI'('r.I
/)'けることがで 1る

57



433や Ltr/t,T発とそつIけ:

6)山下葉 r夜間の公共空間の快適性評価実掛 こついて｣1988

焚."{-'tk.戯鵜 ifT.散策臥 †i湖 の‖I20地EJ,の佼In肋 粗放抱の快

適flをiflia.二‥1Jf祭1987で提案した形'lAF卯 tによfノ/+.い現場心摺

')三城を子Tつてい21,.この')王族は. Lへ を̀J)が△△(状態､I.i

ので××/.L･悠じが-1る (r17'A Lという形Jtで'tiJrlfliE訳して柁故

l■帽 してもらう形式である.これらをいくつかの耳目lキまとめ,柿

1k讃ftPl̀IJ安rJJとして.I一策t,j7与の1̂･さ /粍1放171物のイく快魚_,

r暗 さ 炊きのィ､代eJ,r仇Siの馴 qlitb外漣 が.tJt冶Mr.'1日 要M

として.rストリー ト7{-1 17の払れ r,/LL.感 ･.lht,rtき姓 _,

ln''Jl･恥わい盤 .r一圭の払))Jと/A.･'f/ これにJLつき.攻fr.1乍rnJ
アサインJJ7Lを9=PPr,ている

T･練であったイ州11,t枚研究を行･'ていることは.汁価に仇する.ま

た,EIJト於1987:~よる収外心Jll'):験は形7i:.pJ川 -よるものに対し

て.llkl勺となっている3;と税梢状柴滋をIl'り基板験糾IL日柄 させている

JJl,I′戸的JL.:正長は人きいとぢえられるl丈れ アン'r- トのU,L～.汁に

混入-4る･a=改作が机めて人さくなってい7u llJト典1987.及び1988

の本旨ではないが,このT†Lは.;.ilR.汁価を了】うIで.ある印象の

拭r:Iklを..月食月が九比的に相/iiしていることになり,111路イメージ

形成安川を探るという卜では.小:1'flfJFlり姐を抱えていることにな

ら.従って,lJJ日tI988は夜r㍑Ji,:胤 について 1-′f的ロメを求めるた

めの規曳L.～Jhとして碓えるべ 与ものであり.汀Tt比ノ ノセージ蒜からの

1;/;TTづけはイく叶能である

7)LLJ本,山下,岩谷 ｢街路空間の快適性と配電設備の貴校設計効

果｣1988

これはLJITL史1987にAl'.Li設陥によりその..1,価がどのtnこ変化す

るか (･淵する部分をj馴 目した肝先であ7U 拡萩EにAl.iL"xn偶 を変化

10f壬附でpF価させた.これに).tJ)'さ.それぞれの7 1トキ/ター

ジュについて鮎'iLiZL.GIJil桁は.'JJ良 しでの他の;六枚I削戊紫ムの,Li-
llJ牢7指ほの:1t1】桁行 キー,I.f:,;しそiLそれlTtI"llJ'JHlL-を行 'てし

ら.そのI如 JM係iJLをハラメータとする線形和l/_(:.こ帆 1tdjJtとし.

これを柁故の')/I'■J'i!-よZJ7JJL,7 7イnf価とLtIとI.棉虻してい

ら.こ1-::i:ト;.:.させを化の'.i::I;的肥れ●がIlr従であ7Jとしている

LIJ卜姓1987とll･J巧の.%'Jf.I--)い亡はlJ;Ii玉のJIBIJ.f･測T･7Lに,)

いては.これはlrLr.:zi'耗1.t的外紳tこす I.ない 伶pJ:邪,//Iも..IfJ'lrieに

対しl"1粂†1て の大̀輪を/tr-Jているため.1!yr"J'*の1rJ断がIr.い ､とい

う牧''iIをITTかないrlill.や:-サンー/ルが増え t.-.紘dt的刷l判が.I.I,く

なつたことしか･3昧 し/LL.い.'Jy門一矢の判断がtf.しいというILL',Lを17I
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I)日 伊 11(f付合とその肘叔

いたとすると.災なった解釈は叶経ではあるが.･I/Y.ほ の州叶 がJr

い ､のであれば,LlJr'J'iのみのJirnl付分析のLt,双や川いるべきであ

りHtit･llT'lを水す.いずれ::せ上.蜂1粍i;I.軌の謙l㌔什についてのIAJ

I)と作;こ,)いてはなん･'川付するものではか ､.

8)景岨fA成要葉による街並イメ-シ分析研究のまとめ

この'//IFの研先は11I7)杖に,乍仏性の把拝1号,lAI/北け鼠 -

1976.人IF秀k Lq80lL較いて 1980IHtから個別)I-外的,JJ対乳fyAl

細分如 rる止れへ党妊LLる▲199OqItll掛 ま.吹.二Jもべ/U仙'L桁

軌 二上Z/Jl軒が降施し.;.:.Lu施政をム:二;･Hlす7JLH先は少/..･い.

人IF舟奴 1980以外の耗u作 法を恥 ､て榊I糊を･か ･てい7一研究も

LL,h15機敏dirf.'.'まり,その捕妓茨よが筑lu認知i,イメージけ;岐｢と

のはな政略を指l)Q)か明:'かにされていない. JJ,人If秀一‖9細

は拙>;iとろP,引二より巾紫な扱./･.を提示しているが.体系的包I占的に

解欣する.Ĵ用の拙小にはi:.っていないともJ.論することがで ＼よう

つまり,独維な仏賊を持つb'正対教 (刺掛 と11維rJ.1恥込み打つ イ

メ ソとを対ltTるという,いわばカメテ I ノ'//..･Lh品を力J
テ ィyJ//.=まま捉えているために,料 -｢このtlEIL対qiとこのイ

メージの帆kFがr':古い｣と=つたBL史碓示に竹ま一てい7U -のわd).

つの仰臥.-I.をはらんでいる 一つは刷r判そのものが'Ji''心的にJ.HJ .LIl.

されない小 もう -つは.JJJ米竹をJn.促しitきないIJLである

1111kノ /セー ジ.論は.今までのill路イメーシllR先がTr枇'.tL仲 と

いったl州別の ｢モノ｣をその'Jr析対製としてき/の【-1･TL 人川の

ハタン照介及びその軌倭なとのをZ,iから.t''(帖としての"Li'')に1YlIl

r4るといういわば ｢ハー ドウエア｣から ｢ソフト･.I_T-/'Jに/Jl附J
lAをわ.柁するハラyイムシフ トをを'lJうことl~上り.こ叫Z柑 JL,.を
斬t)i-4るものである

(2)抽象指標による街並 イメ-ジ分析

1)横山明彦 r都市貴校の色彩に関する研究｣1981

9的旅に,)いて.マンセル色刷糸:;より色彩/_,‖hlL.そのれfl

Jlr比蛇そt.(したもりこ,色刷は1す製往丁抱.こよりJJ--く八/,:･11Nfl<･人

している,卿かlZ;:_轍枯淡1のきA道の追いをJ<),'+3Jlは 川 やか

PJ/A/+.さ を]くすとしている.また.也月日-)t･)t･.jut:臥IHl1純化†,JTrFh的FHHl.昨級ff.1の3つの〒TT輪納付J81過小しこいる.

色杉の,J.t測<_･f･概的:=ぢ?,iLたけ究で.色彩の1!り也!二耽 り如んた

端補のLH先としこはId)Jdが あ7J しかし/.Fカ--ノぢ>,号と.,日航 uiがk:･
す Lb打.ぴついでljr,す.イノ-シ分析としての附!.l.'るtllkはfli
･'}九でい/A.い.



中3鍵 LTT1-q究LJ･-tの甘冊

2)BJll･原 ･藤井 r都市*規の定t的把嘘-その 1.指標の抽出｣

1982

及川 ･原 ･藤井 ･鈴木 r都市*悦の定t的把握-その2.適用

事例 と考察｣1982

及川 ･原 ･房井 r8市貴地の定JL的把握-その3.連抜立面に

おける払指貴校の分析｣1983

ストlJ-ト77サー トの.1f_九を てそのL,_血IAIkの多f川 を.記

述うるため;:iflbのエレ}/トを船軌 間IIq../r4･L.･;15に分

I.ILIL./l附 二llLて各エレメントの血書!.化を錦がとこたみ結えIl7鮎JT

生的t∴ エントリヒー及Uljt:L<塩の{えJJ-i:放つ'き .1レノントの

分'.tJJ故 Hul柏のものもlHlLか lH.=JE/)'いたJ/トロビー,その

'JL:kIi.1レノントの仲秋放く井れてい7J舶 Lの工レノントのdli肋

を分符'を勘案した'JLti比の3-)の脂汗を拙策している.収･)二の術

附 二迫川したL'litl･,この3指fTの軌み(㌢わせ｢)Lつ号.6つの'dl粍

mTuを噂川している さじ,(こ,ン-･クJンス;.;姐を捉えるため1-ウ

インドウを設定し.それをすLl,しながらJレノノト1-.1をHt測してf:;

られる,&化;'Lに4y‖JL.シークエンス変化のハターンを7経常JtElHLI･.
している

エントリヒーと'JL:J毒性というr:r帆Jlr持-'1=梢I.n二よって亨LT.u;を定

r''i的に分析している!'･はuI･価で与る 尤も及IIl･Jl･.藤JI1982の本

旨ではないが.これらの粁はは紺か己一札雑作を出血するの(=安.】Jlで

あるとは JLtわれるが.'j;際の人JrrJの..平価が入っておらT,指標とし

ての像L.L作が r-'触されていない ま/,止JTb火の.jlなが｢,l乱経 常

仏 と.[-'たイメージしかぶ明し1r;ない

この研究はエントロピー紬糊の)I.位Iil_(JI'として;;:.枇仙女.#かこ′,
目し†t'JtR芯として..1淵している州t,.乱雑さ以 卜の虚帆を打たない

捌1.であ7Jのに対し.'dT跡メ/セージ蒜は.i,:.旭伽並rA'去ではなく.

苛のyt/+.ら..Llllの帥脚')のt.'lHl.I.Ti_I.'HT射す7/Ji:IJり.II日1.汎な

Jhイメージの分析が】T徒になると㌻るJlJiBである_

3)奥 ･寮本 ｢フラクタルに基づくスカイラインの形態の解tfiにつ

いて｣1983

奥 ･窯本 ｢スカイラインの?文雄さ感とフラクタル次元との関

係｣1984

スカイツインの形空重LをHt.I.け るJJLl.とlて~7./クタIL,の軌念をr{i

人し.I);際の..川 JJuLri･拙生し/｣ でLri手卯').r=8-)の赦巧l)的ス7,)イ

I-/インのバターンにJ)いて‖IIL.;/_Y･子rい仲村J.il如上IIJ:る心fV'k廉で

横.dJを守i･)でいる.

･7L3す JJrTq究とそのq仰

7-/クタル次Jt.の.J.177ノ)7L:こ課也が多い.Le加に対する ノーー/クタ

ルの12鰍まLyJ′バされていないため.また,検.ばも桝 ､与的lJない机
純州形として1日 ているため,エントロヒ-が乱雑叶をJ{すのとトJ

杖7ラクタJL,のEPLかL-,17-=て抱祥竹とImqがか ､のは川1Jであ

る･J!i他 IiHFJ!作のが状 であるが.この指けが人搾りの711絡 イメージ

形攻においrNLft作を寸書つかはt刑J,かにきれてい/.,･い

ill作'̂'i剛の絵gE弘一T'iH)る指ほは.独乍的.二人畑使先のF,I.uqか=,

L‥ で.皆/)て川棚托倍.L!LIt,乍刑のボリ ューム止hH-押し.それ

が1''(排他月rLやすいかhかを沌･i;Tると与えJ,1Lる.tL て,JJ,4:

帆;二一次lJ-I/与り製とする研究 とhfl77づけLことが.LllJ王.iJJ並
ノーモーIJL'と研究対吸を発:-する.

4)川下浩一 ｢都市のファサード研究-7ァサートにおけるコミュ

ニケーション分析-｣1983

u築 ノ′サー ドはコミ1_ケーションキ子r-'ているとト叩(jけ.

/7ヤ トに掛れるutl11をj王帥.i的 Blズ】的.化略約 ･割MtJ.)川

帆 )IPLl川的の3/)のJJナゴリーに'Jl放し.それぞれの3段r堺のヒ

J -/ルキーをlTめ/=9'JI朗をF.ti策し.6亨fl純について..Liり故をカウ

ントLだビン]耐え..7.L1-I;仙Jk比をJlfTL'4肘掛 --)いてm H_てい

ち.また,平均に対して叶荘川勺/.I:t!;I仙収比をIい)I,I.舗についても

41黙している.

帆 J･.としてはilJIF_メソセージ..qI>と州 羊のものを†1-,でいるが.帆

lTllが2lrlとil-うこともあり."LHJ-/Jl軌の題拠.さ(,rは枚.=It処岬の

ノJ71油{明′トされていないJL.･..料こ(批WJ巧烈I二村ほ り帆JIFがなn t,

ていない･:り二中人な閑地がある./J j,群杭研'/bL.の別は1TP;が托 し
/･以りない

本研究は.このコミLニケ-ションを捉える.i ll.的什別九をillil

メノ七-ソ.dhとして捉小し.さらにそれに)I.-)'く分PITiLまで妃紫

するものであ7J

5)山岸 ･内田･久我 ral指景観の<複線さ>及び<秩序>に関す

る実蛭的研究｣1988

fJFyhii!.拙枚抜き,秩IfrI.HL.ます30のL代 地的相を対'Aに

SD止心叩rk験をiJL､lペJ'-'Jl折を打つfH･_で.糊 き t一いJ+.;･を

:すむ符合.;r他である恥 ･lqJ'-の川(-ill.･'･を披..RlH蛮地ここ.柑1･をJt

すれ_囚(.I触竹MをJ<すgY.二llll･のLJH f軋･!.,を..qrfは 政:ことり'T-

[■仙†JJl桁を行-'ている.そのもl,瓜 玖11;がありFL-)tk襟であるTIt

地紋地がdr'JL､留分1.f価になるとしている 丸 =.その枚粗さ,秩げ

をIl!J推づる71に.tI.J純増益から軌且を,Y,7人している.まず.l'I鰍 二

EJ.I;ド.'l●九が/I/lするPl性を)!本Ld･JlJAとし,それに経書1,_Yt的捌tを

6J
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施すことにJ:り.兜町がはらけているpJLI敬をn収{る.その確半月

仙二仙綴稚滋をJll二f'fl稚.''1.エ/ トロヒ一,'JLl紙 を･.i;長 し.その

両性についてのSD7L･レ坤IL瀕 を'けい.掛 11のi{''･JI作 をqL止した 卜

で.政JILJ的なp'JJJ仏の吐物に対 し.旺†相 .:一 汁物稲｢っいてのI.-.

柑;一日JL:良皮の弼なる投句サンプI,を作岐LSrJLと,し､LT);簾を行-,

てい7-･このサンプル作虹l二､13/･･ては.01m単†:'r･-ほ乱蛭を黛

′暮.させ.その発′l帖を携えJi'こと.二三i).Dlなる縫j鳩 IE王でのUf赤

丸4-'1岐している.そのiiu∴故山iF軌 紘あ/･りのl一1.biも:か杜絶
さ 枚FT･蛙と旬日Xlが(.1いとしている

性振作やiiJTf禁をi<す御 玉として.Tントリ 卜′ .Jt:l<牧を作 ら

止むことはすでに.及lH･枚 BJl1982で柁′トされており汗しい扱

.'L'･.ではない.さらに.f'''稚さ,:の',iIRにI!相 がある.このJJLllは . JJ.

九やitlW ]さの舵列::l対すZJ/'柁:.;を-,iI左しているのでは/..く,tP

に.例えばコンヒュ一夕PJ他姓押l:於いて ビノト-/ ylフ Tイル

のようにJLII輔であらゆる仰 敏を甘†J蛙(rJ:-収 h根 う州 穀 フ ート-マ ノ

トのJAn..ldliI聖サ イスか)くさけ九は7 7イlレサ イズ ( il'lH呈;,日 が

多いrJ亨のみ を禎 -'ていることに1日 い.lh悠(F')L･い刑(,かなよう

1-,たとえLdlE像サ イズが大きくて いf欄 なId'r椎は本来のTIlIWlも=ま小

さいはすである 心火このような1.nl的 .論の相川を行う糊介,確や

/I一也H.い,くf''J純;I;ではなく,鰍,EuLL的trJ脚 .7I/触 り梢 う必.ATがあ

r),これは.fIII帖の分!Hこ於いてもItbJIqrll附 加llのALJk端の ｡父祖で

ある つまr).この研究で取 t)才か'ていZuJJ/フルは.r"JL恥部,卜.

払超fr.'のrfJから収めて恋か付目 よらついているサンプルをjiUiiLた

ことになり適切にI''臓 Tf:.'J〔Li俊が,iT.llqされているとは.iい恥 ､

6)伊藤 ･近藤 ･飯塚 ｢往i粗景規の水平 ･垂直性に関する研究-コ

ンビュ-タ画像処理による都市貴校の研究 その 1-｣1992

ilT路l;1.枚の''iirL.:的把恥をrln')に｣.:.枚刷 毛の柁-)直線のJJFfJJ作 を

紀向flとして掛は引 .'i潔 している.Ji外的には...Li,]-lE:.ll,形態空

糸にI凹hらず.的拝呈;と枚のF'1111虎胤剛的 ､(,絵邦枚州.LIJ.をiT･,た綾

に)皇 ハフ変換をirいその1ll-鍬 'iJ/1を仙川 している.これにより.

H心の近代的'dT#.戸.t史的町d･九枚びヨーU ′ハの亨ll凍み6I731fi

に')いて址rI.1什折紙を暮;I.PIしている,そのも川 ,それぞれの～川 lの

ijl.i-みがクラスタJ,I桁によ･'てFIJ十た(:lJ(.分できるとしている.

1km【~対'A:'している6J的臥 二対し 75ほ ほ色;fl-よってもFHJ

lkのJ,IHiが"[能であると牡われる.従って.この上:)/..･itW 拙潔は,

他の粁tfに比 してのノリノ日印ら.Eは知遇附 13ける･3.帆などが′L､

さオ7Uべ きである 乱雑ftなt'を',と.I.Hヒした綿先は.札碓qが との

付 生かという''こち:的把肘の 鑑犬が††lIするが. tもそうであ ,fJ

62

7)Jq I_trF研究土子のN叩

としてもiiuをぢえる析1=なLN･を捉′1こすJuことには/.:LL,/..いが

このよう/.E指けが 糾 plを色味しているのかL､lr17-I)'けt-Lil/.:(ナh

ff,lpIL'の ′fh!)圧入 を比いfJすことはでさ小 ､

'dT旅空1r')の乍1本陀;二関わる細別旨手引ま.比加lt酢の中一めて初期に

処押 されてし-るnT能ttがある.従って.この岬瀧は JE本的こ一･次

イメ ジをり繁とする叶先とLl･.放つ'けることがで き.ifJjL･メ ソ七ー

シ卓と研究対敏を弼::するが.一次 イメ-シJと11'tと寸7U叫JrEとし

ても.この棉特がどの維なかLを持つのか粥Tl王で すゝl!!順 がある.

7)■井栄治 r車扱のゆちぎ特性に関する研究｣1993

;;.1枚の'ji:韻的把桝をll的.二.k:.扱PfIS:の1い)rJ･･ IJ Ihiしてい

ち )日本的には.炭枚を2;)(凡∵書血のIJILLil魚戊州 官と捉え.23大 凡

でI':も速 ノー リエb胴 を子TLt,､rJ-スペク トルをTHtf'.し/_･胤 x♯ :

竹iUl..11沌放.y軸 .空riSJl.LJ波散.Z軸 :ハr1-を.1川 しこの'JrIHを

-IIIRIlUlhLL.その x軸に帆わる帳故をx抽JJl･'･JのゆL'･～ yl削ニl刈

わる繰故をy軸ノJIT･】のゆらさとして',i:長 している この,it淵r{凪､史

的町｣f;み,現代的'dTj1,.みの介.I,I18iLl掛 二jGHしその災書Rの純Izlと

肺セてJは1している そのiJ.火.空や迫粍EllTなどのIム椛LIIll-わたり

私 消が均 一のな沸分の/III‥がd)らさに人 毛な妊Z骨を-1えること.柿

Jllノブ向のゆちぎは他州 r･JLBtl対が深くF'dわってJjり.;,i槌のfIYtlzlは巾

LlりJ向のゆちぎで定.-[1-的に拙抑できること.水 FリJrT'J】のLOL-,さはI:a

L鞘の細かい変化が敏悠1-比映 され.デ ィテール的吸lAJがl弘け)-'てい

ることがl,Jちかとなっ/･としている

bI風横のLlJ榊などにItA.JHされている.人rr''日 ･lF'や州神/= lIJ･Jに13

いて.凪なとのゆちぎが快適他 を.I:bめるとした放火l･のアブロジ と

してl;と概 を捉えた研究 と倣われるか.6)∫)鳩 ･近藤 ･蝕JkI992と

1..】様に.そもそも.toらさと快適作のiHr糊/.Iと検止が加えL-,lLでお

らず,;;渦 のゆちぎが何をな味するのか不例である.また,そのゆ

i-'与が柵l瑠IJ.･Pから耶釈できるのであれは.ill粍 /{',iI:.:帆(~拙える

というだ恥 こ於いては本人もi網であ り,捕IZJIJti11輪fLE.削こ於いてqf

要なのであれば.梢lLTfi･'jiz''lr化すべ きであ7U

この研究 tJ九の伊藤 ･近慮 .飲J#1992と(.･Jしく.このような.iJT

相賀mlの'f附 敏にtly'Jわる抽象指掛 ま.認知段桝の沖d}て初糊｢処押

されているL'r値作がある.従って､この相称 よ.)E木的:' 37こ1ノー

ジを対象とする研究とf:･■T･l-)'けることがで 1.1iLqメJtーシ生 と

研究対'iiを光に~4るが. -=̂ イメージを対取とする研究 としても.

この桁特がと̀の1.i/..珪帆を持つのか解釈で,キi'間組があ7J
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8)安藤 ･茶谷 ･八木 ･棟木｢lJ成要素 グラフィノクスを用いた街

路空間のイメ-ジ分析JdT路空間のイメージ分布に関する研究

その 1-｣1995

安藤.八木.薫香ra市中心部Lおける出払空間のイメージ分

布一街路空間のイメ-シ分布に関する研究 その 2-｣1997

ifl路 イメーンを検pけ 乙町.''}1㌧を川いた')二輪では抜放EかIplを

比て何を培 じ/-か書い,こすLのは小pl能であ7Uとし.あ7JJ;11'lJ1㌧の
仙川&･州'&化 し1=,tAl長懲ムy-/7 1 ･クスんは k:ーこい乙.こJL

は.山路つj1-とを 12のf一塩芝jjに'JTTILそれそil均 ･な虹彩を■Iえ

たもの.即 ら言L!ぢ化 し1=ものである,ますIF･宅地そ対繁に.E本の

Hlr.弧fHt宅.テ ンスハウス.内牧及び中EFJのUl路について (･帳

'):験を亨(い.代Jく'J,'1㌧を超tLJ.し32亨ll絡II-)いての純血･&･ムグー-/

フイ′//スを作妓 している.次に.'LjLlL練成IX_i与'/ラフイノJ/ス

それぞれr二ついてSDJt族 を行いそのJuソイーlレの触札 JlぴLJ]

fJJr折L-1火から術絡 イメージ分析に於いて情味姿,+;-I/-ラ ノI ノクス

を川いることが安､11であるとしている.この 他血.&･ムグ･I/ノ イ ノ

クスについて.様々な捌亡を糾I=_.回れ!分桝をilうことlこより.

AF;(_休す'.I;1日Till I弟J=ĥ外 与(,lql染エン トuヒ一.あふれ.･H.し伽

fJf.樹小AT'柚.粍卜紫ムJ ン トU ビー L叫性D IIがHF･価と州f対が

あるとしている.刷 kの717Lfr怖1fJ中心部のifl輪に適川し.イメー

ジをBLXi4-るJtJAとして rJl_T,(.1化 (]"放作,瑚所作｣を拙J'.し,捕

淡紫･ふプラI/イ ノクスからE-.I;Ji･した物刷日掛 こ-)いて.JbllfT偶成が

今でのuf仙 こ.riL例 鰍 戊が助 y-rf'Jに芯ZW-4るとしている

この研究は.耐 駁処粗は'kの進姓に作って.i.i軌の)と ,I.;化のみに

Ihir･'･J-3る研究の流れに -(1Jを投 じ.形蚊 される イメージとのf対連を

追っている.しか しながら.指標とイメージを封.ぴつける灘'Jナは.

)B本的に｣ヒ付托 1976とIl.Jl.l･のJu也を抱えている.無,,i.北村択 一

1976上りもIr)多軸多I,Lな指標で柵悦を牧瀬 )でお り,Ili納止的意
味において進Jjiしていることは糊退いないが.lpI九にせよjk製の;Ll

述であ り.それを'd捕する.lJ>JVを提JtJ.-4るtIは-I.･.つていない また

鰍 戊lA;滋グラフ1クスを探川することにより.心叩'E紫の際.7}'i't
の搬形状舵によるノイズを忘令.二除ムしているIIJ.upF価できる.

/J=Jj.亨11鹿メノセージ芯かL-Jの1..II'相,]けも此け7976とIL･L経である

9)抽象指標による街並イメージ分析のまとめ

この分町の研究は.見てき/･ように コンヒエ-タPlI敏処刑 主桁の

進)Sにけい発蛇をしてきた.このような抽象指は(二よる柵究は.ib

凝メ ノセージ論では.)占本的に 次 イノーシをW,こするJJl軒と捉え

ることがPT能であるが,妓含/J.･がL-).その 多くの師先か.帆;;tの'JL

Tl:化その ものを i=_眼にしている.これは,例えば この･'Il並みは乱

J))や IILr/付 着 LそのNfF:

維 TさるかF'少し繁用 ㌻るJと.ト'/=Lh論 を ｢このT'jTJBみの凡稚IR

は5でき･lJt､J.I/)繁稚うるJという,いわばiI作益か;ハil:.;i-dld｢
Ji11J 篭貼させることが i眼であ り.その イメ ジャでヽ5,がL 乍

即の特Mt二ついては.JL.汁石が刊漸すべ きであるとい う.･域 しあ7uL_

ぢ'̂JJれZu.綻-'て,この､●r榔 i蔽虎にはiFl綿 イメ ソの解けは 目

指 したものでu/̂･い なjj,札稚ftJtJエ ン トuビーJhl,I:二rRILでは

e:0人/)けが乍くRIJ.るものの.iIl並メ /セージ島の仙椎.I,H_r･ぢこ!･1

る際をちと/+.'f_･ことをHPLlしてIjく. JJ.い く･'かのけ か ･.L.

fV')こ碑 との榊r-D/y強.71し.某日IL′-E.:と{ノー /とのHJJ連 'i七･,iL
でいるが.こiLlHi,九述 した rtH 王.:.Mf弗収･宏丸 -よる山.盲Iイ

ノーシ分粥rJとl･,1171のJ!lIaL■･.を7T'Lんでいる

的J･メ ,七一-/'iは,一次 イメージではなく .攻 イJ ン'i･対取

と).根に紫Aの乱神作を′1け 収JlJJか.･曲Jr19R2.1リボ1に対L缶
叫のある仙郷 Liを提案することにより.rrlh;･ ･lqさ.lrJJ!illll･lr･
帆.いL!'･1品rrLJに仏系を繁坪発蛇 させJdJl〔的な肋jf分8-r与JLみるもの

とI:rL'Yl/)'けることがで 与る

(3)街路空間詑知 による分析

1)奥イ受信 ｢醗間視実検に基づく街路景掛 書成要素の分析-飴指景

観の視覚特性ならびに心理的効果に関する突抜的研究窮一朗｣
1982

ilT粍1.と仙研'/hJこ)3いて,4YTlけ る;.胤 t.ViJ'k･投ふU)lX･,ilJj7人か T'.丑

であ り.'rlE火は物b')炎桝もしくは//ン_⊥タル ト.&lJJのみ e･子J-,てい

た'Jl桁に対し.削 り悦'k験により1,:胤 の止,Alの'/1化AIrH .也知
遇稚)をtyJ確にす7/Jiを創文】して映川根'人尿 をiTい.比え/=ものに

ついてスケ ノ11を披験 月に描かせている.このスケ ノナ(:).1{)き.
どの仙な;;t扱製品を認bIL,fiiたかを推測 し分析 し1=鮎511.iB壊れ
的掛倒関は如WJから認知され /:は な分化がなされるの(･1日一,T

クス1十や†(･.などは,JI…帆杜の分化に餌ま-JていZ.lH でい7U.

認Bl什(''W･)I)二鰍~)i/)'き稚L削 ;!.-扱分析を了r･'て13り叫d)で･3rJも洗

い XJ&する帆 トについては.隅や川'J構造u迩H人山(fe'L とい･,

たJtM t'iの血某と ･放す71,ものであり.ilJ粍;;:相の:ELIにか -て

も止知れノf'がAII回 花であZul【を小しているものの.仙川のiJkl偵

村 と正味がとの似 こ姓規しているのか即 ち.イノ ン似血連日㌔::は

約九込んでいない.さJ,!=.スケ ･･+を1品かせていZJ =d).披検&

が1.棚 のt削叫として･rlL&であZuと伽 =ーたIE:ふのみが柵 tlされ てい

ることlこなる 櫓 目す九は.ある在味をノ耶lけ る/=dJに'JltITJされた

'R滋は.色味のみか請じ催 され,その)kにrj･'f･,生糸!l-)L.･て去JtST

ノー./'形岐j削 lrtを捉えたこと【こはな ,ていfJい
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な)3.この研允は.SE加什{'的'E族(-)F,jきひ1耗 イメージのdEbl

の師頓作をFnちか!:しており if18ノ ノセージ謡のけilみの傍Jd-i

な )ている_

2)窪田随一 ｢街指景観の類型L関するII追分嫡｣1983

ある地域の''>仏的なイメージの形状に中嶋的なf1'JをLIは す代

J<約枚椴がIIJllする.,1‡故的 代人的rlL;;l相 -はいくつかの秋野

がflll-する )という以漉く~).l,-)'㌔.附 t=他の 101LTF古に-)いてJJ1

lil誌族を行っている.lJI姐払韓の後,披強打がH のプル 1【･J,I

放したものト日.は ).そうで/J:いものLi0とIT ,ヽ10*10のマ

トリクスを作良 し.このマ トリJ/スそ按験h･乍El:二-)いて t･Jf)すZu

ことで.uT路放扱r"圧 のHl似也を)<すマ トリクスをn岐している

これをi'L･r,Ht:lVJIL.及び多次Jt.Fl皮il.で1TII経をlf申請し.31);Jtで

斯似ftを女規 していL.その紙米,糾Ll路は r幼木の多い手長地的畏

コンクリ- ト道の■l噸 弘行は t̀:地の,7!.税 1の4つの秘を持つ分布を

していることが明らかとなつ/= さらに.それそれの朗Jt')と 卜地利

川11分との比較検.汁を号Tい.その朋巧g_と I_地利Mのまとまりの.潤柵

及び rすれJが発′ll.していることを指摘 している さらに.この作

宅肘 Ll路の分樹 推嵐 及び ｢ずれ1について,胤左I.長の t'.1]L{及び

柿山賀rfIJのll佃i設礼巴棚と対比し,棚トー什l･を指摘 している これら

l◆より仮戊を検,.lfする作｡dが7!,LL-}jtたとしている

人川の分野lという判断をLu兵取 り根い,その/JIyiをEylちかにする

7-7L-提案として紬めて任過ほい 柑 一.糾 l順 一1983の榊 か,~る辿

り.'街路;;i秋を知和1叩ちハタ ン認識するという､̀/叫をとる とで

は.締めて本質的なTjl､捉米である.これは.rE匁l柑′(I(二おいて.】

われている rプロトタイプ｣にJ:ら.一己佃 と Trしている.しかしな

がら,その節句を人問がとLの様な指標に)hづいてP川中しているかと

いう北け昇 一1976が収 り机,1J=純な杓叩折ほとのrXE姓は示されてお

らず.あくまで別製滋としてのLlh岬がi"lかれている

'dT鹿ノ ′セージ.Jhは.この研究が-ウキJH.LIぺ -)の糾 二人がハタ.

ン暇介Tるメカニズムをl三川1するものである

3)山崎 ･浅見 rスケ ノチを用いた住宅地における景観は知特性に

関する研究｣1994

;.と仇nE知遇打をt,Jらかに r7J :め!∴スケ.1Li･1日いたクTflT)Jil.
をLILL某し.ldll惟解析Ll.米とItfkすることiH l的としている.ll.作的

には.TJ-11㌧を3(1秒躍示しL･敵 2J}lrilJスケ ノイさせ.スケ ′+.I

よって仙'Ll',された垢光線 と.両†官こ処叩!-よってftip',れ/_エ ′ジ掛ユ

/)まりは横根的な垢細線抽il'.との)七十とろりを行っている その砧
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火,横紙 的J ノシとは牡さまに.;;tEu蚤ふの叫竹が,R加.1強 く影骨を

'fえでおり.外形などの l.安な娘は比知されやすく内浦の鰍 iiiJ知

されにくいこと/jとがtyJtl,かr.I-Lつたとしている

こi=ま,奥惟L‖1982のもHl･を,瞬l那娃'k共ではなく.スケ ノナに

より卓出したものとしてIL717'.,)'けることができる またその成ノミ

ち.T珪唯 とのJlJJ連でJi加 入城ft九 といったLZ加打';の戊■i!を

的J･みにおいて迫許Lていること::他rjF.ない 山Li .k比19qJの

イLLn',.では/_･いが IRlt1..Iq82とl･･JLL:二度鴫との連代がどのtt.I..ド

4-ているのかイtlIJ/..･ままとIJI ている.

4)街路空間退却による分所のまとめ

I:汁 のように.dE知遇にに柿み込んf='珊究IiIIJ(姐さ).る相 生であ

榊の研究と.舵終的に形成されたバタンに)Aつ くilT純,I;ミ奴のJhiL=二

fl'7ま･'ている このような物的.J!机 那 Jに13いて1Yr目されるTlr･次EAJ

と蝦解的｢形成されるハタンとの.rlTllTがとの化なけ日や!;あるのか.

檎.,寸していくことが収めて並LRであると考えlJtる

経1､脱ノ ノセージ.益は,これL',の加比及び..iJ加糾′;･の加比と軒lT的

な認知モデルをL'J=L案し,それにJlづき体系的にfLl､W･み/Jl桁を.式みる

ものと化押,)けらJtる.

(4)情報伝達に着 目 した研究

1)福井 ･篠原 ･平野 ｢商品情報伝達形式かe.見た商農地の街並み

の手放特性｣1996

僻黒地のfll破瓜松を.11'1枇†ムJEのER.['.から...ふみ解くぺく‥.Liり

品的にイfJjl.,Li',3からkJ,.7'"diIまでの.Ii!ilJJ川lrI.(/)'i･...dl']･のIILも

九にした い.舗JJl鮒 二j:lJ,従火の見輔純血でri説叩h.-･き/..tい87粍イ

メ-ジの,Tを..亡'･1-の付知1-より戊朋で 与るとしている.

このld発は.11'渦 †云Jf_形哲による分析のll幼竹を耽蛾的には′トし

ているが.その依拠するiJl岬がイ叩1なJlf"1.㌧は1rr竹の如拙が･,i:竹的

か/)哩帆/J.I.1'･さら!-は.解釈をJJ-=しているのんで,佗,Tが7rわれて

い/llい.1'･など多くの川也がIllrする

この研先はuJO･ノ′セ-/論の品蛸としてけJT7-jlrJ,れる叶妃で

あh.ネL･RHL.Iiこの研究を.冶Pf!的にn鰍二し.JJI析 Tr1.としての維

;/kll指すものとしてll-･IlTFl/)'けちれる.
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2)新屋 ･篠原 ･斉藤 ･平野 [音Fff報の役執 こ*目した商更地街

路の性格分析J1997

[;IさJ及び†托'iLf''1軌 こついて.それぞれノア<アのIIrはr_,ie;3の

イILL'作に7■I=ー''ii作的に亨IJ路のIl-.松の推知を'/llitL.IR究けIAとす

る711掛 こついて,r'i;件的'定点(~)i-jヽその十,7縦の r多 申 ･少｣を

決'Jこし/=ものとSr)))l小叩IE験とのもり柊を比較 L.請/-LllIHtiがifT粍

イメーンにもたらす岸3官を,肉J-･･がai近感を糊し.比バー許諾か&Tl雑fl_

をあげる劫火として締め.さ亡パこ.税IitlI'f雑も誇め.ilT旅のyi型化

を1T･,ている またそれらの仙ヱtI'J帆 汗J珊 IaiL')hLQLで,fIlfffi

の仙 r作がイメージ肋'kL■'.1'J･してい7J,rr能竹を才別病している

この研究Ii.撫検止で終わ-'た九の研究に,検止を∫)え71,ととも

E=.'て)1,f'lJ純tJ.税'iill-1坪とIr･JhH Jiスることを′ト暇する昏味でTr

安な研JJb..と/j･'ている_しかし/.Fから.悦･iZff'l紺とと.TJ'･,tふ相の関

わりにj一眼があ7Uとはいえ,仙相のJ/1功が秘めてJifM的で哩帆であ

る!'-で九の棚けら1996とFuJJkの料地をはらんでいる.

(5)執並研究の体系的位置つけ

IITlやで述べたとおり,本研究は.ひT雌メ ノセージ冶を捕成する葵

滋として.イノーシの隅桝捕迫をLtl案している これに).I:づき.既

lf研先を仏系帆にLJ_l'F':つけたのか図3-2である 拙攻帯紙を川い

た研究は.枇わ乍問JI,J地政なトとr･･Htであると考え('れZJ/め.llJ
TI缶的処岬の段桝もしくは 一次イメージを対簸rしていることが想

'jiiで もる ･)Jこ様々なモ/i.:.机仙Jk･&'ふと1'ノーシの側旅を舵えよ

うとした研究は.相川=ーている,.FTl臥l...'Tに1J(JTJしていることになる

が.概ね,ul1-メノセージ由と川ルかやや 卜1:Tの イメージを捉えよ

うとLでいるとIJfW/)け7Uことができる なお.即 人.,l̂や帆比丘と

暮7-'7=TrNIEは.さらに Ht'･のイメージを対象としていることが不払

にtlltもできよう.

このよ:I:I.･'如d･メ′七ー/I._～により1,IF宅しているイノーシの捕

jLにより.既IIの研究をIも糸的に†3.1村-)けることができる これは.

このイJ-/のf片道があるrili托ぷ竹与もっ,+=付則丸であることの

暢Jであ7>JJ.

また.この仏系に従えは.illjf･メソt･-ジ品が対'iiとする .次 イ

ノ シ:I/)いては.;;1.枚純血■左+･にIrHする研究と. ･満の抽象指

f票によるlFJfJb..のみが純けな胤†川斤先と.[うことに/LLLる.亨lT心ノ ノ

七一/..lq̂は.fJT粍空r''1'J.dil‖-よる分析というア ブ U-11を赴Ji(させ

ることにより.i.!.秋flqLI,E貿ふやその乱神さ,という ｢モノIペース

の.lh品ではなく.ijrl)f･ノ /セージというI.川とL-そのイノージIf,;成,挺

囲み求める.いわば rハー トr')･-I'かL-'ノフト･J/,I/へ｣の帖快を

拙'Eしているものとト'(_Er'-}けL.,LLる.

-･)Jや LTrl付記土子の朗々

図312 街並メッセージ論による既存研究の体系的整理

3-3.商業地のイメージ

糾涼で.本研究が対象とTZu摘ま地 も含め.ijJ絡 イ}-ジ研究の

tI三:二ついて戦uLrきた.玖,I5エ胤 一日JJLでilifJILみ研究とは

滋子TLて耶If】̀.IPi的/dL付加で検..Tか子Tわれて い-.研究r加に於いて

は繁や糾 井蚊を/JI称 する研究l二おいて.その他坑やIJとしての亨ITm
イノーシfir."･鵬 的【~ぢZ.(されてい7J ま7/'JijMlJでは.TAl先日上向 /,A

成功 させるたd)に.席某:.tl叫的肌hlの lWとして.711指 イメージか

,%'/1的に取 り招われ ぐいる.

そこで,本f･TIは.p的又地に/)いて1JI粁イノー/'引.I"椎的ミニjrlり
抜一,ている l_/1研究にJ)いてレヒ JI-を4iうことによl).本研究の

ltTl'r'lづけをEyj砧にしようと トるものである.



荊 J併 LErFq究とそのAFP:

(1)繁華街論

1)也浸光政 ｢繁華街を歩く東京iiiJ1986

まで東沖を 171=JJlgLL.それぞオ･のPJ･Iの､I地物 叶を91☆して

いる紫郎Iiの人きき.~′)いて.Tif600miぬ ぐあることを捌 考

してい71･･これIi.;少iT捌朝域の研究ともサfTL定一当なIJLであると

ぢえL',Ltる.さらに.その紫偉ilJのIJ1.WはE) で;i/..･くIuJ,L.m Jtに

3榊のpJl城r_r･もち.それぞれの削 11Eitl格が大きく災/A-るとしてい

るIll.l二､かE,1-経200nlの恥心111･･Lt城であり./L叫の川 司のTL'
tl物を1一作としたILI.細が並ぶとしている.小心かI,J†卓200m

100mのE汀】の'Ll城は I.関城でか ),技のリl作の飲允だ.19:を小.L.と
したlJ湖 が& ふとしている =--,!二外巾の中心かLL,100m 60

Ornの'ji矧ま相似女であり,I/-/ホテル/i･とが.''地するとしている

(図3-3.

このろt,il1.5M-r肘の柵iZi.仇ll･を掛 目-4ること1･日収があるた

め.llり轟仙 二はillr払イメージ｢-)いては触れl',九でいないが,itl迫

に;'地する見純によ-'て少なくとt,7Jハー トや.A:.I,紐･.l,,I'LJITl.などが.lL

ぷL<的肘掛イノー･/''rF･.LJか '仙･['ll I.･.rln/tlなどがiL-ら､Wrぷ先的

flT抑 イメ-ジ 川Ifrrl似 二月｢L'I.-/7'ホTJレ.風脚 Ii･XlJ.が並ぶ人

Hを避けるイ}-シのiEl捕 り.1,Jiよす心 l棚 l'日の3-)の イメージを持

つfjl指で紫中iflがtl'服 されることを小峻 している しか しながら,

そのイメーシの根拠を細分化した丸印によってf:/llrlつけておりその

某他はいわば繋げ[･ilTのエリrJ'のJl′)イメージから糾'JI化-4るという

いわば トー トロジーのぶJIfW 遇を｣卜'ている 仰_し.i'5.-I'r伽 ここの

ような玖l1-･か/I/Iすることを榊 由Lf/窃jqは人さい

iiT.itメ /七一ン品では.この肝先が ト トロシ とも思える細分

化された見維構成(二よって脱明しようとした字111終イノージ(ここで

は繁.'('糾 芹岐であるが･をよりシンブルで(川 In')な指ほで耶1削する

こ′がIlT経であ7.,.

2)志水美樹 ｢往iのイメージ1■造｣1979

ljiJ諾J圧雑の6地).Qの紫 中仙 二･)いて.そのI粗放.姓山 一JLlする想起

手.色l世相をJ4ベ,それ/i/い'什/7な'JIFrキ子i,ている.色ItglrLl..I

(一対 しそIlを恕超した刊介tJ仔 牛と深み†'rえrTンHJヒ-をmlH.
し.滋9㌔した兼 中dlほとfI..[也Jlql;･の.1:.･Jい払.11のエントIJビーが低い

ことを′バしている.i)く;二nJLLL仙I-r'LIL構造化をiTい,イJ-シの淀

九の捕追 図 3-4 il･.トしてい7U.祐也畑3;)(ノリーまで馴 ほ

れ, -;)(ノリーにおいてアイ丁̀ン7-(テ Iやサ7ス トラクナ11と

い-,た部分的lHよが棚 1るJ苗合.2次3次 ノリー(:おいてJ;,域的な

サブストラクナヤー′Jミす帆;･lカ､比/'れたとしている 次にhL,J也呼と

7()

qtLや I.Ul仰疋IJ･その好打

図 313 枚凍光軌 こよる繁華掛 弟道

(出典 .r紫制llを歩く如 ).糾 ｣1986)

tlil姓がありそうな施.没のlrJ･;さや川ITl<さなど).仁木的な拘押掛 ‡と懇

超やの帥 Iも!分析Jlひ軟T't化 日か二よる解析を子T-,ている.その打.

果.阿‖J. 一桁J人血丁的なと施設B純 を衣す'-追.まf/施.:,L'Lの指す7U･ltI

FMJJが多いIiとIJJ慮.二Fll世十が高く/JIるとしている 壬/=JLM 別又

I抑 Jに-Il均想起iと支持のIi=lnlAと比較m 'そし.末位丈化横署言..I
礼 文JJlH｣,I-が17B良さJLやすいとしている

この研究は,対'Aや･'WFをhlっていろ披験糾二村Llplを哲也づる

かを的さそれにJ,(･つい//'Jl折を行-'ている.これは.q帥 L･('n()̀こぞ

え九は.JR地での仏威.tL々 /.F他からのf''(轍を処月日1/役に,l<糊
"L!位として妓されているAl解約に印象の強かつ1=イメージを明.-,か



図3-4 志水美樹による弘のイメージIA這輩出の例 (渋谷)

川J.A :ふ水英樹 r維Tのイメージ†片道｣は粗甘 1979

4)lす ぼrl〝符fそのNPl

表 311 篠原健による街路の格

I LL順 ‥荏取繕r州 の格と7ん ティ ,ATSSRev･LLW･Vo.･6･- -,I I-

TLl中ヽ ■= ･rY-1r- 1.▼■T,_A..rrT'~ly.､三･rtqL<～.A･.l
L･t･事-▼P.1'J)I.ql､ナウr.+7&.

=8･lIJF 右■rLけJ)rA 事1ナ一･.～.,1･.一
つ</rJ37=T ここのTtも■り.暮いえqit､=

ケ杉) との▼I壬&■■･三暮JLと=rT一.ら.

tLL'.J=J Jl1-Plr-TtA J7
け1れろ~'.uJ4)IIAIf'エ■ d王ナhlの■
t･-14.t_ い1 : .-r-=ET.～lL
■〉■日.

て▼▲いPA■･-.Jr■JtlrNl.･ェ人
E:のし｢hlL■IJLl-'Q･.IT JIJ
)とLI.LJIl.tJL

かさつのI､一㌧八も¢-か )■･Jl:柁ペてyI
JヽrJ=-J2PIの4 托k.~のJりL=入TJと

耳点五1言かL'リとtt7つて くf_(7T･_Z分と
1-ら.i;■の片A 乃る川三円*にiJL_向か
ってtt1IllJいLt7bt,Et現Tも.EU上り
bt･しろク)ンク銭 ■PのIi状ケP>しの
HIい.

ユ/･R,fJLH lt･日.･ヽ IIQ-tJ[.∫t■
>てい古人Tr-いt4't･+い.78■とhIが

+I-で人も)･(+)】 のtLTJLLJTの4.I
■tPL.LlJEIT▲I-.

rHJEJ".rlILArJ AL_･っ)ILlil
C書のrJ/JIII!わtfもし･L:l～TMt! 中L.
L= さと恥 フ▼ー'-I.ち.古､･ETRLTL
T31.Ttt■iETnLte托t.qって､こ.

て7■りPHTEELf巧Z)丘の書現の壬が･.a
持､qLrlnも+HL:'. lJ.dT.lJL A
rt･-rr･I-I-'JJ.l市(.41ハ

l言.';誓言IE;≡:吉宗 三･7:吉空言三号,L
J>'.iL今l35EユL.I"q.1のケーAt.I
ITバ1q ユrしてt'.JLU*Tに}
-1硬YLhk-qhの■t.qr勺̀生さJLUてA℡I
る､とJ)l事ヽ･

rL･dA JLJユdLJ)>lT治JLF7tのIIJr
のコントウストrJrL二上って.F■のdi･と
刈-てLI.tfLlのIIで挿し47B.

にしていることになる.uUち..滋知過料 二Jjいて山々に′l放される

その場I.JiのrlJ'iLというC味のイ}--/'ではなく,ある地城における

施.I,'n'のk肌,亡悩偶jLをEylらかにしていることに./3い -1Jl然このよ

うな.iL1億梢iLは.その往F輪や,地域/A:どのJl-)コンTクストや息帆,

和製との町などに好き管を受けるものであるか.このLd究 帥̀ L故その

ようなHLl憶脱退になるのかについては1日快/J:F,】lr}をf';LL,れてい/..

い.illilノ ノセージ謡は,このようなIl制HLl倍にJ,･る人の相川i処押

劇 での柚的糊棚 卸二′J岐される場所のrlJ製を .攻イノ ンと',i:為 し

(uf林は机2′frilI#みノノt: ジ冶｣で述-′･と331日,そのJJJ桁

<･行おうと㌻るもので.ト舶もにイメージというHJ.,.'HiI拙いながら

ち.I;､く川'fE対数としては捉なる研究であるといえ7U.

3)篠原偉 ｢往I路の格とアメニティー｣1990

･lJltt蛙父.こよる迫の'JHflであZJJl揃の†行と､､う如.I.=･fl比LFH_てい

る この仙台を繁中鉢1の雉lm.二j&=Lf捕.〟 ,i5.-1LillのiLl旅は.,Jet

迫 l地相 11と.fLl路のBi伽 二よ ノてほほそのMf芥かI)tまることか小

されている.その耗1と.栄,Ill.'dlのiflm.'三日 付知のiJl掛 二'J川l.Ht.

それが桁L.1捕Jlrrな･していることが例二,か(:なり/-としている 表

3-日 .ほ の軌'.ihから繁PP_し人々の.SAに)とりいた'dl粍JJl軌が

批PE-Iされている.



4)JJS 庶/Fq諾とそのIFPI

これは.この分好日こ)i,jいてそれぞれ沢/+L,)1=1ノージがイT/亡す
ることを小峰している iebl什 irrJE'ぢえると.この/JT鰍1いわば

は々な･'LL蹄をとの相/i分野Iで捉えてい7J J･rr ′トそう上して･.ち/I

め.他の往i指との比較に上って娩1)て成{I_するイノーシである

は 'て.恥d･メノ七 ソLiがJl等tとする妓堤的イメ ソよりより認

知が推んI/段肝のffl粍イノーシ′くタンを部tl'.LていることをなpL

_.肋阜J1-t･一･/'iと対乳がJ/.I/̂･･,てい7_ 1■･ このIL1蹄JJIgl

のEqJH'Jは叫めて･._̂昏的であり,とのtkrdLIUJ灼がと′のは/JJJ1i爪二通介

するが1JIか -小P .ていr_･いという孜S.T的クエノL:日宇'ていL

4)繁華街言合のまとめ

このttに繁や紅_IL1='LZt鳩するill路イノー/A(i,･■'1.tl､の'Jiなが-'.繁

やuTf書吐.箕よとしての子方純である.fIl蹄イノージに対 ㌻る小畦は人

BEいが u.空知け′F的.二見れば,'djjL･ノ/J.-シIよがり'iとする 二次

イメージより後に形唆されるイメージを取り伐っていZ/1日二なる

(2)商業地計画

l)実機で行われている高桑地計画

BLlL'it地で子TわれでいるIih.見地..h叫よ.人別して,)このような3段

断のT･Jftによ'て子Jわれている.gYJはr堺 は.り'l!.MfIXe地のr糾句を

日生J,とする作荒̂である 窮2段断は,そのIm'慨を肘二馴 Pごとの必質

･)'亡り糊佃爪を97-'Jiiする.Lll後に,約3段隅として.その必要･,'crJ嶋

lTll柚 を頗ŷyi地(勺にnLILrPlLLでゆく

?,I投桝は.I.hdJZ人目.J'父id粂rtや他の備え柏の加悦やl酬軌 さ

らには,jy.,d̂的なアブEj-チとしでハ7モ7Jル.及びその此止モデ

ル (ライリ-urL哨芥モデルなとl如 .モデルは多故にt･_る】を考え

I.Lわせ.設定されるのが 一敗lr･)である.

第2位鰍 二は.様々な抑左ノJl7Lがある.肘 tfな))71､としては.7

ナU ジーによるもの.吸 岬†:(.によるものがある アナロジーによる

ものとは.或るニュータr-Jンの言h由E人目 ( 蹄憎人111が3()力人

た-たとすると.その商え施,'.Jtq'税肘 ま矧d人目30Ji人とtrjわれて

いる繁･'kifIし例えばL'.一書羊!TTとE"Jttのえ仲 島LArL舶悦が･g祭とする

七えJJであ7U.股や11Ll.｢上るJJtLとは, 枯的に偶情人._卜 人あた

f,敗允JLt,li何軒必%.I/I)--ン'/I.I,ほIpIIfg･.牡というlJ'い川･.を､li

乙女向他人l=-乾して丸fF.施H2脚 仏をLfH,亡㌻7J1.1.で.アナuジー

l'よる)JはTyより ･脆化L/-ものrL.える 帥(.kであるためpl.く飲

I)のために川いLLJjているノJlAであ7J ll､殆::M..1ナるJJf上として

は,秤.dJlモアJL･にi:るもの 純.I,rモアlレ.こよ7Jもの. )ンヒ 1-ター

ンミ.LレーションtLよるものの:～/):-'JI軌で与る.いずれのJi-1t
ち.)とJF:rr').二は 摘陶の,I.JLrLJ,i;ri)i.I: 熊村J珊上川..I;.舶胤Jl人rlの

1〉Jす 比rlq72;>子かNF.I

那 IIl力を).Lt二.frm 助向を加PAL.必紫とLq tZ/某.T,b 施設駁校を

ヰくものである.また.')三際の昌IpIJH二おいてLl.柁T)件の検"寸も8

子rしてiTうのか 椴的である.

?,3f之軒.二は特に決まったJJ法がなく.柿-h計仙 川lEの打叛と

臥 さ{Jにg_地i仏の.rF._I.淫がkiを効かせているのかJq状である 性

lT研究として:i.汁'rL:h r打地坪′f･の柿駕として.エ肘.lJの剛 度q.

i捕ことの地仙rllH力,中心地からのJI,#とで絹{r他のNlm/.FtrtJ:

証竹rJ.･げ先はftlIしており参考:=さlLているのもル人である.
的粍イメージにTldしては,X.相続岐王lよるut冶が li的:二子iわiL

ている これは 例えばrこの山路は.人目占.i,lI.が争い/･d))3し ゃ

れ/i掛J.的であるJ.rこのiJT路はUllJd.'.JJ.が多い/=めl･L;I(的な肋hl.
往iであるIとい･'た分析を子rうものである.

2)塀在の高菜地計画方法の間鞄点

このようにみてみると,収Jf.の商見地..1佃)17山iJEtl菜の紺t.･･'.')i､〉_

のみを々えて子Tわれていることになる Iq菜地の'dJ粍イメージの馳

I.'王からすると,I.Ii細を摘果統計上のJJl蛾とほほ刷 ,kのえ仲ク川 iを‖

いて拙句していることにfl11過がある これにlMしてのlf..子猫代の指

掛 ま的を4･Tている 従束のr栢貰施.淀の分方=よ糾 r.Q)ものがある.し

かしこれらの分X日加 ､ずれも柿Ili話1伸的な軌 1.からみるとはなはた

小他であって,地rメの竹格を7只然とJ<すが.I什J糾lJな女親をなさな

い欠!-I.があった.｣｢従来の分新を見ると収細いiFW"]バ,サーヒスのI･r'

加による分机 たとえば小･''じ菜についてはJtH.-"'..允TL.["I..蝕ftJ),,

L日日ll"''.文化品.なとのように'Jl軌している よ7し.サーヒス且に

ついては.舘細 胞.LJlrL,jJ仙人サ-ビス.対'JiXJlrサ ヒス.作JJITえ.
娯･k施設.その他のことき分加がある この.Lう/.L･JJl甘Iの//Tまえ

那.あくまでも収機摘占lI,やサービスの仲Wlによ 'て分別している/-

れ 一つの分取で肺心化 近照代を判別し門るt.の.I,多いが./･と

えは TAl-｣と∴う介軌にしてみれば.r臥b-1lJ･ 蛇A-i(｣

rf日放L'.)IrdIi級fll汀4'iH という(2桝がか し こかJ,の耶IlJrJl

における分JEJHま?.しくP./JL･るにもかかわらr-)の'J川 1【二/..･ て)3

～.はなはた小作坪であ71'.J.このような収根雨,.THl'JのJ,畑 では.

目性氏の捌 弗idr)繁や柳 井Lkを適恥二JiBLできか .[･けで/LLく.FFJ
足付でもTLliと大衆允･･4㌢のように.'Ltくy･!r+7Jイノ /やけ･)こと

かE,もEnJ,か/JLLように,摘ま地の雉1掛イノ /を浪EVH るには11Lい

け縦である.
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:.壬協i･含め/~ilJP行のi;:.Fu,I.(rLJtの/･d)己一 J･7,22川H木桃山,.tPll･/

.i.J'i'(''的研究di史ダー.Pr)283-288 I9烏7

汲jiH'I介.人 T･11 小･L､腐芯地に13けるilJ指i.:.純のLk.り)l上の研究

那 17Ir.‖1本削 ,'･hq′/I,Lt'(-1Jlfオフt:'kJi会.;L丈1LL.PI'517-522.】982

乾Jl臥 申け71-帆 ;;i軌の帆 AJJIJIJl二相 Tる柵JJtL..I,本it甘 F'会計

Pl系よ丈縦 tfy一.No38J.pp_%｣_1.1988

対象を拡IrたIAl)'虫研究として

'1'‖)l臥 乾11.臥 州Ⅰ搬 ')こ稚也分f;'Q)大仙 ).:二代目 る(.斤先IIl

木it雫'('T会■汁内系謡え紬;Iは .No43-.pp17-2-I 1992

初 ′l.f LErI研究とそのMP:

申付)1桝.乾ii=_飾 り吐環境の坪皮JJl朋 l作に胤 ぐる川別 Il本iJ!態

′′▲会L71Pは 冶文相'.■ITL .T～0438.PPI-A.1992

抽Jl巾岬卜持臥作 ､HF勝也. 1軌1㍍.'f鮒LJf_87JtかLl.比た嫡て地の

恥81,の競柳 川 十七BhIA･j-研究 _p̂丈tL･.Nollprd6lJ68.1996

軒p1,tT封 Tを枚作.斤鳥.胡･けF勝也.rT;l!.1,I-経の†ヱq.=4TllLl/

50.I.I997

枚lT光雄 l軒剛 1'r亦 く It1.,A . F''u Jム,tq紬

ぷ水姓蜘 r山の イノーシ隅jSH 左肘 ?.1979

fNflL.J筆 r'dl旅のL古と-/Jニテ ィ l̂TSSReue" VoH6.ト｡219(Xl

j左目川..L や中ilIの拝牌 の箔に(対する綿花 か ;..人.f･Lq･i..r,什′.･･汁

198わ勺｣ユJfXJi丈

flワ;,lt.llll;iB-･介 riiHjE.'.lJ叶1-2 地域胤.2曲7H jL.I(1.1974

杉付帖 先付別仇輔の､■/_地l大仰にr∴ 197()

hJj縦′ぢ;'HT,総合研究Ifr タウン･J/オブf･ンク1 PHP川.帆.1985

小 kIhh降.III蛤柵史 r蛤部組のラフスケ ノ1 ~̀よるり1粍l;!jRの).し

位的"11剛 節24l･一日 JM ir打.nhl′F'●会･7附研究.LL文JJt.PPJ45-45().
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本tf以降で,q,2rfで1.LL案したひIIElノ/-i: シ.-̂l').I/)'さ.ftt‡祐

イノージ研究で･Tt安なトーrET'tをlJiめる席見地肘掛について,jL-仏的に

そのイメージ分析丁･71;の1,-L'Eを子rっていく ます本F.tでは.満太地

'dl路の沿迫iC築物で街並･ノ ′七一シfr発ィ.号㌻る)i=位的叫 ､●･'であるILt,

紬E-̂YHIL,桝jf･'} ノセージuiLの什鮒みを抑F=_た.I.1,7fdJイメージ

'Jl桁T'班の/Jl桝を')…際に'liい.flI･rr･ノ ノセージ笛ヰ･検一llrするととも

にそれを‖いたJJl析TITL･のイ川州 を帆 はする.

β2

4日 ケ AAi/J /のか i々

LI 1)!別室千割 拝q･

惇 汗顔網･r'!f
tldl .I.i..!1Ahl'

のftpt''tAJ,二心目し
/=商実地tll称の

性格分F;･JIィ､
計II･ItI完..i
文隼 . ～､oIJ

pIJ97-父I11997

4- 1.店舗の情報特性

(1)店舗のff報伝達に用い られる記号 と分析対象

H.SiはIt州 古.~十.'J経を莞Iiすること.-1 で,I.'t.:･i･JTt､rさせて

いる ▲Fiq. 一和人q!lhや 11-ンけ-/.Iとが.･1､i■./..･との巾..市-/ス

ノデ 17を判Ilけ 71'ことが多くな-てい7Jか 舵のIL.輔ではげ1粍

(:対し巾はfI7紺を発†.てするやI･JJかUL.hとして ふ C3.7U.

本研究では,-.Jスノデ ′7./;をfIJHLで創 目され1=I,I.はLこJt.I)'く

イノ ジ形成は{drL/A.･い.なぜな亡,.そのような,iIJ揃や糊にrI

格別 .すされる街並メ ′七一シではないたれ 均の'i;lt'･:t二はLEl抜Ll.U'

つかないと考えるかL.ノである 確かlこhHlかJ,,マス/デイ-r上り

人TしたlJi舗とL.1ぴつけイメージ形hkが子rわれZi'"(tJtflはあるが,

これは,いわば!iJ.考やuL!ij･rrJl好LT:の人っ/=ものとして. .次 イメ

ソのruE川に人らないと考える.

では.'R際の爪伽はどの様にfb鞘にfl-I縦を'jtl.Tしているた/,う

か.TJ;鰍 ことってのt,7碓発1,,はその経常l戊:Iの根幹であるため.

樵/lな しkがなされ,'Jfに多くのJi71:をJHL､て的純を歩くn･fYEに

対するbi求が手J･われている

仰附云辻のための脚 本や'/{L'T牡という正味に13いては,敗允仇で

は.允'lJLTけ ンプル,lLT.ILWR.抽Ji触,比灯.昭瓶,のはり.a.u収.

ホスター.W.匂い,,7-J![などが多く兄Jr.̂'けC,れる 物批I.I,では.

'L町に批･J'Lしている1%."l,の経机 セールとい-)/=ス71ノカー,iJluL.

マネキン.lTltFなどが見受けられる

'人際の),I,紬が発ィ.亨するfI't雑は,以 l･.のよJ)に仙･1的L&山 こ胤らl'i

い illd･メノ七一シ..,,l'1そのものは...己iIとしてのJ/1桁<.1,tL案 してい

ることに過ぎないため,唆'iiや息張をすテ',i:する的では/jい ･Jr)二也

'Ltがどの仙 二牲1粍 イメージにnJHするかは抑1さT棚r1997一 に

よ-'てその形7が仔かめられている_しかし/J.･がら.仙'jL的紫ふが

･r.紫なlhrr亡をtliめることは‥をI'tl=ない.特rl.～,鰍 こおいてfl.I.I(

他n()fl'l椎柴日がなされているため,嘆碇や捜'iLを相似しても.I('iJ組

/J.･いとぢえ.11時のTJ,舗及U'次 やのIW見地'fJL純の分析においてIl.

批'iLのみを収 IJ伐う杓とする.

(2)店舗の情報伝達における記号分類

iB貨物かC′のIl'J松射Ht~/)いての戦略は,窮2Tfで述べたとおり

である.ここでは.J.I.加がJH本的l∴ その俺†.丁必相を比ること(:∫

り.ひIjtノ ′七一シ,_Aが9 .1I■Iする"tlJlの仲irLの捉まをiJう
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L 5 - - ･ ■ - 1 FJ

図4- 1 店舗における情報発情過程

1)街並メソセ-シ議に基づく記号分売

的8ノノ七 ンはrLl雅7日 州L経として捉えA:,れるが rJ.'glの鳩

(､.内.%･'.T.1bl.'1経のだ仏を,.Ll'･]･L勺宇芦とする r11三;]-1という紀;;-1<規

を†･!ってい7U的散がある.従って.llHjはfi:-ち)として別途tLLl報発†言

することになる しかしながら.この rh.日,I_=よそのJlti舗を知ら/..I

い人には何の昏味も持たない..dL･]･J川Iである 従って.杜公的に

コー ド化された[.己;Iではない,従って,頗lJ,-I-_はr'1らの利益のため

に.Il手ri-1iけではなく.LII_梢'.;:主菜ほ.剃rJJ鞘を別の1,lJ紬として発1日す
ることになる そこで.この別途鬼I"するや!..又JT.勅rJl解について.

r2-3 (I)街並メッセージにおける記号の質J及びB]2-10

で照埋した'/1机に則ってll1.郷の職分の ｢質の災なる"己Tl･の柚Hl｣を

ぢ繁する

a).,Llt･J化過打 (.,Llr･jIJ､佃 の7)とIjL)

.,LHl内'riは.'.U:叉捕矧Jl布とr'tl連においてu!LJ別!)なものから椀肋

帆/a.･ものまで.さらにfn)Llll_服代に対し純粋 一̀.7tllllJl筍に).r/}く分

別がIlT穂であ-)7=

b)址'･;~化適作 =亡i]炎伽のiJi',Ll

Il●l臥.LHjから,dYL用言Li'･)までの分flJかt,1従である

ぐ)'i†.I.過Fl'
i比延†-'渦 ;二位HLは.'i†.ての崩l●JliL,L!l,iJlrpA､Lrけ ること,二よ 'て岐

;ITる 従 )て.11耶叫l書目'よる[;Li〉;の'Jナ細がllT能である また,

k'L即されるut三〉)は..Jil]化過lliがT"J仲であ )ても.例えば久オンサ

インのtkに..L!〉]そのものの蛇.llJM:二よる.:tlりのI/tlIIも"1能である.

2)イメージ形成に基づく妃号分相の選定

以 卜の仏 にJ.Ti舗においでは. 2-3.(l)往i並メソセージにお

ける記号の質Jの8-t,iを)5'に少/JIくとも5つの分軌軸がpl'おでき

84
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gJ

妾4- 1 分析に用いた記号分類及びその具体例

ie号姦攻 LiAdqL所 分析での分頴 A捧fN

屋号 Ilり)のLlq.の EEJI専

店内 店内dltlie号 吠F勺の点.誌及びIIJe作ftの&いk!ll
さt旦的Ja弓

宮典純 綿 店外 店- - 号 莞芸:Ai,f･貼 サン=r'S l''jn

j湘 Aaぢ - - i- 弓 曽芸喜●F'･!笠豊吉･AT.≡;えiA";I

州

1
･
.･
｡.
付

蕊

.I:

.猿

.

仙

川

W

zF
す

ね

aJ

鳴

小日
没

の

tは

る ーlをか rHlまt:めたのが図4-1である.しかし. 2-5.

日 )バタン照合の指標に求められる要件 tで述へ/･細り,祐'Jl幼

心ilJがハタン.21の析ほとしての;壬甘JJは..T他ではない/I.JJ二田の

1六錨のtI'1附L.辻は粁rl.L戦略に渡づくI=めJJl斬■糊の月日'JWt叩._J.'jilでき

る･'.の2JLtl 如才うると,この横根約分顎をJJl抑 二通朋するのはrJ亡

絃であると巳-.われる.そこで.i;取のJJl軒では表411こ-′1ミす 1I/l

ELに翁W)した記',i'JIEIを仏領イメージ''jltI-rに13けるパタンP.'7分の掃

けという似.uqをほった.この側qr坪山は以 卜の)由りである

a)...Lll]lJl祁｢よる分納

LH州 の軌 .■.､では.JTI即日こぶいては,'L相,価格など,.I.I.果†朋加勺

糾こ対しlrlli的な"L!t,]･内'f守が秘めて多いため.娩IllI的な‖L!T,iJJl軌(i

Jf求ノ)がガか､とそえ.収り禎わない また.純相にl"JじlH珪ilにお

ける純けな"Li〉llJl科 二).tづく'J)掛 ま, 2-5,(2)論理!己号の取

り扱い｣で述べた粗目から.梓川しない 従って. .;)こイ}-ジの

うrJのF削没のイメージを対象としていることになる.

b..df･JJ<JAによる分軌

LIlu.,t!iIとtdJ>LI'"己il･はJJi輔では様/I/J.1バリーT-シィンがflJ(IL,

2-5.日 )バタン照合の指標に求められる要件 で述べた分散

作.鍬■1.竹がII:.'ltlと川析しこの'/1罰を探Jf1し/I.

cI.,LhllTTJ詩JlrI'よ7/Jl軌

･tt,l勺!:"ti]4,2;花すると.ある杜の rlF.ゆかい 1.CP̂をもF,.

I.rタン.qItIH'Jjける相打として.lJ,外においてあ/uBL!;)とは別に禎

われる"T能化があるとfIJ断し.設lTtJ寺崎は,II.I勺 1.1,外と2'Jナして

捕捉す7J.tHL.I.1.F勺lーあるLL̂坪;.Ji上はほと ,̂とがP0lH ILL::t
であり,この分知を適FHしない

d :Ll''Jの糾.ErL.二よるク∫gl

湖ノ;のJJ,舗を止ると冶仲山Lll]一冬多く川い/=JJ.鰍 1その手比.E≠ も ,.:.･J

められていることが多く.冶札,Jr･Iとの榊rl'Jが惣',にで与るt.i-てバ

タンtlr'lnの折紙>してEt適切でないとPJ析し.拭JfJL/..い

/.L･お.そJLそれのJJナ軌のlLlも例は 泰4-1を杏附され/=い.



射4ぼ Au l/ /'のか付

(3)各記号の情報t

;)こに払t6･ノーセージ岳が生ま,●I+7J..lniT.;:I-)いて嘆.-,すする. 2
-5 (3)情報JLの計測 でLh冶したJdJ;I. 丁ントtJヒー/I,I,'臓

IriiとLて惣Ti;するが.ここC:i軸性の/=め｢ ,

ik'i;1:仏Siが)flいる.上りのテクス1ヤr)こきな月は/JIい.

ものとして.血fA;二.(.I=ノー1IIL捕kjl判を子rう 血糊 の絶対値で

計測することも吋能であるが.約IJ..は削られ/=テ (スー/レ1-JE閑

を終LA!ぢでシJ7している1㌧かJ,.仙椎.I.iの削み1汁)セ:=lJ,Si′くタ

ンが現れやすいと考えられる.そこで.II.+JiのI.N,=Iの追い;=よるII.
舗r王iJの細逆を)k吋.化す7J=d)I.1,舗IJ血のIIdIlの 戸削F.JH血ff.Iに対す

る.上り･姑のdlu(比をfTmL.Lh',.二,JJn】の故･iU+･と′の蛙･iLら:那.

対扱的に作目することから.この.:dilごとの血fl.(比.'Ilを)iしたL

IF'#川JlLl故を探った仲をI-'雌 ''1.(として延^する` 手姓･iZにおける

IllniTJiとf/l紘lTAの多さを人F-'LJの認知過れ'J=おける処叶方ノ)の大きさ

と捉えると川と〉Iの仲Hlの朽L!少Jの札押さ,.,t!'')･のナクスナ1･-の乱

雑さ等で人きくそのTJ7㌢肌:がy(なってくることがNL.l'jLできる.さら

に2m維分のlr枚なとが.そのlJ.L'TII_のFJJ皿で税はMか帖くtI'L与が.;ち

tEt滅するとFil.われる fJト=て.′,1日は _hL/=tI'J械11とは,エントロLf一

及び以 Lのような劫火を無税した ･次近似的な‖川qJ)T⊥であると‥

R.ら.llli棚には.1性など'/i:jtL/..Li;Jのとr九にも,,鼻Ll‖ーないlW./JIが

あること,2裕なとlL大きなJHkを化けていZul.I.缶内があることなと

から.令,,Llij･のIrnflll比の捨FlJが 100%に浦/･ない城 rTや,人Lさく

100%を越える城介があることに曾(.3されたい.

なお,本研究はあるiLl蹄'1:刷に;I/}t･ときのその妙所のイメージ

形成に,)いて眉目するため.lEl.別hl_仙こ(ム過されるfr'川1のみを取り

禎い,抽lfill..･tJ･の批純軸JJr･'･Jのf/l柁†L.辻はそぼしていない.

(4)店舗の情報特性

以 卜のph,i>を和め7" 本柵先.'1.lit,Ⅷ'JH7-rにJハlて.TIT凝ノ 7セー

ジ.LAがlApI'1する｡Lli]の絶対IIlぴその.-':r/)いて.Jkの⊥;Jt一別 りlIl

))JLとする

a)吉J･)の梢111として r.-.:ン]J .1.WIlu..Lli;t.rl.1.rLIIJ.M.Lt!

･J..川,外.i･凡 .LリI の HJ18Lと'て杷Jtt!rZ,.

JfiJlllfllfLtに対Tる比 手'!=ICL･JLlト で L;川川一拍をと)t=lLI_として

'/立並iる

86

1 t lもlLiのIIA糊比0

%の叫に仙椎GtiがlHこ
/.るようl~1る/I/)で
あ り り地のIJtを】0
とするの.rl.lillのF'r
屯と培党鼠のT;nh't･かLL,

lTT>込/'J_/ごりのt+1)

で惟ItnIrAtRである.

旬 1す 仇N lノー/'のかrT

これによIJ.i:;LL,れる 1次凡;.1をIIHFt特ftと･jiI弟する さL-,E'

本研QJ..は次の17t'i:をTTく.

TTL近2●Lli,I-のA!9･Jが粥なること!･よr)新たにfZ蚊されるイノージ

はないものとする

これは.止t･j･の任′トLqtいている喝11tや†:rlTtllB陳にF'u)i,す缶帆

がlpJLであることを他誌:するものである,-)まり払出〉Jはテクスト

を形成し/jtlとIkTiiしていることに4.I,しい 本町先のフレ ムで

は.ldlJl勺やiまでJ,l桁iほ T fJい/一山.IのlF(,i:Eik岬のrJLりtL
'ji:であるといえる.州 柔い..zi!13の付加を越えたナJ/ストもtI..l･jLL

ていない.

このfW'己は.今ruI設'jLLていZJklllが適切であれば.この l攻九

品が 一正にそのJh舗の イノーシを女親することを古仏する.この

レーダーー71･- ト及ひJ次TL:.ほ JF研究ではIl'Itr州 fl_と･,iI長する.

即ち,このIrFN竹fl_をJd.i亡ilが批正に作目するバクン.rl.'llTの梢tTと

しているという牧丘をikL示していること1-..I,い ･.
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4-2.実証分析

本品ではrl;1符で捉'7=した仏経才～竹を･')二符の仇鰍 Jついて計測し.

II'1雑作作.◆)f/jく軌巧LJ化を盲犬みる.

(1)調査対象の選定

まで.月1t対象を, ･隣州Ilで･L,V,-I/事るJI.ASft'対'ilをPt',iiした.Lib

Pfr的｢は的並ノ/七-シiにおいで. 桁JqlJで･.tSJてし/+･t叩.細も

Jh析IT製にしうるが,1I'1粗莞I.了!二相iる拘椎的別釣ゑ作が大きく効

いてく7Vことが零易にJl._['ji:でき7J 二め.Tll.舗rnlの比較検.7･Tを子Tい.二

くくなると判WrLたた1)である.

その上で.fr'1線特性及びエL4.ヱTil!i･klIl.く丹Llように,).T製JF;価

を設'jiiした ,月4tの簡他作 I-.ます川 舟 l･心地より多くの情繊時代

をIlA-むよう541).舗を胤,i:し.さLL,Iこ.紬端な例を指Ll=d)7ノfA,

歌剛史町.J<参迫より61I湖 を選',i:LI_ 合,I.160情伽/i･対製とし

そのr勺.Jiは飲允サービス3(川 i弧 物批30J.I,細であ7U (IJ製IJi

輔の 'J)7tは補遺 TをM.くり

(2)情報特性の計測

1)写真撮影卜一

'TJ-1'i舶彬はI.li輔の舛業時I;りに.-J'イレベルからなるへ く水1'Jには

舗tl二lriIにErt巾になるように.さらい仙 √仙以外の1.1湖 の†l川王刺 ..杏

網祁■するように搬逆手を行･)た 化lHL′レンズは.Ll.Lr･朴鮭50mm

のIT'唯 レンズであ7iJ 雌羊Zの1TJl江 や描きなt'碗衝く-iJr'ていない

が. 一駅IilJ‖ETllfkで).I:71日ヒ4'ること.ひT雄ノ ノセージ品の持つ哩恥

さ即ち,U.主JT-を{慮すると.さut'■k簡な投影は一色･紫ないとろえ71,I

また.常 で相対によりり}'1-･_に人,1:_がないよう放射lt.物qiJ.1,のrJl】JJ-が

I.u:'又している夕刻.二なるべ く縦等3r_r,Ill'たが,朋在の柿lH二.4ilPIJ
:=舶挙手されかつjl'J_もサンプルとな･'ていること/tl.T.:dlておく

2)l耶妄特性の言†剥

脱影した̀′11㌧をす-ヒス敗 L---ノリントし.表 411の'.iÎ !'従い

..LllJを十で朴'.iiL′Jで..',L!lllllEl'tlJiU 耶例日lTllfll(Jiをブラニ

}-ター｢よt,.it測した.;i:'lLIl!.hflJに..Ll〉lh'IJr ･榊糊HlLLlfI'tとの

lhIfJutをrIIJJ,LlをLlした Jで計II川 玖<･とること:二よI)糾Il,舗の

1rAI経的竹jJ一夕を求d)た t7lLf'.T紬を図 4-2にmHl.Ll.架を表 4-

2に'1.'ナ_M L,九述の辿 り抽n蝕4.Sひ1絡軸))I･'.Jへの†l'欄 fL.通を

Ll)TjP.服事311 仙hの 叫

付.細旦1995叶ll_JJ2日

7円に Jii;Tの叫.u
11(n7年91日二 三JH
Lー1｣つ'.叫 抑 )とも

.~LJllm 20MであJu

･IH q 仏N イノ /'のかPr'

正面アイレヘルでIJt2した店

舗写Jt サーヒス判)

/
店外論理 店外dltE 店内直隠

J二
記号毎の情報量 Lj>gln ( rlけ 1Uの給血L'I+1

-肝f-1Hl血相L

lri･11日 のIJ.血張りrr†l'lnt;IT.I～lる/_d'

!?.llH11枚をr17JのrIeIZlの姓jI_;l:rIr'i TIノ

図 4-2 情報特性の計測手崩

β9
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策 4- 2 情輔特性の計測結果
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'tr･'rいる
施
U,L
n'｢ついては..IL村してい/J.･い.こ
れは
.I.
I.
舗ll.
dl)のlT

号TpELでのこ
とである

なお
,
Lril椛は3El,I,,
1測し
.
その･lFJ'-)
をT'lJHLf/.
また
.
LH1Lや

/コーナースのようにlJJ･Aかの'iJTT.を川いてtIILMILJ垂がなされてい
る城分は
,
その払これの人ささをL'h.h.止;JのEff)fll
とし
.
I)三相の粕.t,I.
+
.･
)

イく',iI形のものはJhM符が伽.iJできる範州で'dll攻を恥'jiiした.

3日q Au r/ ノのか〝

蓑 4- 3 クラスター分析結果

含f#穎 店輔番号 距#

Lr.6789-0日-2t3-4日t6t7柑柑神212223割

15WoLX21

40･42Ol929

19-490ユ1コ7
4I-4101LtJX

47-5801州

1g-LI401もlI
39
-
～401LJ7い

て2-1
5OJO50

17-4OOJJtH

20･2701klb

2
･1-1006197

~V.J5の75413~対2~9川r..淵

含†井原店ti書号距#

2I tI-2ヱ 0917lI

26 1 1ヱ ()9181

27 1〉tT-57 09517I

1_tt 17 11 09711

29 1現 寸(1 11〃71

10 11 48 II401

11 19 21 1lJJl

lコ 1 J L.相計り
11 20 2LI I三三辞7

tl l ヱi l21～1

15 11)A12 1IltI～

) (llT912 16 11 :!リ IJS27

71 072671 17 7 16 11067

0 07455 1$ lf' 1ヽ 16O2群

mm卿Mmm叫㈹7777gいEK9=○い〇一U000O∧UCS:R4712利2.日26

08699

(川7(17

19 19 41 1(71日

4u (ト 15 1()I)J9

41 9 川 1777fI

42 17-51 19110

Ll1 14-17 205JJ

44 16 50 21(沖1

L15 り 2日 2ユ1tl1

46 日 1LJ 21I27

47 I4 11 2lAt的

4ホ 17 11 24)(n

(3)クラスター分析

tI'l維才=1を的刊化うるため 湘介した6 0I.1.吉IT-へでについて.

クラスターJJIVrを行･)た.クラスター/J州-Tには.クr/スターの代J<

.[:I.の取i))]及び.粒姓の取 り))に対し.ほJ//..JJ止があるが,今回
はクー-/スタ-rrl'Jの批牡をウオ- ド7L･,n･従を-/ハウノビスの汎A･牡

をIfJいた これは.I-)★- ドuiが,efとしてのまとまりす.1日.寸のに

jAしているf=れ 今fL･Tのtr7維持作に),t.つくIJ,価のlLlW化を子IJJJで

イJ一助である一['･.払3tlllのデータは分I'fJJか､L')仇11な7J ･d),I,I的みぞ

賭したマハー/ノヒスの汎FE･焦がイJ効である.L'･.をぢ粧 したこと｢よ

る なお.帥JIのノiTl､で訣子J･した私製.このノJ払【~よ7/JI朋が.もっ

とも'fl'',LL/=聯IH仏道になっ1=ことを†111川 Jえでおく

始終的/JLク-Jスター掛 土.TI'f稚特YlかY.しくy(な･}ているクラス

ターIlTH.をも1.分しないIi,トのクラスター的とした.このク-/スタI

JJ1qTrのアンドLTグラムを図 4- 3に,y.米を表 4- 3l-′Jく-I.



Eg]4-3 店舗のクラスター分析結果 (テンドロクラム)

atrや 4,a (/-/のか hJ

義4-4 店舗漁型 とその情揮特性
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内由収の各よilli.

放た0,.:は桁とlt

ALf_いち O旦

r少｣.fkl･のす/ll
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l多】と T.(･JをJJr
け1=_̂Ff,liil;Il.
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(4)情報特性に基づ く店舗の類型化 と考案

1)クラスター分析結果に基づく店舗のn型化

責4-3を見ると概ねfl'J稚特作rlりJJf軌されていることが祈

る この耗児より終クラスターがとの様なL,Lit,;(-より外政/)けら八

でいるか,クラスターこと!=tl'J鞍咋ftの1'E)及びけ 吋,IJiJY,･を参考に

しながら刊肪しそれぞれCr?名を行い,LLiL柊的に)2のJJ.舗新 刊を･.i

糾した.r勺訳は.相似J,いま6gi札 放免I.1.は5ガl机 以ノJを弁む物

が 1朔判である IEiL飲ftI.I.の創巧リ_として拙'f飲允.1̂理特化f削-

は物上阪J.1.も斤んでいる そのfyI4'J_とtIll鮒特刊を衷4-LIに′ltす な

お表4-4■FJr lは/JT故が人毛くその.,dりが'Jl机(I..J1'J･Lrいな

いことをノ～す.結納Jt'JIこついての特級に-)いて以 卜もぺる



grlf AAIlJ /のJf▲F

a′物販 〒IIL械卯机和 写Jt4-1

代人的/+･商占'')を状内.二少放映糾し.後は伴iIlJか′トきないタイプ

の仏舗.rAl'定常を糊Tl'する.･.',抜JJ.I二多い形式と盟わLる

b)拘触l),lJlllJ搬特化慢 1写兵4-2

r"IJ/r'開放的にカラスなどで什()lJ,r勺のみにFRi.I,ほ 放列するタイ

プの7.1.gas.IT瓜 川 .や ′T 1 /ク｢多いタイプとLLl.われ7u

C)物触1113やHt!iパリ 写真 4-3J

T如しや r七-)LrJとい,'た触 P)の史′iこ,lJ.～ .I;FJiの帆I"',帆列を人

i.il:行･,ているタイプのIJ.棚でhHJのみが招えめであ7U 佃人手fl.t才
の鰍.I,に多く止られ71,タイ1

dl物駁放'l:..dil甥 (写実4-4)

C7と仙 Lの病臥 的札触り丈1とtrl紬が溢れかえ ,ているタイ

プで,ltミl･)も大きい 1i-ンILの史.'"T.爪や人災悦･l'tJトの買取肘 こ

多く比L-'れるタイノ

eI的恥′f扱特化即 写真 4-51

1JilJllI.外に摘Fl"l'放列を行･'て偵札1-･どの文･1:は控えめのタイプ

†町の個人lqu./J=とで多く比('れる 一般的な八｢仰 などもこのfT

Xiにな71.であ7)う

r)物搬ILIi外Ih-枚特化巧q_(写A4-6)

T'T外のみに何 r'"''批判を寺T-'ているというわけではなく,C)の肪

恥 こさらにITt,外で 1からもJ%["ほ .;､ら下げるなt'Lで.仏r̂Jの軌弘

が見え/J:くな･'たLI,1!･.仏l勺lIl帆.LiけがC)よりも減少したと.riしわ

れるタイノの).lrSdl近勺J-沈1Tのいわゆる ｢ジヤングIL,馳yl日 もこの

部好け ある †▲,hr.'･JけのJIFi鰍J,ヤrhJJ培刊のIh細で多く比られる 商

!'(-Jで勝nLている+=d)かh:,Jはあまり人さくない梢liが多い.

書4rGa/I Slc>b#

95

写Jl411 物販f*確抑制型の代表例

写Jt4-3 物販石弓全書己号型の代表例

写JE4-5 物販直扱特化型の代表例

写jt4-2 物販店内直観特化型の代表例

写Jt4-4 物販強全記号型の代表例

写Jt4-6 物販店外直牧特化型の代表例
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g､飲食佃掘抑制他 写真 4-7

小さなJl摺 以外はとんとノ何も′示さ/A.tL､タイプ その他の情報とし

ては価格のないお品#きなとを出している程度 口コミなどで知ら

か ナれば入るのには多少･Jjltのいる,各級掛 こ多いタイ7･である 店
鮫料亭もこの//1鰍 こ入る.

h)飲食僅号特化型 (写夫4-8)

他の情報に比べて屋号のみが著しく大きいタイプ 営業内容を特

に知らせる必紫のない広告戦略を探っているナ,-ン居や,観光客

が多くllil入りするようなJa･舗に多く見られるタイプ

1)飲食無特化型 (写ji4-9)

t.'1粗特化がrl･F･1Tでこれといった特徴のないタイプ 定食Fiなとに
多く見られる

))飲食店外和弘怠確特 化型 (写真4 -10)

lhJ外に食･指サンプルやり相 などi･横 幅的に即 IJLた 店舗 .匝慨 Ff

L.JI?言や7-,-ス トフードl占 が 該当する .

良)飲食冶埋糾 ヒ型 (写真 4- 11)

大きなJ相 と･禎っている打確の名前などを連呼するように ｢の

Irり｣などを臥列 しているタイプの店舗.ラーノ/店.立ち食いそ

lf楢などに多くLLられる また.飲食店ではか -那.J各号と蒜郎 亡

か こ依存 している構遇がr"JCであるため コンL,ニエンスストアも
このタイプに入る

I)店夕指 卿 手化型 (写真 4- 12)

k)に比 してJ綿 が小 さいタイプ 情報特他 Lもばらつきが大き

く･概ねその他の分軌 こ近いタイプである 定食停などで散見され
る

ayl■ 盾uイ/-ジの分析

写真 4-7 飲食付軸抑制型の代表例 写Jt4-8 飲食屋号特化型の代表例

写真4-9 飲食無特化型の代表例

写真4- 11 飲食論理特化型の代表例

写共4-10 飲食店街直観言点理4封ヒ型

の代表例

E- r1 --- 柑 苧聖 苧 芦

写真 4- 12 店外論理特化型の代襲例
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2)情報特性に基づく店舗類型に関する考察

情報特性の臥九から,物販店飲食店で概ね難なるクラスターと

なった これは,一つには･飲食J方ではlh一郎 胤 ほ が全ての店舗

に存在 しないこと･店外l任較記号に関しても サンプルや.商品写

血の挺,TJ<といった纏めて限られた怖敵発信 しかなされておらずこの

何者の柏雑特性が大きく情報特性による店舗新秋 二-.87していると
増えられる

これは･飲食店の菜摘特性 上･虎机己号例えば･R物の商品を佃経

として発侶したくても･それが即 控であったりするため,纏めて限

定的にしか伯稚発信できないことに起因していると考えられる そ

のため･欣鍬 削二おいては.店王が情報発信する掛 こ.屋号や論確

｡d引こ傾粥するため,犀号及び論理.,己TIの多顎I-此つく剛 Jが多く
軌 1'lされていると考えられる

即ち,7!椎はf硝 仲代を決定するための制約条件とLて,糾 し

ていることになる 第3和 こおいて述べた.農肘 掛,Rt二よる商農地

街路分析は,この制約粂帆 操=,すれば記ぢ-の神助の大まかな仙 り

のみについて分析 していることになり,制 とノ ノセージ論で必安と

考えるT.']軸旋の観念が入っていない分析であると位飢づけることが
できる

心)Jが 坊u/ノ /'の分br

4-3.イメージ構造の実験的把握

FllTJ-E3ほ でに.叶潤 したhli細のt,1.#特†l及び縦..Hi,川】I,,iEl､Li,メノ

t'-ジ蒜が壮′Jミする恨成れ JJ.細の十I柑i恥化に対√る帆山 二より体

現されている 本Jlaでは,この放浪の検Jfのため｢.検止JJはを桟

".Tの E･LLIJ''E坂を)Ltlじてイノ-ジ構造i･把付する.

(l)帽証の方法

縦枠rJ.rl撚れノf'-帆)J'山谷に刷れば.柳 本のホ ト越 中luを伶什Erするた

め.1't空Jllで紡下させると,1った 細枠に佃脱が成一一r/J~る状態で'L
験を/1rうのが当状である 亨,tつて,F'1然I卜['｢的ノ)7_).uiLに従えば ネ

研究が枕ut'lする称 #_メ /セージ冶の1Tj戊肝Jiぴ.I.1湖 のナrHfl的†Ml
するIfj戊について つ 一つ佃別に.仮戊がIJkt'(.しているかどうか,

他の粂1′ほ すべてtJ･1定 した l･.で帆 .lr_引 1う必紫がある これは湖一J;
的にはイ;nT能である なぜなl､'.111.JIノノセ-ジ,論は'Jii帆 缶であ P).

他の粂作をすべて艦齢 こLI.r,iiすることがllH来ないためである 従-,

て.本研究では,青井稚メノ七-ジ.,,.zLL二)ムづき.lt洲された1.1J剖耶 作か,

街粍イメージをJ<現 しているかとうかという,いわばJ'ti･柊も-1米のみ

での胤 正を行うこととする 推.け 九は.似戊を胤 Jl.するのではな

く.I/1析fii:-のイT効作を確.i).するというIIT,｢なる

これは .ig知メカニズムの鰍yJそのものは.盟乍日羽'lp.の"製也であ

り.仕丁粁イメージを的何に/Jl析するという本研究の 1日と 放する

ものではない'J-Lを軌範した判断である rj),翁,この検.,llに1.17棚の1,1J

繊貼作が耐えたとしても.それは.I,仁他E.芸的持¥秋か拙小されている

榊IM )■F-A;い現象を佃i'tLたことを一缶昧するのであって,経lgkノ ノ

セージ謡が検..A.されたことにはならないことを明1.止しておく

このような胤 は 行う切1㌢.二Jd川 の)J7如 く七一えられる ･-)は

J次 イメージのみを取 り扱 うような')三験)IL1;を採 り その _,)､イ

メージが.1II推称作によr).Alylできるか判断するノ)71､と,Jlこく1モ仏

のイメージ/i･収 り拙 うようなIR験爪J､を探 り,その中に .次 イメー

ジとしてf''(碓特化とAIIRlの人きい誰分をIJ化 していることを維止す

るノi7Lである Fll相 は,より枇轍な検止ノ)滋 とril.われるが.拡販満

の脈rJtJl.キ動を迩 一追わない触 り J,)(イメージ.WJlを･J;験的に収りJl･.

すノJ'i山よなく,しかもJR段朋ではそのような4l'1度で航州 .(.如i･探紫

するノ]JTi:･は/IIIしないためjRIJ:(YJではない.また.lJrlltJに ▲次イ

メージについて披験名に対し';''yIさせた Lで')王族を子rうことも考え

られるが.'F'平/.,粁JかL-'慾馴 ').&,告の排除が困難である/=め 月Jっ

て検nlrの柵Ih:を33としめる物と号ぇられる そこで.本棚先は.級

I;-の ･1J鎖をもって 紘pdと付l'T't,)'ける
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案415 店舗イメ-ジ検証における被は者I乃成

所長 I小糸?生 その他′fJt= tは 人 年Y.tA成 IEt19 2ト21 22_23 24_26 26_2e

果性 19 16 3 15 15

女性 o b つ n f く

含ヱt 19 26 ヽ ) 21 20

藁4-6 SD法心理実暖で用いた形容詞対

tも沖きJJ

rJ. 婆 L_

}J}/=い

yE争/I

-)王ら/Jそう/..

同IJL告のある

lLL

千:_7' +.Ll
llも.･L/.

あ/二/かい

悶fi/i

i:しそう/i

l1+1仇的/+

仇い

托しノートくい

kjfl.のltい
lt.I/.-

さとっI=

弟ざ/}いf=

虎7-t.L･

つ7)いた

穐しんやすい

小t't/_

JAthのあ7U

,EE{的七
二T,tごT,t･LIJ

也FIJ'.･
よそよそし

(2)実験の方法

人/Jが抱 くuT粍イノー･/'を捕捉 rるT71.･はBulまでSL)紘,いPF_'R

験がト流であった しかしながら.111並ノ/セージ題の'7.鳩に-T_つ

と,バタンにイメ-ンはl勺'Aされている/=め.形ぞi,.pJ川 二村LHft.･.

をつけるSD7L-は.イメージを州 かN',i;していることになる.また,

'tl形布pp榊 が.,I.'価軸として胡Z:/でなければ,紋日l/F'･的に'/川-rはuT3:味

杏/A.きない 従,)て,本研究では.人JHlが梢,)爪古癖ハタンをLlI_接的

に拙測することがLH.氷る分斯J:験を'L験))17L-として深川する ただ

しSO7よはIJdI一王'llp'11'となどから,'Jl∬I柚の.&昧-)'けが川.氷るのに対

し,分軌n̂験は,//捕 りかま竹に/Jl机軸として,.gHHきれるため,.･正味

づけが小,･T椎である_従って,木llR究では,分軌J:験を鵜本とし.

参引二SD7ム心押父族を行う

なお.JJy軌試験を行いその後n止される知似使マ トリ ノクスか

ら.分別を･.TLll'JlるJJ7上としてはiJLi,;化 IV軌や多次JtJt瓜7Lなど

がある.1F'ii地的粍q)分El試験を行-)たYrLtll983によれはiUJ-tTX-

に人'Y.がない1=め.今l"Jは故･''HElv対日'よる解qrを'frう.

(3)分類試験及び SD法心理実検

吟止一J:攻の丁･ItIは以 トの始 lH 998418JJ4H:-I)二島 LI=.

1)被映書

抜擬古はL18も20代のリ王女でその構成を蓑4-5に′JミT.妓験

A-1ますべてl?打であり.本検止')二験のtLILlさもその跳 りの物である

4)Iや 蛸N {ノ ジのiJPr

2)サンプル

f'-18m 什を.;1.qした60リー舗を対取とするが60の仏細を披斡舟

が Tベて'JI軌ナると姑強打が披.-I;-などによりいい加.ttな'/Tもl今寺Tう

uT托flがある.そこで.祐捜韓P;は361),肌 二つい こ''f社Iを行い,

枚でLT岐する軌t11瓜 -.,トリクス11. つの仇価の乱入介わせの放01

晩l:対 張紙bY.が-1】芥するよう:二,仇Slサン′ルの七 ･トir･経験

Y:l二⊥ 一こ1'JL/_I

3)分n拭頓

械験PHI ここIL36枚のII.謙一jilがあ りi寸.この一̀j1㌧の1■ut.

LTl.二1}'ているlJ]臥 二ついて.イJ-ジ;I),I/)'いてrLII/'JTけし

て トさい.グルーブのた政やyル11のIflのl̀j1､.のttはいくつでも

銘隅です.rl'JIのJl.Siの イJ-シでJJl机できたとf7L.A.I-.L･こ7,まで'JJ

痢して rさい Jと棉'JTL.//1知故蛤&11限.帖I!tI撫hrJ別で'J)鰯試験

をIL施し/i.また.30JJl以 J二速托してih駿に､lil=t■ないようJi11-

休funをtはLl/.

4)SD法心理冥E3･

次に'd披験井が分放した'/ループについて.Sr)7L･LJJl'A:駿を'L

施した 表4-6に′Jけ 形芥..9)JTに対 し7f三桁の..Ild7Jを指′Jくした

仏吉かこ対してのSl)汰では/J:くグループについてのSr)はというf''J

は的なrJ:験としたfEMIは.放牧名の岐労.分軌J:験のLhlイ川i軸に対

する析駅のための紳助的'R験である.･J･..をづ併し/=LSである.

(4)実抜結果の解析

I)分類試抜

'6抜放満について.60×60の]<を作成 し.そのJJ.鮒の軌を(..I

Lグルーー7(人かている均分 rl｣.y(rJ.･る'/ルー′に入れている

鳩分を OI.サンフルのJ叫操で.IL'I..久枝験&が分甘1を子r･)てい/JI

い丸み介わせについて = を..Ll大した.I)(に,別途6Ox60の

]くを作岐し絡rJ.領の親み介わせについて.｢=Jが..L1人されている

搾験石をのそく/r>枝韓存分の､I'均を耽 り軌似捜Ilトリクスとした

これを.故:●i化 IV別により.この机似度を七日削.'.I,くhIiTlする4'Jl?f_

をf7HLた

また.lIJちかi-イメージではなく某紳のみでJJl軌を子T),+.施与美方

が2γ.いたf/め.これらのTZ一夕は除外 してIHIIを子rリている 補

iA2参M.).これらの抵放片の分XIは抽退Jlr参照され/･い 'E打に

災耕された机似TqJ_マ トリクスを表 4-7に小す.

IOI
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表 417 (左) 分類試坂によるTE舗規似度マ トリクス

12345678910 2122232425l2627282930
MAXACoLesCapam写ZA耕一川qr札止LIJag??I庄子テンキ̂1んrくや?MARUSA▲クカハシlJ今iS)力Jうl{ [4l 】<
lAヽ-Lコ 1ヽZI

YOUト一GKANHLEMAl～NINJINltSunMrYHhらのIl水A才Lt.LつLJくりじ⊥う丈免lK神汁私LL2日 ｣2ヽ112ーtl～∴̀21かtL?lLl十十ヽー+I)ヽヽ2llIll31一Klrr1
文化空}コLj一.TI十や王と}LI色tdlItむかでやihPEトGUlNZ?ダルマ2hamLJSL)rZ～N̂RUYAl
ユヽ:I+ヽナヽ～ヽ十pdllK上11ーーヽZt11小1ーZヽ､F.1こ: n一三

747 さヽJtll一it吉TJJrtJ帆JLll lヽn 小
t的Jk.4E17こわわしやtN山水+L■1 一ヽ一hbl7∩一小事
I.-さし4I完けホ司Jlti#JJ★tl小 ∋くb21巾
t一二十十マック17叫や一N日之出ZI司一リ+Elヽ

二と広JT､コドトールヽlケンク-J叫1-Iインパクト1方今11.カ々力ヽ7叶■ヽi3131Ll4仝i*?dl

7

102

･3)lサ FI,,fo r / ノの分bF

表 4-7 (右) 分類就族による店舗類似度マ トリクス

3132333435363738 3940 414243一4一5一6一7一8 一950 5152 535■ 55 56 57 58 59 60

o小一 IM AXACo!LesCaparns九ヽ はIJIFqLiQ ATJa?77

^ 2< A I

NM ARLJSALlタ カ ハ シM今 i5 力 ノ ラ

0
hZ<

7 ト l

2.< 1V 2 2t 三 II文 化空.1lEli 貸

h 良9 6 h h I◆世 ■4:.'hGJPTや37PENGUIN｣ 】7 2 小ー 6

コ少alTluSerqrM ARUYAO ^ =
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11 6ヽ ∧ 14～十十JhJLGLL7l/ノフ+ヽP.+
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表4-9 店舗に対する鼓JL化 lV頬の解析捷果 (第6歯有価軸まで)

■有I I,l■ Y,4,-1 ●ll ▲･､仙 ､■1JL.-■】■l ■l■l
Jt ■ltQ II■tlt■ltIll ■II
NA入▲亡○411 41巾404 JI什 巾rH nOl

h BOて IJOtJrN All JtnlJO7 33へV871I･ ■P O帥 M d Art-Oh t-<
rAlL 4Orl DllJDOt OW 881AIO 34 .7tt OM ODl 山 ) Jh～ ■ OL J)bt

l-■-'Jlヽ 0014A: OL17 01t l川 1 3eI H上し 〇日 0仙 ･Dln LHへ ･Drh not

l′■ ■l: 01t'OW ■ll小一Olb 36 ■Ja O洲 JOlt O_､ lL O､1 IIIT

II-&く< dll 小切 AD.1 巾.折 JlL4 013 37 t Ol■ P小 llh7 1)･A nl)･ (･D_,

タやハシ ･DIIJJI･100l lH〇 ･OOZ イ‖11 :沖 ■r･▲Jん. 017I OtP lH～ OnI AntOBI
J}巾8/ウ 4 I■ 02I･○_q ･111 031) P.rl q Ltヽ OI･ 0,Y DOご hP=

JP.LI J2 4▲_'ft_. Tul l】tr l Olr nrtD～
rln二 43 り̂JI O叫 IInrT lHl rllTILInl いBJ

0IXI0l)7
01A LTÔ

JIM 0tN ▲S L功 010 4nrlnlPOlrT nll 1-TLJ
OIJ hln ▲6 1tヽ oIJ 什rIE1)rrt州 I flO▼ 巾rl■

17に _ -OLHfl0?0011rI U(X70日7 47 -′7ケ Ol)I 0(≠11lrl OIJ Ol1 00J

16L.⊥ L免JDL2 1川7 00･ltlOtP 00三 Or)コ 48 1fl O17 0【11 -0ltl OllDO1 001

19-(リJ(･人I的 ･EIllA)0100I Ol0 0叩 00J 49 rl之HJI.I 【‖L nOl･巾IZOrn･OO1 00J

21 .gL,A/二んJ)OltTOO･OtnJ10'1 00l rlM

22 え化･L/ tHb O20 02100,1OJIO71
23 111～ -o(姑 014 008 巾伽 Ol)1 00さ

24 tJlと Jl= 00rr I)01 IIIZ COL Or-:

25 巴IrA O20 0(p Orl OI1 022 小Jl

26 Lかで17010 001

27 PENGuN -OI2 011

28 7LY･〃Lヽ Oは

011 110ヽ Oll l川ILHIOOI
LJlJt OLH nO3 00LJ On↑ DOI OO..
トJL001 OtII Olq PlT Oll (JtP

γ/ † 4 001 L)Ol lHO (HI tH40(〉1
イノバクrO15 0Ll lH0 0(H O}1 019

om 56 Il寸 oM0rhOru(Im ()Ll lI仇
oユ1 57 ,(/hJJ O17 LH〉l tln三 OM 巾10 00[

a

a

S

N

爪

G
S
か

07

伽

■

■

E

小

二g
:

8

SB r Ol2 001･nrn nO7 OrI7 0IL1

59 flH OO7 007 Vl1 0rp J.07 小什■

68 也&ウ oTl の1OnI4 0(〃 n110rl

2)SD法心理実妹

披験&が'/lL,-プことにlL･lr}Ltlイノーノブ tl7I-ルfrそのy

Jレープに鵬している指小淵 のイメ-シプリフ f-ルとして根い,lI,

舗ごとに各披坂井のイメージ1ロフィールを1'lJf)Tることにより.

)か.l･.-のイメ-シフLlフィール 表4-8 をnLIJ.した これをilq

T-uJiぴハlJ,/ ノクスlll_交ILl]むによるIAllJJ川テ::かけIAh'&･州Ill

L,lilT･rIl''Th:.川1-flir'･も1川 iL1=

(5)実験結果及び分類軸の解釈

1)解析転果

政行'(化Ⅰ∨机の枇米を第6EqイJJWi軸まで)<し/=ものか.衣4-9

である ま/I.SDIL･.L､稚'k額の閃 (-)Jt析耕米r_{表 4-10に′トす.

糾AH-(二対するM∫-i!主!'丈を表 4-I1に ′Jけ
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泰 4- 10 店鰍 こ対する因子分析冶果

尚子A荷t 匝】転後/ll'IJ77クス法

EB子1 因子2 Ea子3 Ea子4 伝】子5

続!3,された やは･-I=い
くE}い壊し 明7/.t蛙し

っ ′Jf~い あた/_かい

千早f+L 悶fZ/+I

つま='なそうf_･ グしそうf+

同比磐のある rfl鍬的/+-

1_しい 稚い

押しみ.こくい 均しふや{い

lJU,のJlい イ･快/_

軌 等r+･ JA柿のあ7U

さと'-J/= ltu(nJ)/i

(Jl栴6 0829 -05二!1 -004R JHXll

l)qM 0O71 10.10Ⅰ .0CLL4 _0021

0057 0171 -0681 0(桝 IJ2q

l19W nlJJ O177 -0047 .0_070

(I9JJ 0O24 -0184 -0I90 -0050

イJfnl 015() 0369 0IHツ ー(lOll

(Il0I OR77 -(I181 -0200 1)010

01Rn 0I(博 一0722 ･00J2 -の 151

0日71 り榊 1 0029 0119 0(祇R

-017I2 -0711 0247 -007R 0110

0092 (=121 -0.6紬 -0_101 .0082

'-hらつい/= こt,<･二㌧や_/_ O糾9 (J667 -0283 ()CIl1 0伽 持

LJRTな 地味/+. -rJ.)11 10[25 -Ol2S _om ooll

くつ7,いた よそよそしい -0071 -()139 0806 OOu, 0007

束榊 u 2H I.941 286Li 021月 OlTW

l汀IJ)千(q) 1714-万 2吊17仔 2048tf I7OI O91甥

媒梢'&')▲lt(q) 1734ql ('551年 8599LX *769巧 8862

2)SD法心理実験における因子の解釈

襲 4- 10で布Ij一平を比ると.q,3lAH ･までで井呈fLl(.仔■j･･千'922

%.箭 二囚(.の寄 'i･1'も232%あることから,約 三IJJl･までを1.1奴

にJ/1折を進める.閃 [一針対日 'lllJTW:から解釈すると.u rの始 りと

I+-,i

a)那 一日/･は.rTyJるいIgじJ. 射 LIL/.L･J.r･ELそうな,,｢派丁-

/JL･.r開放的な｣のIAIJ'･rl('pll'.tが人t･く.HF.ft.吐 lをJ<すも

の とA早秋する.lH 'IのrlB掛 川 日 ･糾▲-が大きく/-･ると17桝乍肢

がl付す

b)策･ 阿 1'は.rィ､快/J.J.r恥 -.Tやlf･'たい).r約 ･.I/.IJの囚

J'･i't(F'1;I;が人きく. 丈 .E"'淵 を)<すものと解釈 Tる. 11二i'!

の悦操は閃(-i耶 f.が人きく/̂･ると l人･.r,7-fn がIILt少する

clれ 3lAlrは,｢よそよそ し い!.rきど･'た｣.ド)d)たい のIA日 -

('!佑 '''1-が人きく J鞄近割 と解釈 ㌻る.tr.L'IのllLI操はIqlf:LtJ..

が大きくなると ･鞄近悠 1が誠少iる.

･7日 す 仏Jl/ノ >rのかPr

表 4- I1 店鰍 こ対する田子/得点 (バリマ ンクス直交回転後)

店Ii 店■

8号 店島名 因子1 田子2 田子3 暮号 店舗名 因子1

1MAX&Co o_281 191I lm 31717 1197

2Lb CJfuLnS O192 I耶11 1116 32沌tそは OJNt
3九h LOW.i JIl叫 .三脚 33心 亡 t J･･ケ iL斗 0叫コ

4 L乾点iQi 09は

5JaγM 0721

6庄子デ/キ IbO7

7王んそくヤ I519

8トlARUSA OW

9タカハ ン 4日70

10/.JL西カメラ 0648

ーObI7 .三HzEI

O(U2 119叫)

0719 (1711

0SEII O7W

O41l -1Og2

007 0101

I11ポ 076て

11YOU＼GKA＼

12LEMA

13NINJIN

14SuTN-Very

15みちの

16水H.管

17につし▲く

18じ⊥うX苑

19マリや人形P.I

20神II商店

0146 ･115l L718

0011 111･l L9(12

0687 0967 0045

ION Ol19 -0日1

-0292 lEj)2 1288

0691 0糾2 0106

1(I2O tH 2X -0169

0447 1111 067L

･04紬 04く7 0(】I8

-0489 1O78 -0b柑

千持

3

{1

L.

･-

.れ

▲い

34缶が 書

35･上

36始点

37隻

38こわめLや

39付目IILiEtlJ

")

:;

-2.

仰

=II

い

U

.-

40山水や l.051

Ji

.=

小

1F.

I,｣

仙

仙

t
､

｡1

.~

ノl

T

.t

l
､

∧U

､U
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図4-4 店舗における各固有値軸の布誰

3)致t化 lV類における園有価軸の解釈

九述の過 り.致.'it化IV労相 秋ではIlJイ(Illl軸に/Jl好lの 缶昧一紺(杏

I)えることができない そこで.それぞれの恥 こついて.解釈を1iっ

ていく.また,図414の終州イ1-仙軸のJl柑亡を見る桝り,qJ51hlイ1

帆抽以 卜は,trL秋のJJi蝕を分牡するようなIT71L.rltとなっている これ

は.その下は 卜.I州火なけ邪が明らかになっているのではなく.紘

;川.)な辻拙合わせの好物として七えZuべきであり 以 FJの'Jl桁は節

IlAlイflJi軸までについて'ITう.

a),P,一州イJtJ梱

?, rhlイ11小針ま.文相によるJ/ltLlと解黙する 文相別に囲JlyI軸

の仏をTHr'し/=ものが.図4-5てある これを止る削り. 一流の

例外を除いて.熊山LAl/J-依頼ooJ付i5:をlk:こして,物取り,と飲AlI;

;一JJナ軌されている 例外であるサンノルに,)いて横ニTLてみると放

允II.であ71,にもかかh･,すE.I.lIJWl軸の他がfLtいものが2■.1湖 補遺

1:ll.舗 31r7I7j 33 火!;･.かソ-1ケ本舗JLあるが.これはと

ちらもカー/.1ケT.T.である.まf･.御坂1El,であるにもかかhl,すlAIll

仙佃のtltlが人きいものが 川 棚 補itl I.1,舗25 色lHq｣ ある

これは.日本茄仏で.比1=日には);茶の史をノ[=7JJ.であるのか,和

風喫茶爪であるのかtlJ別 しにくいためと.tiJJ)れる

F,Lす 仏u /ノ >'の分PF

図4-5 第-E)有価軸と業種

0ヽ● =_0●●● ●. ♂ ◆: .口舌...D.i..裏J +_Jj口.ロ..:.了..tO
◆ D ● ●･.i..,0-ど . 0.Zo o.

D D 口D. 雲 で + E).+D

D ◆◆□ D□ 口 D _つtI ● ◆ 団子1

I)団子2

図4-6 第二園有価軸の価と因子得点

bJ那 ｣Alイl一統鵜

川イ1仙軸と,SD71;･L･PfI');坑との4川.iIをLLてみる/.dJ.行け..fJiの

lA11JILlL柚のIEIlと囚(･相.'lJのJLl抑TZlをn漉 した EZ]4-6.これを

止ると.軌 .囚イJd畑 のtdlが和え7J:1'tい,Hl-r /-榊川はJEめ='

れ/A.･いが,出た払llAJl.･712lJdlは岬加 し.?,3lAJlは娘少する

紬向がrあることが比て蹴れる.柑 こ.rT,21AH IilEH'よくや日.LJして

いるよう:JLて取れる.そこで,このような州IVJを比7J阻 rl掛目l

Mを子rう.I-.'.J.I,舗のサ ンプルLUt,このJJlirrlゝ仏のl川さIrHi.なるべ

く多くのI.11舗ハタンが入るよう､二.いわば慾B:的に仙JIJ.しており.

〃汐
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襲 4- I2 第二固有値軸と因子得点との重回帰分ヰ斤轄果

止左tHt 中細開陳故 .dEn史談 恥 Irqr 恥2内I 帝 3川 1' 左故畑

0.72叫 081511 ftl印叫捷奴 orP O柑ヱ 収 000I

Ⅰ仇 4779 87約 6Jlユ Ornt
I;モ 141le lqEllI lqrJfを

図 LI-7 窮三固有値軸の布韮

ランダムサ ンプリングではない}■,かLL,,rTuL･]NJJ)折は必ず しも適切

ではないが,第2L対(-の分Jf'形が枕ねIIl根であ7Uことから.参考の

ため.lJJl一批 ■】J'r戊Iyは 故.I/'HJ仙柚の仙を批点l日生拙とし耶同村

分析を1r-)I= その丸Il刀さが表 4-12である ･rLl"lLli分析において

も 那2lAH'-が t仇.hi回郎隣地の絶対1lhともに鮎も戊FyJノJが.rLlib､

従･)で,折 二Ehlイ川棚 は.E月(2と概ね ･放 しているとぢえ.佃が

lIつえると ｢よこ.I..1,格｣が減少する r丈 .["r.f別 をよす分Hl抽である

と附釈 し/i.

C､第 ._lhlJT納軸

この分析軸は Q,5州イllJr軸以 ドと同様に. つの1.1,価 (補遺 1

JLl,舗55rl ンバJ/トい のみを.JJlK1る軸 とな-'ている (図 4-

7▲このhl,舗の イメージが恥殊であっI.:ことがIJ･Jえるが.この Jlt,

fJiは. 階にFHHlを牌えるク-I/′であ り)'.L､枇代がよく手(くようf+I

耶心L%別 ~はあまi)､一.地 しないえ惣である E,E･)て riい枇代:二は

/+IL'みの/A.Lいもの r･あ )I.uT徒11が11..lfくJJl即の対'Aとしない.

d)..jh,EqJlI.1イlJ仇抽

?,_[1.1イ暮tIT軸とrT.Jはに 'Ltl.I.価のrAlイJ'Jl軸の仲とtJn'atLJ.のil)Irk

川を作成しf/ 図 4-81_これを比ると.LL,WIr仙他作は明快

/j輔II'lは比て取れない 磯いて=えーZ.れPqEAlイ)'JJl軸のWi.が和える

に従い.節目ql･は減少しlA1LrLLlI軸のJれ0付近でlfl加に転 じ,那3
囚(-は帆月に収少 し抜ける仰lll)がiLで取れる n .rJ'1411IL軸とr･･))並

れ II,t山d lJ- /のかkF

Cg]4-8 第四固有値軸の価 と因子得点

表 4- 13 第四固有値軸と因子得点 との重回帰分析結果

決定係政 並柵掬繰出 血判貸也 約 1円+ 那2糊/ 恥3PJf 雀抽dl
02150 04617 佃川場焦故 _04TB O.11王 ,O≠11 0OOl

r仙 2810 0,969 249コ t)仰 I

ド.必ず しも適切ではないが,.rL:lEllh;i/Jlqrを守TJ/･ そのLI,51とが蓑

4-13である こitを比ると,範rWAlイJ仙軸と机LIA](,?.3EAl

Tとい こrlの州l'Bがあると思われる ここで 71缶すべきは 'k述

のjdlりこのfI鮎川がランダムサンプリン'/され/物ではないことで

ある.11に軒IqlEI,1イJW湖 の仇が0.5を越えるII.鰍 17llt.SJLか/A.･い.

収');の177細の机l甲州イJILttI一に対するイFIl_JhJLHま知り門ないが.この

.WI/1をITil･･JI.古分析ではサ ンプルが少なく輯仙されているpT能作があ

ち.内l妓包4-8をiLてみると梓にこの溺JJTで机lHI-.ALL二の榊F'il

にtIZ:しているよう:こ妃で耽れる このような状L妃を勘案し.この糊

合邦3EJjlの搬少輔rL'･Jが血ともィ.亨朝できると川併 し.?,lWA1lJIEl軸 を

(Ilが和えると心椎的郎従が近 くなる r･L､岬的粋牡｣を女すJJl机軸で

あ7Jと17秋 LI=



(6)実験結果の意味

uE-_の分gii尤挨縦洪及び,LJlイJ/LLtbの解釈で.人々の指,)イノー

シ作造がFnらかになった ここでは.明らか:I/J:一1=1'ノーシt井道
の 色味に.I)いてT.卜の ぢ>,Jiを加える.

JJl解説集は偶々の妓鞍月が.L J くり'Ljl'tを比でJJTII7を施してい

るた/).本Lif発で鑑別するびJヰノ ･七 シ蒜の イノ-ンの断切fI道

か(}止ると.Il..;次の イメーンまでieilした後に'Jl加をJ:亀している

ことになる.'Li枕その分軸は.本紙IA:の牲叩'tfるイメージの新柄子音

遇とはならない. また.tJLD.りヒrvdL,こよ7J解析は.枝簸ELfJhの

1'均的姐似牧を杜†叶(-的に比ILY+る町.二.虹も糊EXlが,I:.I-い♯を鵬に

卓LIJ.するJJはである.1')まり,lA1ll仇のJlaJl:は.ll'E)的人171)が鵡次

のイメージ(_･誇めて'/171IL/-ものを仙仙 父L',)いて糊l'n'.'Jく分Biす

Zu蛾のJIAIlである.その1=dJ,人爪の記憶塙t再が介用的である/..･ら

げ.'JIHI柏のJEiIT:にi'(･'/I.1高次 までltV)たイメージ の'Jl加牌

31を]<してい7Jと考えられZu
ワニ与英LI,米及び耶秋に従えば.Jriも/)1机も1.ifさを 一次ノLrC･柳川,I:むくよ

す帆 即 ち節 -EhlイI111(!柚が又小rtであった これはI.I.訓 イノ-ジの令

仏性に)ly)'きJJl矧を子rう糊合,Lrkも).I.本仰 叩tT)娘もtJi次JJl即断相が

果純であることを缶昧 している.[遭知遇和に13いて又経は-LE加が進

んでからでないと1V,iiできないがT.帖終的に..亡憶に/F'lrするイメー

-/'ネ ノトワークにおいでは.Xi柚が･rt'BfrJ:†攻桝を.E.めていることに

なる これJl軌3年において批判 した果機構劇 二J:る満濃地価r掛の

分qrが,飲食仏.物販I.ljという他めて)主催的なレベルにおいては,

イJ効であることを示 している 逆にパえばそれ以 卜に耕かい'JIEiに

ついては,'dl路 イメージを考える際I●も.あまり缶味がない物 とLil.

われる.

特殊な店舗を除外する?,-_LAlJllII軸を除 くと,以 卜の分新構造

は.苅 1.E7'lJlJ仇軸 (Jl.."Jl格).&,lq州イHJl抽 心神的抑従 とな-)

⊂いる これはこの粕に分光l仏道Lより)I_本的 (11モ次)のJJナ那軸で

あることを示Lている r丈 ･.'.ll.I;日 のJJlyIが .心JT的抑牡⊥より

も陀=kであることは.dl.鰻的には.r輪施E'il●r柑されているところ

にゴミはれてにくいIr托しふやすい場所であ 'でも格月が.I:,I,'けれ

ばTlJ汁､統帥では入 り:~くいJとい 〉[=例かLL,神野できるが.uTiB･

メ ノセージpiAを前提 と㌻ると.より鳩の'i;T､h=と･'て.･Tは:/J:分別軸

であることを.e叱することになり卿人77:い

月lさ AJ-a /J )のガL･F

4-4. 店 舗 イ メ ー ジ と情 報 特 性

竹節 で明 J,か.~した[iiiBJ)イメ ジtAJをIl.'･･,払ILIJLL軸 (雷

ftL･7T,二UJIJ的軸lXI･品肘 ,第rq閃lJ'仇●f･亡､岬的恥 ■)とい

I)分加書道ぐあ ⊃た で梢が集削釣の状蟹の分場拭娘で,範 UJJL班

:一人もく掛 ･ていること.土壌めて照代諾いが.こ4.は.本研究が対

象とする =);1'ノーシではない 従って,取 r)爪えず･71-況イlVl.～

も除外 して._次 イメージが成れているとぢえI,れる7), 凶flJd抽

(挺Ih.格 .苅四FhiI7tt佃 ､心確的T･-書 を対象 と_tlリ.トこの 2

+が作る平面を店誹イメージ平曲と呼ぶ',,先に計測 したi,7粗特ft

との関連をJJl析することにより.1占Siの分切株込riIl稚拙什が'..fiL)

しているかとうか検止をirう

(1)店舗 イメージ と情朝特性 による各店舗類型

JF汀戯イメージ平【剛こ.情報特捜に姫-)'き軌LE=ー1=I.I.Sdl机ヤりlJ,El.勺∫

rTIしたものか図 4- 9である また,その分Jl)1人況杷Tfせの怒号まで

に.各軸咽の丈 .r,ム格稚,.レ理的郎維軸に対-gる･TIE)及びU.呼加,Y

を泰4-14に小す これらを見る限 り. 邦の例外を除いて.多

くのIb舗切倒が概ね肘まってAILF_されている.これは.人が相和特

作lこよりハタノEl･:一介を行い.そのバタンに応 して 1メージが映まる

とする,15i此メ ノセージu～l>のIll当作 を小唆Lでいるものと.Lil.われ

る 少なくとも.冊紺特化による分析がイJ助であることのこ正J.であ

るとぢえる.

以 卜,それぞれの簡刷 二ついて見てゆ く.

表 4- 14 店舗類型毎の平均及び標準偏差

讃2G]有他頼 (実 ･品格軸 第4EEI有価軸 心理的柁♯強

物販ff等抑制型

物飯店内直感特化型

物販石弓全妃号型

物販強全書己号型

物販dE感特化型

物販店外直感特化型

飲食fl月抑制型

飲食屋号特化型

飲食無特化型

飲食店外直感組甥4引ヒ型

飲食ZA理特化型

店外払理特化型

j).101 0143

0.067 0154

0)49 0(旭2

0118 0081

()011 0(乃3

0061 0017

･0097 0.05J

0OOL 0049

-0040 0126

00Ll3 0021

0051 0064

0014 005時

0062 0115

-()りうI O102

00LIO 0loワ

01r76 0lob

0(汐9 0日7

(JW 0L15

0(159 0()19

0003 00令l

･0什11 0(い9

-0048 005式

-00名9 0078

-0.034 004J



句Jf 爪N / J のbTff

図419 I‡頼特性による店就類型 と分類放映結果

;nlす P.y lノ ノ7)かPI-

I)物販伸輔抑制型

LI低価If･31占領が IX-･品格N.心押約秒1♯ い 6.･12)(以

TLPl～作のみJ(..Li)近傍 (.～ll.がある 心坪的抄■が追い l■LlTWされ

ている.唯 -例外が(A.09,013Iに4'L7;さil-るIJTu' 補遺 1.17,tJi25

r巴fUやI,である.先述 したとおり.飲食U,と姐'Jlけの･)けにくい

拘取F7.であり.後述するように飲食tr'J搬卯Iq机 二近い他ITIJを′Jくして

おり.このサン1ルの特殊性;=依†Iした和7'tであるとろえL'Jれる.

2)物販店内直t旦特化型

これに..女IJlす7uT?.舗は蛙もkJl:く心肝されている.しかしrJ=が

ど..令てqL婚なイメ-ジを持つ (l対辺に胡)lTTされてtlZJ lJihE耶41

の内fIにある.このタイプに関 しては.'J:験よJカLL日.されf..イメー

ジ I袖】上では.tl'1稚特化により中桁のイメージが形吐きJt.tlll稚れ

咋以外の圧PIT･なt'のfI?椎がそのイメージ決'i:に対い1川している柚

と考えt-Jれる.-)まり.'E鞍より#Llほ れ/･イメ-ジ I'lllHi.fILIt托
梢作がillするイノー./'lJ一面とr,-卜光なっているとい:)恥秋もr-T舵で

ある.†uliuこせよ仰托された節城はIlこいものの.rllI.1)q)イメージを

作るという帆 l'lJを川謹みとることが.1J,来る.

3)物販弱全記号型

該､Jiする3lh舗のうら2T占価がt]'｢隅(品が払い ･tJPll的抑補が

追い)rr.I,ほ っている 織 りの IIh舗 (補itl IJ.紬 7rまんぞく

や｣)は(008.007)にJTJ-I.rtlされ 心用的粒他が人きく沢な ,ている

これは′̀J:lllを比で耶るように.人きくシンプルなrr政を脚 rた 1.1.紬

である 従って.このm価のJtflrl.Lull-Tか他とy(なるのは十I'付け汁kの

.t榊において,テクス11rをそぼしなか･)7'J/めとFiL.われる.まt/

Il･JJ求に物地価/ltL,Lli3･和よりもJ(lr.J隅に/lJl'付されてい7JII,価 (補遺

1.I,I,･舗 I0l今昨カメラ｣はフイルムなとJ:f独別して)うり,他の

IQ ('"lI陳列に此 して,テクス1十が細かい.経って.これも.テクス

チャをろ紙しなかったもち米と考える.

4)物販強全記号型

JtJ'JiするLl仏価のIJl.3爪輔がLlト隅 /(-"')が好い 心jV的批tが

速い,にrF'は -}て布IT'rされてい

7U.噸 ･.例外の坑儒 補遺 l I.1言舗 15rみLl,の ははば小

火にJFJLTlされている.これは ì仲Il"川,が Lト人七一lン/i子J:I.+.dJiニiA

札が]を ･叫的ここLTHJllしているものであ7i'.Crlll/J..と'の他のtl'Iaiも
彩YrL.さらに 時的な,i'FF_L:Llシナであることが.助束LJ<･九f/Ll,X･と
,払われる このことかLL)一帖的なfI'J柑'jel.;の変化は他のTl'l紬をJ'テ!;:.

､こ.触Jt的にイメージを変化させF.LいIFl能刊を小峻 していJl.

JJ.～
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JIB

5)物販在捜特化型

.滋､Iiする7IJ,舗のTJ16I.I-価が心坪的yl._書が物販1.1i外れ根特化qJl二

次いで爪いとこ7)にまとまってJr)llT'Lされている 雅一(OI写.-014)に

巾JIF'tされ.心JIP的郎Nlを速く計仙されたIJi純 (補遺 1 7.1.紬27
rpENGU州1)は.tI､&恥¶からも.他のこのタイプのJIi舗と比して

_J>稚p亡けが多い点 (寮4-4)が指摘できる.また.拘触強/lt:亡旨

糊とLtして肘勺llI_桃が多LI/めそららにもIJl出lさLLなかっ7=特玖例

と.111,われ7i,.しかしなが･-,JTJL'nさItl=場所i･止ると.拘触感公方L!il
qIの近作であり,払L,tiン)のイノー1,'形成｢対する和みの逆い即ち

詮PP_lL!13のJJが敏悠I~イJ /形成に'.tf')しているL,T捷Ttを'J:喉し

ている.

6)物販店外直税特化型

･L､雅的批#LdHtlJl一..女Il'lする令ての).1,吉AiがJt'J耶されている

7)飲食伸輔抑制型

.,負-(1する51J.棚のう(,L=Ll,輔がト008,OO各)近作 (やや Lt'Jふ やや

心理的批Aが近い.にJH咋さJtでいる.物販tl-1椎抑別型とうやなる分

布が見られる.1帖tJi(補ill JhほJ55 ｢インパクト日 がやや

JEれて(一015.-OOJ)にJtJI71されているが.先述の)かJ,tIlt芋粥亨惟以外

の偶粒が人きく'#'ナL 恥 -_関村他♯てこの仏舗のみを分朝する軸

がJLH来るほど披験有には的玖な物と1j･'/_-lh舗であるたれ ある杜

IAやtTを相/J.･いと考えL''れる

8)飲食屋号特化型

..女'L'lする31.I,lAJの内2J.I,舗は飲食tl)紬卯hlJ判のr勺榊に4)J靴されて

いる.残りの lIJ.細 く抽iBl lA舗3Jr.1,-!Fll!J は(005.-0091に

4日打さJで13日.飲食I.tiむln.税._Ji押特化V.とト句作な布Ftとな でい

る これはこのR鎌が1I-ン帖であるといったX_管/J.どのIl●i轍か

ら.flJ析され+物とむわitる

9)飲食無特化型

..負､1け る 川一舗のうち2Ill.紬は机ft柑)γ,l河のIibI)ほほ中火にIlflrTi

されている 代りの lJJ,稚 【補述 1ニ).I,五郎59川;柑｣)は(007.-0()り)

にjlllr打されで),り九の.I.llflt･tとI｡Jlkの械ll'Jを1.i,) これは.この仏

価のlr他のはとんとが.ときJ)い′ホぐ.Iiかれているため.色の持つ

イ}-シに従い此丁一なJJへJt持しf/杓とぢえで,lLる.FP)のもうl

JJ.舗 補iA1:II,舗LI暮r彩II-･Jはト022,一OO5)に勺】;F''され1T T ノ

クのような拙いをf;i･けている このI.1,号Jlは人きなカI/ス取りの

ショーウ(ンr:,JJ:こ秘めてL,～.I,Loft.,;.1ン7 L･i･な皇′トして13りJI-1
稚特作の.H.FIa.仏タhIl_uHL!f･Iが多くfllLTること:二なってしまっ

たたわ.このようなも1.X･にT.I-'たと.IL'J,れる.

井 Jや qAIJJ /の かJ･i

10)欽食店外直岨 ì理特化型

u女111する7t.I.嘉萌/J'てか.Tfl心から那1製駅の))!こEhlま･)でJh笠さ

れており.この軌411こIIJlしては.')二輪卜より,.q出したイノー/'と明
快な 一紙がkL-)れる

1I)飲食論理特化型

AJiTIの械l･'･Jは九､二放射llj外れLu釜Jy羽化竹と似ているが..卜LJJ

近かご〉恥 1穀伽にP.ねまとま･_てJTパnされている.

12)店外こi理特化型

こLも,飲食JI.外れ松._̂即羽化唱とIIEl棚の4珊 帆IJJが比LL,れる.

I3)店舗類型からみた布荘形態のまとめ

u r･のIr'川i41竹卜もと/)くI.1,A舗方lW_の-I:与純1.米との'3:き介わせに

i:り.･部の例外をのそいて概ねl占細別巧IJ.ll)にまとま 'て')こ娘払LI上

によるイメージ1'-LtllにJIJL叩されていることが槻Jiでき/･例外に')

いても概ね分岬的耶秋がuT能であり.タデおl試験紡射ま1111Lメノセー

ジ,.llhか.tl.'i:Tるとおi)に,fI'J報特作がハタン分苦tのIr･-■生な指はと

なっていると々えられL.

a)計l群hlLの問逝
II7稚IFltの占t潤をE7tlf/l比Ijけで代弁した･Zi,シンプルで人ヽなlr敗

千.細かい人t.;の腐Il.,'1とい-/･乱捷竹に起EqLで例外的1.I.別Jかあっ

た これは,tF'l柑;.:の.1日剛をエントリt:A-榊 票など,.9人してfpIT縦化

することで附淡lJ川巨とulわれる

bIfILJ経的¶以外の付目錠のf川1
tfll糾特作[:)3:づくJLti細,TLt型似 二.JIl粥が牧山まとま 'ていること

が確認さJLたが,

仙椎的化以外のをLJJL馴 iJでのTl:.7JTI)こイメージ)によiJ.叫端/+･41

iTltとなっt.もの

･Ir'川ilHlUll外の紫lJJ(丘lJ7...つの.':.i次イメージ)にJ:り.巾1抑手引川

がJlLが,)I_とultわれるもの

ち/llI-している しかし.'Jl知試験のも-,LIとは'JJl-iをし 'くり比た I

で了rわれており.この九･■tJ''-紡軸,心PEl的粋札軸のイメージ l711Llに,

tI-I縦1日′L以外のII'J轍に上るささずl叩らTL:..)次のイメージの;37Tが入るこ

とは避けられない.従って,似TT形猿が晩んまとまっていることは.

たまたま,この'Jr軌試験により卓tIJ.し/･イノーシrllllと 次̀イ

ノーシの偶成が近いことを缶昧Lている,'過ぎない i,ト)で.'k述

の血･7.本研究がと7U検.Ldは.-)讃美rrrJに.汁1印されたイノー/'I~I.'L緋
特fl::よるイメージがl勺'dされているか√Tか:=あり.そのIlJ.こおい

ては竣工J=が.LH.束た物とぢえ71..

日7



功44 広ulノ ノのかtl

/i.Lお,納経相性以外のtIt相として,又整-が1 t ン1J.であること

〟,より心岬的粒杜を血ぎけ.派71-なイメーンに適移させる仰向が

あることが ′Jく唆された

(2)店舗 イメージと情報特性の関連

次に.それそLLのIIII維格外Jdlib､Jlt,細 イノーノ形lkにと̀の11/J:fltHW

を米たしてい7Uのか.,J.一切l~'Jl折する.

1)情報特性の各情報JL佃の布置

そこで.ます.糾1'f維;.;の仏がイノ /1'-llElと.どの様なf'n地を

持･)てJrfL'riされているか比でみることにする.イメージ17ItEIと外tI'I

紘;llを て>)IJL的にJiBLL/･ものがBZ]4-10-I3であ7i'.

alJ.ri外l/WR,;じシナ ｢図 4- 10)

那 二象駅から第 一袈ritllll'lJJTて岬加納r''FJがあ(),さらにIl,i.1171.J'速

から?,関取Bllにかけての岬加仰向をiLて触れる.即ちIh外れ税.;LHl

が少ない秘fi.Jll.格があ り.小児的距蛙が追いLl.舗 イメージとなり,

店外血税.;止;;が多い場合.A,'.鮪はql柁J生で,･L.･確的肝姓が近いイ

メージとな7U槻行と .T'.'.格が派f'で.心憎的粋_書か速い職分の 二遡

り/Iliすることが佃える

b)I.),I勺lIl.組 ..L113-(図 Ll-i1)

鉄火l(1,(-)3いてはJJir人目L'ruは 一切イflL.LfJ.Lい.また耳別牧 い,Aにおい

ても.この F7LLllA.できほとの変化がないことが比で取れる.従って.

指仕としての分枚が小さく.バクンZIEl付の指ほとして強い缶叫を持

たないことか思促 きiしろ.Tl=ノ,他の.,Llllとの軌人命わせで,節 こ

象取引'おいてはけ,rLldl_uぶllI='けの発1Ltとなり,?.三製隈のJI.Sdiを

特赦付け.ま1=.域･■HI止かL-'第 一隻脚 二おいても.他のII'JtJiが際

たって人 ＼くないため｢Lflu,,L!'･I特化僧1の肘 こそのパタン::とっ

て41微的なtl'(印とはなりでいることが†''Jえる.

C)..N̂J7fl"Llll･(図 41I2)

祈 -:敷恥から節 ･穀触HtlJけて岬加Wrl'りがあり.さらにl札･'.､付近

から?,MIA仇にかけての州加帆 E,ほ 姐て収れる LJll製駅への.節

Iq製rRへの州加傾向のJJかかなり強いこともL''】える 即 ら,dr̂岬.7L!

lIが少ない叫介は,-ul桁があ l.心神的称杜が退 く _LI坪.,L!,)が多

い糊含.iに.-("I.格が軽く心JV的節足が退くなる ･部は.心岬的

抑姓が近く,.["I,鰍ま■Ilrll吸となるという帆向が1■LJえる

･rlr 小JllJ ,,のtrl

図 4-10 店外直観記号と店舗イメージ

図4-11 店内直観喜己号と店舗イメージ



図 4-13 屋号と店舗イメージ

･7)Iや IJ,d l/ ノの分村

d)屋号 (図 4- 13)

軌71l･･=二ヰk/1･Vlであり変化が′トさい.tflI..A,･.1▲.か(,?,ltllA恥 ･

I;･】けてやi,Jff加帆 叫が止られる 従 ,こ.JJ.仙り瓜.Llilとi凡.(i;i

の帆 Ir･J引付せf･ような傾向と/i 'ている.

ulの1うに,柿:=坑外巾軌 L:i;.品岬ai･)かlJ.fJイノ ジIIJlAi
とのPq度が強いことが妃て取れた けi外山m L!伽i多い叫分と詮秤

I;Lli3かすいJii[ゝli,それぞれ -_か Jの和酢が/..Lされてい,'=が,この

巾･抑 1 ㌢t,(,ち.I,ほ が･IIIJrで心坤的洪増 が1rlいものと.I..J.fhが

5.く心坪的朴書が心 ､ものの 'gI)である.この LbIrEl.rぷ坪

p亡lIが少なく,1).仙I._拙.三亡･)が多い叫介Jilf'Jji,Lî叩記t,)も多い場

合が後月とな ･ている.と鑑介的に耶軒することが川尖る,また.

t''JftiT.:は.机 二染付iからP,-IiL収に向けて州加･[る帆 '.Jけ ある.

紘,,てこのような帆rulをまとめると,図4-I4のIl/JJI.Vr_軌向を

確認することが.LIL.来る

図 4-14 I書輔特性のイメージ平面での布置傾向
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表 Ll1 15 美 ･品格軸 (第二固有値軸)と什重刑寺性の重回帰分析揺果

tキ-{什n ●Nlqtl託 .q■ltZl
rLtR J,'勺.rfu

L ･J kl･] JhL7妃号

0ヽ70 071ヽ TGl｣NtfEt lyYH nnll Ol29

依 1三糾 1三三2 E.Ⅷ

71'JLIJL ltイI1 1tfイ沌

Eg)4-15 美 ･品格軸 (第二固有値軸)と各冊輔JL

2)各固有値軸に対する伸輔特性の説明力

び心坪的印書中日こついて.tlJl純れtlにより脱叩JがnT能であるか比で

A)く.

a)美 ･品格軸

I_/.,''格紬と約経的ftを1.1湖 11)にJT'即した枇米かEg)4-15であ

ら .これをみ71.と,d̂fY...Llll及びJ.1.yul-_M.,tl'･)が岬iることにより

派T･で1117ほ になるqIム】が,たみとれる.i-稚nLliJは凍r･さを沌Et1-4る

物とギえられる この開院が山根的であるnL山1ないが.確認のた

J)Iq I,4311/ /'の1Jer

め.丈.品格軸の他を拓説明･A糾 二. 終 .〟;の fr'Hm.(.:を,亀Lyは 歓に

iEn"JIH竹 折を行った.その拙米を蓑 4-15【-小 T.LTllillhLJ,1桁の

kL架でも,LL'L軌 dll一及びJh外小払dlilの14JI･.1L.1抜放/iU'r仏とも;-.

払い仇を,I-.している.

これF'1り.d̂確oet･]1.坑外･rJ_椴iL!13･の以ノJが多いというハタン

の仇雑件.凍Tで茨稚r..-肪fJバタンとして脳介される付目lLIJがあ7i.と

ilえ7U.

llLL.ここでiほ し/..･りればならないのは.'L述Lf川.外1′(帆 tl

仏的(.uJt!ilが多くi･押.;己i1-が少なL叫 汁.T:･;"ll活軸のq'けさIi

と4'r''くな;'ない.これらのrh外LlI_捜..L!llのJ'が多いことで特成一)け

られるバタンの仏舗は 図4-15でのF.I,ytLTL地記;i-の印加佃ll,]を

持')分や･の ト紺にJLJl'T･'されているJh細であり.この胤みたわせの効

米をぢえると.lb外れ帆が 3は必ず しもX:.[-"',+.T軸とiil.ひついてる

とは.rえす.品確:.LcL,;･がi:配的にLl･.(..'.枯軸に什川しているものと

.呪われる.

以 トより,X;･･品刷 削こ対して十.7附 川 は.I.I.gHLm.,亡;i.lL̂PP

.,亡;Jがともに少ないと,エしく.I-.品なは棚バタンにJJI舟は れ JJ,

外巾.机 上(,J.F～̂稚..Llぢが多いと,派7-でnli雑なI.I.Sdi'{タンに分軌さ

れるというは判を1911じているとぢえられる.tI=′,JJl外IIr-帆,LlりIP_

劫では粒も派丁で11.1雑なT.17舗バタンにJJl軌されることはないと考え

られる

2)心理的距離軸

JLtJlI的郎牡伽と十'.1維特他を1.1-舗ごとにAnrT.ILf.･机14とがEa4-16

である また.九と剛 Iに,直線性の保.a.はないが心J1-的批札軸の

tdlを披浪明食klこ,外pdIj-のI,'LH:.i-を戊lH安汝にTtllJltl!',lqrを才Tっ

たt'.米が表4- 16である こitらを見ると.爪外 lh_m Lliiが多い

こと及び,IJi軌 L!13･が少/Jさが心椎的批札を近-)'けると考えられる

ML.先述 し/I.lJi外IJI_臥.亡1;-と_̂稚占亡;)の机みたわせによるイ

メーシ1'･ltJT卜での仰向を月収する必L&がある.L･とr"JLkバ クンの批

点から図 4- 16を(一秋 二比てみると.心兜的A･牡の近い (軸の仙

がか 一 節城は.すべからく肪外げはul:己弓･の仇が人きいが,その -

JJで.心LW')靴牡が退い節域においてもIh外lrImこL!;)の肌か大きい

1hJliが†(-(Iしている.これらのlh舗は全て.冶札 .Llilか人互い (図

41121 従って.JJ.外lrl一秋t,LliIのみ多い梢Ilは心岬的n･tを鮎

めるが.冶机 Ll;)をiI-う嶋r,Aはそれ｢影甘 されて心Jl.的抑牡が退 く

rJ.る仰lf'-Jがある.

また.I'目 前牧するが州 か~.心神T･批促が )よい (軸の仲が低い)

都城では.れll･棚 J,l桁のLuとからは..iL即 L!l,)が多く.TJ,付luR孟t!
'･;が少ないl.I.紬ハ タンのみが/(liすることになるが.Eg)41H を

(･靴 こ見ると題札 止(･;･が少ないIIi舗 Ii,心確n')朴井の追い'Jl城にJli17.I

t2.1



包4- 16 心理的距#軸 (第四固有値軸)と各fA絹t

されている これらは fI'1搬そのものが少/+LいIJ.価である 図41

14)従って.仙打全仏が少な･いか.冶岬.7Lil;が争いというIlt雌 祁

ft･のlJ.棚が.心岬rr.)抑#の)もいI.I.舗バタンとして分散さかるとろえ

られる

l二lLより.心用的沢._耗恥 二対してt.I.附 川 は.T.I.外い旭-,dt,,'のみ

多い城分心確的即浬の近い′､タンに分tflされ.lJ.外小●J拙記-1J.lJil勺

ltlIu.,L!13･の多掛二rXJわらすlĴpII..LlL･)が多いJM‡とtILliu''.㌢が少か ､切

n･,心確的抑徒の追いバタ/に'Jl甘lされるというi'1-LWを1jll'ている

と考えられる.

111伊 成AIlノ >の分bI

(3)店舗イメージ形成における情報特性の役割

粒特化の役11.1をまとめると図 4117のようになる.これを見る

と.境木ngl二.fri稚特化は.記ぢ虹に畔地でyl･品鵠軸.心坪的月.

荘■を7k'iETるのではなく.その組み合わせ.叩十一バタンとして･#

I)してい7/JIが解る.これは,山｢′;タンB17分の指ほとして終去亡;i
が権能'.その親AI㌻わせであ7JIrl維抑flが,′(タンは'ii:='.5''ナし
ていることを'1;してい7JとぢえIかる.

さ･''に,..t!iJ毎のれflに4Yll=一団Lt- I7を妃ると.的::BL押記

13がT.-LVJ格軸.心坪的粒息⇔ともL二I懲な綻,IJを米I.:しているこ

とが射る 11T･占柑 軸においではIJ.ghl､R .亡I,I.冶押こLlilともに什

lfJしているが.叶に111品格袖の仏が丘iも〆い,'Jf知日-は.lll.外lrI較

J25
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記iIだけではJJl放されることがない.･JJ,心坪的抑従恥 二おいで

ち,3'縄 記i)が多いことは他の.記I･3-の多寡に1-ilわらず.心確的艶&

をJ皇ぎける劾米を梢一ている.Tl也､･;のEi軌 tiilをコントロールす

る放椴軽没が成/i_行われているが,このここはこれらの繋Gも 一定

の劾刀とを梢-ていることを色味している.しかしながら.tJ.外dlf2

pL糊 が多いことによ.)舷､lAする心坪的恥最のtLlさや記,)の校今的な

劫米Ii.L抱 f/けの.}ントU-T/ぐ.'1;土岐できか り).9Fィ,･-iJで

あることもIuJnに別 .している.IL･Jl i ｢.例えはqj･野L-,1981･ 5

とい 'た.ltlk:=ZtHしたは/1-AR先も.この冶JYd',,rのilLjIの削 唱

で.イメージJJrFrの昏帆を持つと.Tえよう.

以 l･のtH二.t'''絞れ作!=よ･),分軌JL験か),flij,れたJl,占.I.格頼.

･Lt岬的粋暮叫については,1lJ織的什(:より分bIすることが''r能であ

る･こ山 1.'J13Ll止鰍 こIlJ印L-目され1=T.･,次のイノ シを拝む監1本

の分別にtfTJIノ ノセージiで解釈で57/II軌かFJtJJdされていること

を瓜昧してjjrJ.胤 正の日的Il辻成されたとりつて良い.なおJLつ.

嘩めて./ンフルにそのイノー/を肘叔できるというより本式的な措

けであるとぢえF'れため,ひIJtノ ノ七一i7品:~よるJ.I,紬イ}-シ,/I

桝のイ(卿†カ.'検nd'されたものと4-えられる

1 S T!ft7旨 tt昏心耳

｢題号･t措Q軸JL

:-お.ナる批持t収.

用する研電 石Jt事
-Ji大同Ht'を指栓

こした yT持Q)uモ

化｣萌I9Fl】n本荘

rlJ.′IPl't倉でIJ研究

In 丈 Q.lTI2日-2Ib.

19fll

lhや 肪u Jノ /'のtJPT

I26
/27
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q)5♯ /肝&地肌L#の′ノ-/'分Jf

FliJTfにおいて.UHF,メ/七一シ冶に)ムづく1.川糾 Mrより.I,tigdi

イメージがク州JrLうろことが確.止された.本市では.これを不研究

の‖(I()である絶r旅イノー./rへのJLj.肋を放れ JJ,舗イノーンと州戒.
lhMT･u三を1,'i･東Lた後に.檎..dをirう

Jj()

臥 ,か JaそJtgJnのイノーノかhr

5- 1.街路空間認識に関する仮説

本町C'ほ.肋路のイノーシを収[)扱うが.tllylH J ン11.ll;1帝
でIai見地Ul輪の約迫を書方蚊する)k位的紫よとして井川T,堤･'f/I.t一価と

は人さく取なZu竹IHi･持つ

aJIJISlは -JRに止ALうるが.往I抱は Jh,二ilt'よぐきず,連耗 し

/･外与毛のもI,11上として.且さする

その1_～/).JtLl路の認知に13いては.ト7プアr')ン的な人は便九に

上る-Ehlは必ずしも飽かず,批 '･.やLかTrの移鰍二日:1--) .-)のiZ
a)を.lRね食わせる･1:トム7 7プ的処椎もIUlPlに子Tわれるものと与

えられる

b日)湖 ファサードは2次JL.I′血であったが.ijFm竹iuは乍tr,Jft鞍

としてのuiJ.hIである.

ここでは.以LのZJJ･の作f'1を)とに.ifT粍イメージがとの仙 二形

収されるのか孝吉亨を;旺める.

(1)｢鳩｣ と ｢街路｣

まr,117粍'1:rHJに13いて.人IlrZ,げ 今い7J軌1-rと感じる肝臓 の部分

を r槻｣と'jE遜する.肘掛仝体は-IB:には.逆,鼓できないため,11r相
の.LLP誌は.r城｣の退紋として移動 しながら行われるものと考えら

れる.また,iLTjfpメノ七-ジ岳の城の定位の仙 二･h L').tJl黙.向こ

うtこ比えるflI路の′ー スペクティ1よりも別/iJtCるr搬｣の止歳 が

荻lE批されると考えられる このことは,抽榊 1/.i 'h紺軸JJ'rE'l日二

'Al,Z.されるtI'1報は.ljこの｢1別 の [･比を竹松として■)A.今九･:る｢均｣
にはほとんどfI'iHiを擢供Lないことに/+･る.

肘他メソ七一･/'品の;,J凱唾り,&T掛 iハタンiZ姓されるとi･え

ち.しかしながら,'h路は 度に体験できないたれ 城.の過払

として認識することかL''.ぴ1路と ｢L別 は.1細川 と rJ;,/tlの

IXJ掛 'あ7J よ･'て,r城｣ もバタン認iAされ.そのハタンは.的

粍ハタンの -.%を/JIしていると.rilわれる 例えば.あるハタンのul

路が';ゝくJL卜でイメーンや′くタンに食化がない棚介.その,WJl鰐砿

IEIよである 甥 ,もifJ符とトJじハタンを持っていてもJl;已.hではな

い そこで.

tk脱5 ):経I粍バタンと r楊｣のハタンは)SJt:的に刷ト･】である.

り/



弟 5書 店好bP/侍のイノーy分PF

との立場をとる JllL )良木的に｣と斬ったのは.あるill路がt交々

/Jパタンの r鳩｣i･含む鳩介.その軌み1㌢わセとしで. 城,のバ

タンにはない別途の恥路/iタ/ひいてはイメーンが′ILるL･Tt近作.

もしくは.ilI路の途■flでr塙二のバタンが人きく非わり./)のr判
のイメージが明確に分有しっ/)iLT指にrJl'dさiるnT能作があんた/)

である,tHL.綾述のidJi),このような･811㌢わせのrHJ祖･f･.仏舗パ

タンのiM Lは枚わl場 【-t.収it7.とぢえられるZri.r均.の削み

nLわせに上る亨IT路ハタンは.多くないと考えられる.

(2)r鳩｣のiB琵

I)紹誌の単位

九rJJ.鰍 ユーJEにiEAできると‥つた.この叔浦/.LL缶帆は.rl'を

動かすことJl･く,サ ノカー ドのみの脱蛾運動で認識できる範Elqの ･Ji

である 隈球道勅の削 qが10仮作皮であるといわれており,その範

El削こ悦対範がある場合のことを指している.過･.I;I.の店舗のMHlは1

m-10mイーiTAが芹は'Tある 榊‖け 2TnであればJ.1,舗山rllを向い

でも,37mT占細から姓れればrrを動かすことなく.諾.態でき.I.'iHlが

10mであっても,I.h価を45吐斜めから止れば.肘掛端かL-,10

rn相互粧れitは.EL'1.を動かすことなくサ ノカー ドのみで.遭JEでき

る 従って,717路帖Il.:iZ識する人州の;lっている位rrlt, I.I,細のrZSJ
llなどが∴ Lj秋.大きく苗Z甘するが.概ねI,1.tll.逆｡削ま卜 I1-に]で

きるとすることには撫Pll.がないと.ulJlれる 少なくともJll.鰍 まサ ノ

カー ドのみで.滋.蝕がHt能であるとい:)､‖坊をとり.さらに.付言棚が

IVJを動かさない lulの.遭知遇椎で.逆.態できZJ米ddTはないが,Jt:研兜

は.空lrlJ諾.鼓の厳据な過椎の脚yJを庶l司しているわけではない.(I-.

少なくともJJ湖 は大域使先から亨rっても人きな絵部として.i2..耗され

るIJf.から.

'1iわれる.

という仮戊をとる.これは.規-kの設計計内代11対製が1,Ii舗l川

である■Llもふまえた,I_IF的,ltt'lT的伽脱でもある.

2)空間謎譲の寺井道

JLIJ湖 は 1"lの認知jaf'J'により比h)できたとしても.rl苑 のp3,1

の場合'JlfI'Iが沢なる ｢均｣の.lJ.山 1'C:IZEJIt験である以 1:.少なく

ともrlを効かして諾.生を行う必紫がある.経って. L鵜 という限

られた判立であっても.大域他山 二よる ･)の.認知遺作をf地線移動

とともにFT(みgiJ_ねて認&することに/_ち.JU:帆(:は,サ ノカー ト

胡･･申 A*モjbdJ何の / I ,.iJPl

]33

をしなから入城f*A.のuB知遇柁を進めるが.例えばナ (テールまで

詑且をiThないで,rlを効かし.もしくは歩いて仙椎を稚拙 4-る蛸

汀が多いと考えLl'九るため.･Hの認hl遺椎をIli_紘;二托り,Iiしてい

るわけでは/--いことは.寄抗に想像がつく.

本研究は,空rLIJ詔,Aの蔽舘/i･月経の解明を息lzlしているわけでJi

rJ.-いため.さら;こ.次のよう/j以説を13く.

LTL(:tq5 3:･･)のlf架::対し, 三次以降のイJ-ゾ.ま.文化的'iI

帖.納入的'iI位の必要作に応じて巳･管と刊析された鳩

へ形成されるが,少なくとも d･*1,[-ジま1は.eA

をIでから次の対象にfさる

従ってILi攻 城 の認Aを進めるP.I,より瓜次のイメ ソを持つ

J'ti細. 一次イメーンまでしか持たないl占舗とがdLllする小!=な7U

また.111外 三次以降のイメージも :次イメージ;二-Jl ドハ ′ク的

にささずする"(徒作があるが､ここでは.街他のため ･_次以降のイ

メーンは無手比する

(3)｢鳩｣のJでタン諺鰍 こおける指標

1)鳩のバタンは軌 こおける指標

偶見地恥粍の ｢lAH のハタン即 ちイメージは,ul･称ノ ノセージ..A

にfJICい.tr.J榊州 .により分Jrrが可能であると考えられる この際.

.辿りのハタン.H･11lHl三が想起できる

a)r糊｣にur,･駁ぷ爪舗は ･軒 ･軒別のものとし.糾 湖 の1.川州

竹を例えば･｢均や'JT散をiI枚的に見ることによ ･て 棚 のハ

タン即7.分を子JうんrL-

b ｢恥JにiSら碓ぷII.輔は一一ff一軒別のものとし,Jim .細の+.lr維竹

作によ1711従された爪輔のバタンをJIH二r鳩 のバタンIl.'1.分を

1rう〟TL

人rnJが行珊的であ7UことをIIJil比とすると,a)はI.川ヱ姓岬にiEE弘

が多いと,与わきZJを亨!主/JIい.なぜなら.すでに桐〟は.少/+くとも

一次イメージまでのlJ渦iのハタン照付を行-'ているのであl),その

細的されたtrLI縦を仙わず.JCのままのtrI轍を他:)ことに/_L7JかLL,で

ある.そこで.本研究では,

仏説5 I:rJAJの J)､イメージは.恨々の(Jl紬のバyン,Jlll.に

よ･}てりrJEされる

とITl'JLlる また.itT迫iE築掛 二起IA11る rl韻 のイノ ン'とri

LHJちJlt'細GTの _･火イメージである_従って.この†lL(,iIは.I)湖 eTの

イメージは.IF'J搬特竹よりlJ.舗ハターンをuL'll干し.II.吉dJハタンによ
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りJ.I.舗群ハタンをElli介する2段階のハタンHTl,ITにより形成されると

似'jiiしていることに等 しい

2)店輔評価朝特性

｢槻｣の.a,削こ対 して.Jtl.1輔のバク/は少なくとも _次イメージ

までは寸書-'ている fZlJら.L那Fの'/州子からぢえればJll.Sdjハタンは

i .I"1,刷 れ 心F州()批姓軸に1,Tして代大仙を持っているものとぢえ

られる ハタン,Ji.削こおける7Uトタイプ1ナJL,のづえJJ-を参引 :

して.I.1i蝕のイメージ1'Lflll_のII.吉血バタンの.LfJ.Jk軸性でIrLみィ.)けし

たIr･･L.を代J<肺と考える.また.乍てr..‖二JJ,左前ハタンによるJJ,舗群

と.イメージの大きく粍なる)),舗群では.イメージ7ビリブ 1-に

).が.LIJ.るとそえ.さらに.イメージ1'rtnlの.和みTIJけ肘 Hhifも.

ハタンE)は.(㌻の脚 まとLで深川r7J.即 ち.本研究では.

fTL説5 5:r鵜｣のバタン.tl,rl.介の榊 L31ま.そこに†lh ｢る.lJ.舗ハ

タンの711判頻LAT'耶み付けしたJI,舗バタンのイメージ

代人qfJのtTl心IlひrMIllLi).-による.

と.1うtTl脱を探る そこで.′､タンの代人qL｢).I/)も･Tふ付けIT･

心及ひq.Jみ付け托7Vl鮎弟を.I.1,舗郎m純利什 シ'liI長~Iる

以 JのphL_̂をまとれ 本研先がIILp弦としてrtる'dl粍認漣ノカーズ

ムを王とd)ると図 5-1の遡 l)である.

･7)5qJ軒デ地Pl用の1ノー/分析

(3)街路 イメージ分析機証手法

以 [･のよう/J:仮説Jiび往1並ノ′セージ品を,ひ1附Itf:･<･');吸竹に

検&することは特めて脚注であると考える.心研尤Eiイノ ブ計測

丁止としてバ タンi･lllJ卯司う分耶扶余が乍目的的であるとろえる

那.刊 u外簾を'Jl軌Ji額にかけることは小 一T舵であ7U さJ,､こその

近似として.ビデオ等で行うのも77り｣ で.＼ない./̂･ぜな{'lJ,舗7I

良と弼なり. JfLでJJl蛾をそせすることができな､､か=,である.

このようfA.イノーシU｢渦の駅非を鑑み木研究では.払拭1一作では/.I

く,肪Sdlefの'Iji●..:二よZ/Jl耶よ賢を行う.

なお.rJ.Siイメージの検止の町並tiL/=ように.II.馳G7の 1ノー

ジも.I;'Jtのイノ ジのり･にネ研究が珪繁するT･Il.により解仇でき

る1tIlLunJl'dしているか煎かにより埠証を1)うもの と㌻る.
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512.店舗群に対する実証分析

前節で提案した的ji･ノ ノセージにもと.づくり.tJefイメージを本市
では.'E野に.汁淵する_

(1)調査対象の選定

月査対象は.略取のある商え地ifI旅かE,地〟;二よくあ71,Jt/J.･肺見

地的路 を羽打する任に4'感し.仙IT.会はr松,如 1.7かJ,10'dJ旅

19lメr壬IIは 選;iiLl= そのl勺L')～をよこ5 1に小す.王f/補遺3にや

くThlじrf付目こ対 し後述す7/Jl机J;族で川いたII.舗efサ ンプ,レを′バ

す Jljl､tの稚掛 ま仙h qr町を1997年 10J191日-.会沖T.･松は1997

年 10I日 日に.火J;.:の往L附 三1998ff7Fj2'717に才T･'/I.時刻はと

もに tOOO 1700 である

(2)店舗群情報特性 の計測

まず,7.11舗ハタンの代J(イノ-.>'を7)triiするため,lJI紬 イメージ

分4rrにおけるIJ,舗好州 ことの XlI.I..I,横軸及び心Pll的郎郁軸のTt･Llを

黄 5- 2の様に代J帥 E_とした LIlしこの.汁肘 こ際 して.r4- 4店

舗イメージと情報特性｣で 孝!,号した.JJI巾からはずれているl古紬は

除外 して計引 した.

表 5- 2 各店舗類型のイメージ代案価

講2直楕~価軸 第 4固有値軸

平均 標準偏差 平均 標準偏差

物販It斗胡】別型

物販店内直感特化型

物蕉弓弓全書2号型

物飯鋳全記号型

物販正彦は化型

物販店外直感特化型

軟食ft瑚抑制型

飲食屋号特化型

飲食無特化型

飲食店外dl惑三i理特化型

飲食Z&理特化型

店外払理特化型

一(I174 rJt121

OlkI7 0IiJ

(It61 n川X1

017tt tIOLX

tllH4 (11柑

0(枯1 01117

･0㈹2 001l

-0021 111117

1日lJ2 0(llI

OOLrl Of121

O()51 01仙

0034 0(I58

-012tT Ouln

-005I luO2

-0()弓7 01柑l

-O12h tuP6

0I14 0070

01(YI 0Ill

00X2 1】011

OOL17 00.16

0rlP OqH

-0(PR 0058

-0089 007器

･小0}J I)Old

Jjd

幼L;や I6gjbUIL3のIJ /'分咋

表 5- 1 分析対象街路とその店舗群ff刺 青性

窮 2斡有地■ 第4国有tA～

対象街路 区同名 A心 持典4玉 東Jt}樟止色差

仙台･一書町iAり

会-,t吉til･71明洩り

tRifAり

Pl搭A-I

一書町A

一書町B

令-,事吉松A

会汗右蛭8

t∫J+A

頒良 B

横車C
邦宿A

新宿8

ttJ7位セントラJt･ストリート tは 伎PT

AfJlA
原宿･姦事iB 轟手並B

原宿 竹下3Aり

上野 ･アメヤ稚T

益暮IdC
竹下A

ll下B

7'メNtA

77メI■B

渋谷.センター37 センク 37

IS谷･スペイン頒 スペイノ

002 0H JltT1 00EI

007 Oln -nllく 007

-0日 02O O恥 ot叫

-OtlI O Oi nOl nけ7

一nlO D2O Jl10 0OLI

OO4 OL5 ･いOI OO

jH0 019 1日h Illll

~石To5 盲1ゝ lltY, Olb4

-017 (100 lHI tun

0ll Oエコ llLTh ll仙

I)17 0(n (H 1 luY7

-日20 0は tI什) u(ド

OーOI O(H OOF Ol2

-005 Olt OtH ∩H

006 007 tllコ EHT

:-: ooo.て 諾 ::岩て
002 007 OOI OM

盟 ≡ふ冨…=∴ 】̀れ2断■ aI1 ,州 九一湖 1'-州 il◆▼′■▲◆JP}T▲+I+tJ.
X,Ji塙t ◆ibT8

‥ 小_ 叶 叶 T.>. -Jt◆--JI-A -J羊

-r-ヽ " iL- タームヽ忘rB◆t;■rJrt

brllc.-+ …A- Lu亡 ▲T
■ ▲ ■

図 5- 2 店舗群情報特性希正図
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次に.対象lj_朋の宿敵 二.ついて.'l絹 JI,吉diがとのハタンか,7E肴

がハタン.LejAを行い.どのgti'Jが何lJ,舗あるかカウントした 本来

なEJIJ7轍的作をJiNL.どのバタ/!'鵬するかL.thiすべきである

那.T引HJu=lJi舗散村が即 JLlH火であること.情附 手代のj!:が微妙

rJIiflqJは.その代i{ytも近いf/d).だ!,T,が1-し:-くtlと川断 した.

粒柊的.二.先::求めた代i<!'･'とカウントし/･rJⅠ舗Ir軌で屯み付け

し.･rlん付けLTI･Ll及びホみ付け搾.日Li,Y･r_{そ1,そJL,kめ7=.LLf.し.

間IlがYLLく人き'vtJl印.はれことに別のIAfJ]としで拙い,どのTJ.

tJiい･1日Ⅰか鉄山･･Jじ'二/i･るよう.=した このtf!:して求めた机S一軒

fT1経書i作のIdl_を表 5-1に,A.のII,SJイノーン1･rAlに和tTrしたもの

が図 5-2である

(3)計測結果の考察

今rul.il-mした対象lJ<l-"IJでは.イメージ Iflrlli_抽ii:一尺なるなJI,価

秋和のdLllはなかった 従って..11†舶 '-Dとの冊 tul】Zもさほと′大き

くなく.山人で02と/a:-Jでljり.ほ･VJLJ,T=の ｢分散 が小さいた

れ ハタン.Ji.叢の指牧をぢえ7ulではあまりイJ肋な掛チとなってい

ないとut.われる †EfL.図 5-2を比ると.亨jT並メノーLr-ジの発IL;T

が少か ､nI細が多い1.I,舗CTでは,耳目二心卿 棚 ･.～｢対する肘 Vl場長

が小さい 従-,て,このような.I.■.',級感をねらっ/･肋路での扶1(;那.

LLさや一-"'淵 よりも.心神的 な 抑 櫛を過ぎけることにあるものと考

えられ.興味深い

また,千仏的に,ほ唯ftJ'T:の r'Jl放｣が小さいことは,そのI輔見

地1LT掛での経常的な関越がr糊越して.他端にy(-なるガ川.JのJ.1.舗が混

/rすることはある付文のBLI処以 [･_の摘果地経淵 でriか ､ことを′】三嘆

しているように 思われる L'Uら.Im又地什僻 におけるIJj舗新作Jの脱

ltのありようにも,ハタンがあるものとtiI,われる

･Tfiか IL5耳Jbd/用の /J /'少々

5-3.店舗群に対する心理実験による横証

(1)実験方法

1998fI8H4Ilに子T,J=.

目 板抜者

椎柴n136Y,20代のリl女でそのfhr友+表 5-3.1,lr4桔蛤

甘IiTベてT,打であり,イこ検J/A:験のiuこもその削 りの物である

2 サンプル

I.I,細ET:1''川耶 化を計測 した 10ひ1路 19lメ糊を吋/Aとr7_.-E験

に川いたサンプルは捕退4を参拝･'モされたい.

3)分畑拭険

帖験ポに ここに 19枚のJdlrtiTJi'tかあります.この子)僻 にI.i;ら

つもりI-なって,イメージに)kづいてグループ分けして 卜さい '/

ループの絶枚やyループの中の'lj山の故はいくつでもも●JllIで r rl

分の117旅のイメ-ジで分析できたと)il.うとこ7'まT-JJI机して 卜さ

い Jと析′六し.JJy放散簸川臥 時l̀り無hlJ別で分知止版をJ̀:施した.

また.30JJlu L娼殺 してJ:験にLlll=lL,fJ.いよう過1-I'仏.Ln.を化し
/∴

4)SD法心理実険

IJ.紬と乍くト,Hkの形布.'j対 (表 4-6)をもT,いてIJ,価とJ>くhJ】

Jkの珊nから.I/ループについての..FldJを指′J.-した

表 5-3 店舗群イメージ格柾における被扱者偶成

ffrJE t木系字1 その他ノfJL I上全人 年抄 A成 18_19 20_21 22_21 2JI_26

男性 5 16 0 3 14

女性 0 10 1 ｡ 占

合計 5 26 1 3 20

I39
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表 5 - 4 分 類 就 奴 に よ る 店舗 群類 似 度 マ ト リクス

ESrnも トb セ ア - Il

+ 苔 JZ 事 メ ● fR 事 ペ タ 竹 兼 抜 メ 書 若 竹 群 i空

吉 富 宗 吾 苫l誉 慧 慧 三 払 A B C A A A B A B

-暮rT8 1会if右t282取JI伎町 3藁事iAB 4アメ▲A8 5血書;iC 6徒長A 7兵事iAA 8スペイン 9セ ンタ-往ー10

計'v L,○ lヽ 丁_71> ○D I ItI.LI巾 巾q 00 0○ 44 LA ALヽ ll l nO 77l lJt1 00
l

0○ ■ヽ4 PD lぢ1ヽ ■1ヽ 一ヽ4 ーA l †

J)U Zlal一 It■ヽJlIO.Il _ヽA 一一77nO 一 一■ =一l0 77 二叫9～ 一.1ー :も9ヽ さ.9 00+ I7○り llヽ

竹下A H新宿B 12銀座C 1377メI一A 14-■ Hヽ 1- 7Dn llヽ r)7.7 1jb D7ー 一群 215一書 lIl ーlZt lヽR L)77 7_一 一1ヽヽ 1■ 一やり1 14b _17 ○り lL>7rI M ヽ けー11 0(I mn ^ヽ47 llt Jヽn llJ OZI lk .1日L Ultll一J T.一 〇_0 J Al】 rl10 巾0 1｣RT TT blヽR ーOX OO9 101 日一

ll l A:2692b977

77 IN lOl)O l]0

q A 15令;J若松A t6竹下El 17NTSA 18IR産B 19 0.0 _

(2)実験結果

1)分類試暖

外被験方に-)いて,J9×J9のJくそ作成し...女･Lけ る1.1湖 肝の

有は r･･‖_グループに入れていZJ姑(丁目 ｣.災/1･ZL,I/ループに入れ

ている鳩分を rOJとL.次に.別途】9×19のJ{を作止しJd店

舗eTのAlみ分わ七について,十位験BJJIO)l'-均を取 り柄tLlJAマ トリ

クスとした 卜表5-4./J.1お.除外うべき接辞満はiliiLの塙分Ii

llLJ_･かった

2)SD法心理安は

71-ル/_{そのyループ:こbiしている行1.I,輔の イノージフUソ ヤー

ルとして拙い,T3潤 こと｢Jju生娘jiのイメージ1 u71･-JL,をII'-均
-4ることにより,虚前のイメーン′uノ(-ル 表5-5)をfHlI

Lた これを i二川(一法及びパリ-/ ノクスltl/Lr"lf_T:に上るLAh'･分析に

かけLklI-を抽出し,J入り f'L(p'F'L.i.lA][･fll.L'..ちft.llJ.した.
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表 5-5 SD法心理実牧による店舗群のプロフィール

句 7す J4宰bd用の ′ノ ン分Nr

_
･

L

′

/
<上/I.

1

いt)
i:･)い

卓

■
･-
む

■
■

J

i
-.

tJ

-
･

-

･
J

･.

1
J

.･
た

I

E
,I

一書町B

舎J苦栓B

ttJ7位可

ホfiLa

アメIlB

rm
ilJiA鼓事iA

スペイン
センター往き

竹下A

■FrFI

iI産C

アメItA

一暮町A

E1

5

E

E

Eg
EE

E

Eg

EI

E

E
ESi
i
giE

州
EI
E
E

fT,1苦蛭A

竹下B

新宿A
tldIEl

(3)実験結果及び分類軸の解釈

1)解析結果

歎 'rJ:化rvlilの始架を第5旧イlldi軸までJ<LfJものが.蓑5-6

である また.SD法,Lt押'J;験の[ペ/-JJl新が.刀工を表5-7r,J;す.

糾河f-にilJすZJql狩カを表 5- 8に示す.

2)SD法心理実検における因子の解釈

襲5-7で祁Jl与■を比ると.?,3EqJ'-まででiiJH長打ITや93.5%.

第3円Tの'.TL).軒が289%あることから,節3閃 rまでを対取にJJl

桁を進d)る lJJl･をlJJli'!I31:.;から新釈すると,以 卜の曲 りと/J:ち

a】郡lrlllは.rLしいJ.r沈排された1,'Ĵ1.fr,のliい｣,r風格

のあ7J のEAlI-irl仲;;tが人きく.｢エ二･.I"1.格｣を火すものと材

LIiする.1rl.‡'IのF'AF齢 ま.fAl川L.'Tの仇が人きく/J.･九は. JLlll.

格Jが増加する.軸の向きが逆だが.FJ;湖を対製tこしたSO7真

心Pり二乾の9,2囚/･とははJ･l･J様の構造である.



表 5- 6 店舗群に対する致t化 IV頚の解析結果 (第 5固有値軸まで)

固有価 一5298 -13220 -14654 -1769J -22197

固有ベクトル 第 1園有価 第2匡楕~佃 第3固有価 第4回有価 第5固有値

一番町8 1

会,聖若松B 2

歌舞伎町 3

表参道B 4

アメ横B 5

襲参道C 6

i長座A 7

表参道A 8

スペイン 9

センター街 10

-020 024 ･ql9

UI8 -009 -033
(I14 1)4() OO7

010 0leI 029

01(I II11 029

02･l O01 OtX)

022 006 012

-170朽 -019 ･00R

101() 0.19 -0rり

一019 U23

Oヽ 4 OL6

015 -03't

1014 003

040 -006

イ110 002

-0U3 -O13

-CIO8 -015

-021 ･002

001 012

竹下A ll

2斤宿B 12

i昆座C 13

アメ1AA l4

-番町A 15

会津若松A 16

竹下 8 17

新宿A 18

まP庄B 19

･016 -022 -003

O31 015 028

ur4 -Ul4 -O3(】

-022 -027 022

10H OOl -()14

024 -006 -021

-015 1022 -004

-(J川 -006 -O05

0日 -O12 -029

-024 005

･0(Xi 0OL4

Ul3 -04H

OO8 008

･029 0Z3

045 057

-024 001

1日2O OH

OO2 -04

表 5- 7 店舗群に対する因子分析結果

田子負荷t 回転後/爪◆リマ･)クス法

因子l 因子2 因子3 因子4 因子5

洗純された やほっlJい

くらい感し 明るい感じ

つめたい あたたかい

瀬中な 悩殺な

つまらなそ})/J. 潔しそう/I

r岸】放態のある miMtJ/.i

エしい 稚い

純し3人にくい 7牡しみやすい

'ju.絆,のJlい 小快な

.tdrJ 風樵のある

さどった ltrllこnJJな

-O787 0344 0490 -0010 -0日8

-u142 0791 04H3 -0029 -0【lti4

102HO O374 0亀13 -0079 0()32

054L -0711 -O4(X) 【川21 -O036

-0157 O8lL) O4Ll ･0040 -OO7()

oJW7 -0()9t) -0481 0214 -O()18

10ポ15 u120 0:131 -(u栴l̀ O166

11151 0197 0糾3 OI7_I) OO.16

-07托7 0502 0102 Ol日 1(ll旭2

07仰 -0445 -0446 00-17 -0LP_4

イ〉7r柑 0I()8 0566 -006り -On26

I.hらつい/ こらでこ(,やした ーU745 04()8 0414 -り039 -0104

,脆Tな 他PLな 0197 -(J火61 -0121 -0057 -(=179

くつ7>いた よそよそしい U245 -()25r)_ .0878 0()ti～ ()り55

JE4日 47的 4146 4042 0)0詫 0084

'..#')+'岬) ()140 01LO O289 n(I)8 0rW

捌 LT'.#I)や(α) ()14() OF一別 O91() O947 0953

初:=lや 拍車也OTfBのイノ ブiJ〝

蓑 5- 8 店舗群tこ対する因子得点 (パ リマックス直交回転後)

区間名 番号 因子1 田子2 回子3

一番町8

会.,事若松B

ttLl_iFT

表参道B

アメ横B

衷歩道C 6

ま長座A 7

表参道A 8

スペイン 9

センタ-徒i 10

0620

10405

-1877

1082

-0]3]

170二‡

09二!9

110翁

10975

ll357

077も

-i12冶

1082

-OLL5

O729

0296

I)_.tJ1

0445

-024J

1】89

0926

-0125

-1116

-0127

2221

-0も10

-日587

-()701

-00二14

-06.W

竹下A ll

新宿B 12

iR座C t3

アメ横A [4

1番町A Ji

会津若松A 16

竹下8 17

新宿A )R

i艮座B E9

一0579

】174

-0081

_045J

0679

1061(1

-U7払8

-l)054

-03烏7

Ob器9

-0】66

-1166

･0459

0672

-2519

lltJlさ

日lll

-I262

-0175

∫)777

10171

I942

0t)10

0日i

-0199

1日く1

10466

b)第 2閃 Fは,｢派T=な｣,｢楽 しそうな｣.｢明るい感 じ｣,のE月F

f'1仲･敬が大きく rTFt竹度｣をF<す ものと解釈する.LF11のrM係

は.囚1･得点の偶がJCきくなれば.｢消化皮｣が相加する D.

舗を対象にしたSD法心PEl'L族の節 llA]I-に近い梢)Zi-である

C)第 31月J'-は.｢くつろいた｣.｢枕しみやすいJ,rめf./.かい｣の

EA]I-rl/NIT;.とが大きく r組近感｣と解釈する IHlのr氾係は,lJd

l･fl古山の仙カ.1人きくなれば,｢親近感｣が11り＼する これも,軸
の向きが逆だが.肪輔を)寸奴にしたSI)rL-･LIjlli')5族の那3州 J--

に近い他道である

3)数土化 IV頬における固有値軸の解釈

析舗分析 とrnJ)も 敬I.と化 IV附 柑 !ではL̂1イllLl佃 に分TLLの.C唯解

釈を T̀える'Jlができない そこで.それぞれの柵について.耶釈を

行ってい く

a)?, EI'1イJl内軸

阿イ11Lr紬bと.SDTI:･Lt舛l'R教 との柵rllは 比でみるたd)/71J,li舗の

閉れltti軸の1LrlとLJd｢肌 ▲7.の仰 f'LLX)を作J戊した (図 5- 3).これを

みると.31月 [一仝てr対辿があるよ･l)に見て取れる îJl, lJ,lJJ仙軸の

Idiが大きいとき.節 -Lllの鵬は大きくな り.第 一恥 _E月Tの佃 ま



好5f HghUTL#の//-ジ分hf

蓑5-9 第一面有価軸と田子得点の軍回帰分析括果

耶3Eql 'i故功

一010S Ol対

8911 00048
I-1flJi

TA吏tt放 *柵細珠政 虎明隻故 qH lql･ 祈2Lql
O恥1 0982 叫fiL増作故 O.Ⅰ柑 れ IYl

T仏 1141も 11105

IJ■-< 1ttll lIlle

fB子1_00 0 2.0□ : 狩 呈 .LO得点 ◆ 因子10 田子20 匡】子3 ◆◆◆◆◆斗 ワ【コl l l_

第-断 伽 o ■-0.2To.0 -0.昌 一O.4 -t1 '' O諭 0-20. 賢≡ O.4◆
◆ 川

図 5-3 窮一EEF有価軸の値と因子得点

小さくなる輔IhJがある.つまり,郡 lA11日/lの肌が大きくなZuと.

r丈･■'"''そhlが岬人L rlJiflJ曳Jr!屯近感 1は強少 Tる.そこで.こ

のような柳川を比る際.tl目刺r,llbLを守rう,TIJl一帖!分相 i必ずしも適切

では/+'いが.この'JIJt'書きが粍わl打線であることか=',参七のたれ

E入日'-約㌧を戊Iyは kJL.EAlI畑 地の仙/Lr披Jtlyは 故とし.ME･ltlHJl桁を

'fTJた その範')さが表5-9である.lTt州 .!'/TLI-r:=13いては.甘,1

LqI.･郡,2M lJll.-川'J又に L†I･.仙･.]如操蛭の絶川 爪ともに.I:.･.i,

そこで.茄 -lA1イJ他称 ま.?,囚J'.･7Y,.囚Tとぢえr,れる これ

は.付言舗のJJl斬淡紫における.範 lA1イ(仙軸であ-'た. LT.A.,'1格

別 と極めて近いIql･構造であるとちえL',37u ∫ll.い,I.ではない

ので鮎乱を避け7J=め ■統制 をJ<すう川 棚 であると解釈した

Jnf;す 膚でJedJJ#の/ノー/37〝
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表 5-10 第二固有値軸と因子得点の王国嬢分析結果

良去味故 事糊叩休 的 &El変改 7,日qf 第 2凹J THl･い.
正JE_N'? '''rl■ R JU Ett TH Lqlp 712LgI T][.JI kttl

O41W 0E･19 4Il至世辞故 tlrtlt (108J -(I117 tHrq

Tt nい2ヽ 18JI 2相 . nrnt

JL 叩 TJ舌

LヽIA △ 2.∩ 田子得点 ◆ 田子1□ 田子2△ 凶+3～
D A(ID D ･◆ . 全 色

⊂コI . l ^_ー D口 田

芸三師 io:'心.i.ど:t◆:､■◆◆ .川 00,.00.2 0.I .,.. 05AA L?A A

図5-4 第二園有価軸の値と因子得点

b q,.-_州I川畑

EhlイJVI_lbと,SDii;･Ll稚リ王族 との榔牌を比てみる/.め.拓け湖 の

Et･HJll畑 の肌とIql刊.1㌧のJl'lYJlZは †1放 し/i l屈5-4 .これを

比ると,那 .lI･1〃df軸のIIIが捕えるに従い,摂Hl机3【LlI-はれ少 r

る帆 ･'･)があることが比て脚 tる 他の閃 J'-rは才H1-4池作はuEめL,

itない そこで.このようなMIUi･見7U肌 ln_掛 ･】L.王与.-守r:Hlt回hL

J,1抑 i必ずしも適切ではないが.箭2rqrの'/TLT川Zが即 Jll''稚 ごあ

ることから.参七の/=d),川/i-lJ-･を戊明食欲.lAlイl仙袖のtJIr4-紘
戊FyJ食也とLITtIE･Iも†'Jl軒を行 'た そのtl,米が衷5-I0であ7J.

IIIMIli)で朝日'Jl依故･055あり巾(.･lu･においてい 仙はさほと,∴.く/..I

いもののイJuTVMが認d)られた こ九は,lJ,fdlの'Jl加人魂に13ける?,

rTLJlAIIJtdL榔 !ut',･Lt岬的批従軸と似辿つたな味解釈である しかしな

がら.依頼にu同 ではないので,これも倣えて鎚凡をRLするたdJ.

節 rAIJJ的柚を rgLj正則 をよす分机軸であると解糾した.



415q 盾屠JQPl符のイメージガザ

ここで.この状態群の格Jl札 拙速感軸がO,輔の丈･-I,J一桁軸.心
理的節従軸と短めで純い頒似件があることに',()'く.検証の目的

は,心確7:験に上り増山されたイメージ柵追!:.上 品枯4.心確

的艶Jl*により衣溺される仏領GH,'.脚 を作 をl勺JdしていJuことを,((

㌻ことである.従って.この執tLlL/= _/)L:I)いて件証を子rえは ト

分であるた/).以 下のrAlLI仇軸については検J寸し/+･い

(3)店舗群 イメーシと店銑群伸輔特性

以 卜のJJlXi淡紫書棚とJiび.lJ'IJlyl紬の解放で,人'IがIJ.Si群に持

つイノージ純jLの 一箱が明仁,か(=なつI/.次諒に);いて.この イ

メ シ捕遇と前節でlHiNしたII.舗CTII､松柏化とのl和紙!:,)いて噂話

及び4-穀を1iう

7:験枯X-の格調軸 親近感世=ニついてJdl.I.蝕肝を41偶 した図5-

5と.lllf舗附 17鰍特化に)i/)きlJ,組のイノ ン.]'･ll1)であるX:品格

軸 心Jll的郎牡鰍 二'61㍍liCTを仙 押した図 5-6p-(化l欠してみる

と.JH'1が/たく迎如 Lでいるt.ののhl.t】池月IのJfJlrF-1仰向はl･hめてよ

くtLlでいる 従って,はほい,舗肝十.川ilHl_が.I)二験1-よって,馴 J.さ

れた胤 凋一瓢近感1'lrEiをはは大しており.検.ilFができ[=ものとJf-え

i.,れる.

念0)ため.仏細秤の胤 凋軸Jiひ柁近悠柚を披説明変紋に.JJi舗肝

fl'1秒桔作の丈･.L"I,仏側の･叩,JJlぴfml佃,T..心川的批椎軸の･l･EJ及

びは牡tは'Tyを説明会故に.rLIHl棚分析を打つf/ 仏師肝の胤月掛こf糊

する拙火を表5-I1にJ.I.舗群の純近悠柵にJ対-Jるi.I.米を表5-1

2に示す これによると.Jnd7肝の肌用軸と.I.1,舗肝II'i和才川 の丈
ll"I.肪軸はIitif='Rでも-oB4あり.ほほ ･放 していると‥つて過.tで

はない Jlt.舗群の親近熔柚もl州llWで-06tCあI)それ/A.t)にlr:...く,LTI_

rr,lu･'Jl折のibil")も!係数及びt仲もl1,.･Jく牧山 ･rxLでいるとぢえられ

ち.また.け唯鮎jr:は.イメージ7ビリテ ト にFliF巡すると考え.

パタン打Lrl.介の変改として拙え/･が.もI,斗さを比る跳 り.はとんとバタ

ン17ll介の指ほとしてIi幼いてい/J:い.tEl.L.こ書目1',lt･Ⅰの'J:験サン

プルの柿,)控唯心'7-Jの付IがさほどはLt,ついていないためとぢえられ

るので,今("Iの'J;紫をレ )で 怜yilLiJTは桁ほと】.て劫恥がないと

折目rするの(ittl･L.tと.il.われる.

(4)店舗分頬 と店舗群分頬の構造の差

以 r-で研究のEtIl妾のl川'Jであ た,似.uqの検Ju)宣成された 本

研究の i'旨からやや過れるが.ここでは.第 日.tでFy)らかにしたIh'

SiJ)1瀧構造と本巾でII】らかとなったI.I.輔が'Jl邪の仲良i･比較 し.そ

のE:兄について6-群する
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改めて.折4Tfで明らかにし/=JI.SiのJJI酬 井JiJlび本市でIIJJ,か

I:した.仇舗群のJJt軌構造を泰5-13に示1 1ElL.せ.仙群の･T,

一榊イ川･以 トは.文椎,つ)'ftのtn7Uさ 'Jjり込んでいる人肌 r/

ケー トなと与えられる分加斗をほ々検.TTL/･が.明解/.:解帝王が')え

ることがIIIJ火なかった 従って,今のところ.色味常軌イ･能rJ.I,統

計的好物 と相打づけて13く.鞘にJI.舗群の節JiEAlイJL/l鰍iEA1イlVrの

他が?..Eh1171Lti軸とさほど,&わらないため,解釈がLll来ないのは秘

めてri!個 であるが,ここでは,?,=Ehlイ(他抽以Tは虹祝して山荘品を

行 う

7日 け べ きは.lIi細分好日二13いて下ilLLのil日刊をバ-)軸が見仲で

あ･)たのに対 し.I?.舗肝では.XJ･T･鰍 釦ま'Jl鰍 二'5'jしていないこ

とである.これは,If.S次の イメージ例～･ほ で請むl?;NIバタンにとっ

て.菜佃は近いノー ドであるのに対 し.JJ湖 肝ハ タ./にとっては.

料.li輔の弔IE:-･な叫他であった文相 ま,あまr)食味をなさないことを

缶昧-4る ,)まり.叫胤 こ印象の強い文相のみでI削戊さtl,る1別 行な

どを対劣=二しない限 り.｢CT:)として分別を1Jうl:別二は.又JprFとい

ラ,茄次の イメージまで放映 した分析を人側が行わないことを'lT唆

している 根,qすれば.111湖 肝サ ンプJL,をJ'細に比た J二で又相似 Ji

で分机するのではなく.街8メ ソセージ,llAがlIi,Jrrるような. 二次

イメージまでで1rl感的に介かるイメージI-)A,}き分yLが子Jわれてい

ると考えて良い

また,I.1,輔の那 三間イJldl柵が特殊なJA価を除外する分好個 がlli/I三

したが.供舗群ではそのような軸はノ射tほ れていない.これは.サ

ン1ル散の仰過が杉辞してJI:るともケえられるが.I.1.舗分散のJJが

より独往に8-えて分取されているtJ,火であると臥われる つまi).

JJiSiを分痢する際に人はゆめで様々な鵬作 を珊作的に苓LJJ!二連想し

分軌を行うが.店舗CTLという仲N')で糊碓な′くタンJJ1糾二E対しては.

粒わかられ感的な分軌 二f/(Jrしているものと.Iia.わILる.このような

輔l･'･fL二従えば.例えば見附 弗収によrJ,繁 IItillの イメージを'J神 子す

ることは.人が又椎によるイメージにJi=-)'きiil路 イメ-シ針 目】',iIし

ている J̀iを.O'昧 しない.L打Iら,又fLFがiblf;ノ ノ七一･j創.H:m L制

約粂作として作Fuす7/拝を利目 した.肘≠ノyセージ謡に)A/)'くヱ

椎 という代用指標をJflいたI糾を的JJlfrrJJ-ilこであるとけLTT-3けるへ き

ことが'JT=唆 されている

Sl'･す 漁YJbdT将のイノ-/'分hr

5-4.店舗群の街路への展開

lJiJ苅 までで.1J,舗efLこつい ぐは検Lfできた.でu｣,･山 の丁止が

山旅'-LIも:こjAlfJ"T催 となる+:7､),か.木酢 C･は.この連日.lT能Mに

つしてぢ7.号を子TJ).

5-I.街路空同誌汝に関する仮n i-'ぢu Lた上J)∴ ひ淋

fノ ノは rl別 を)tqN.LfL-1立として遥 LIFVbをtI.伸し/..かJ,'I､外与

捕t･していっ1=も1.果発'lナ-るとFilわれも これは 晩 :一山 Aがで

きないL･めに起こるノカ ーズムである.その缶IL:'33い ∴ 一也:二

詑諌できるJJ.細 をltE.をlE推し/a.LがIPEALI: 端, I.I,SICfとifI
路では.木花的t.FXi:沢は/IILLr..Lい.

1tlL.叫の イノージをuEikしなが;)的抱 イノー-/'i･ィ.々 こl井草し

ている中途において,鳩の イノー･}が人きく小池紋に a:化 したよう

IJ.-域打.'dl掩 イメージは二つのバ タンを内'ATる 1.17E)では/..Lく)

イメージが形成 される･.T徒性がある これは根.∫-1iHf.htl州 こ上

るエ .,トロビーのIZ!J過である.これは 城 もしくは),I,細ハタンの

fHJ戊比やがJ..JLであっても,例えばEg]5-7のはくこAとBというタ

イプの ｢域｣もしくは店舗が rAAAAB13BB と.昨ぶのと.A

BABABAB｣と範ぶのでは前J引ま附指令仏で^というイメージ

のEtV/1とBと請うイノ-ジの雅分があるill純であ 一1=と感 じるであ

7'う 後kでは,AとBの■州 Fのイメージの1JT柿であ-'//と燈 しる

であ7)う 本研究で縫案 LたT･瀧 では.配列のJン トuピ までを

捉えることはできない.従って後Rのような1'lI蹄であれは ..,..̂Jl!lfJ

には.適IIJ"T能である.また.AとBの イメージの,Yが人 もくない

城介は.縦列のJントリヒーが災な-)てら.'左'iiLてり1爪 イノー･/I

が形成 されるものと.即 つれる この域介も._YLJJll的｢は1.1L寛 したI.I,紬

mfll維11t].を連日することができる

従って.lJi舗Gf仙 椎的nは.対簸'ul路が人きく沢/.I7Jイメージを

杓,)JJ,棚でI牡成され,配列のエ ントロピーが小 さくlJ(fZtJ別の イノー

ジが形成された域介.AFFJができ/lLく/J=る

EZ!5-7 唱の連榎 と不連続



初.iiF点茶hLqJ等の/ノー/'分h･

/50

今ruIのlJ,舗etサンプル (補i83 に1,いて.I"]軸路枚数k糊とっ

たスペイン坂.渋谷七ンター't#以外の8'61路について改めて図 5I

5を比てみると.析fil'辿 りを除いてrL･JLは/.=イメージ'を持-)ている

ことが解る,従って,新補曲 りにはノ｢lrll捉'kSしたTlAをitl給食外に

拡留{することは適切では/+.いnT能作があ7J.

ところで.1TほJのflT祖Ll.漣杉野Ii.鰍ん の能'E77乾坤で決まって

くZu.lJ,Sdiの}1L:りIlfは.軌 I,川 触×牧人'h'故できまる t,i'て･Jt{L.

.日 IILを伸ばしてゆくたd)には.1戸lAをいけるか仏人名政をあがる

かのとらE,かである 眺人'&汝/_r州やナf=d):-は;I/[･放岬か=･,I'つ
て.iP.価を 卜けなければなJrALい.lf佃キトけるf/I)には,それ､二
LJE-･じ[/収苓捕捉Ilを擢供すZJJ:1州'̂やサービスを付加し.LE人'解放

を絞るLかrJい.つまり,..+ilJ多jL;か'AFPCPTt税かどちらかの蛾略

をE3:らさるを門ない_･舷に,那rJ多rJ'L:のけ.ほど仙椎を･LHして多くの

人に所論を購入してもらおうとし.糾 rF価,r(祝の肘 王と,fI7位を抑

糾し.威各を選別する帆I,JtIある 従って.耶 J多J'亡のI.Ti価は ･舷に,

ll.舗乍血の)HT&Ji:-JFJ3;lHこ締めて牧蛙で.)EI寺TE-交通In,tの多い地点

にtT_地する傾r.I.)がある.逆に,糾rVdlをTL伽するり目上.4'子TB交血

]Jti･1(にする必ERfがないたd).地価の'Ji'-い-A辿 りに:IJ.地する帆 I杓が

ある.勿論.DClランドのl.I;輔やrllrl.Iiなど,竹めて'#岬価を砥

税~41る枝なIJT舗はフライドにかけても.地価が,(.1;くとも人通 りに;I_

地する

いずれにせよ(J地とI'17日lli4'.一行ポ交辿TliとlJ,吉dJのfl'J糾什竹.は虹柁で

はない.仙lTi)JI4T者交油iilをilTLているのは.約路朋である uT路

が途中で幹線退路と交'Y,,:していない限り.-1iu女'tll旅のJS行k交通芯

はさほと変わるJtEIltげ ない すると,幸t'馴'&略も少子Tポ/j:'iiBi■tが -

XIという収E,れた輔で梓でE,'戦略を決め,tIHMiMを7)t芯することに

なる.即(,Ir'I稚利札 も似たようなWIL'日'なることが想定 される 8

肘路のうち7ui格までもが.肘の内のり,細群イメージにさほとズ':那

なかっ1/のはこのような稚Lhによるものと｡fLI.hれる.新揃始 りのよ

うIl.'y/IJj;-交遡:i.tの多い肘掛に.それを求d)て 甘̀利多J'L.:を屯糾し
たJI.fJJが処まっているとこ7'にプライドをかけてrl什I,I.(.:とが･A,.也

している城n･以外では.このようなrZlJ也は′lしないと想われる

このように考えると.本TLLがそのまま道川で も/a.いびJ掛 土成'X:

的には締めて少ないのではないかと牡われる そのよう/.F任味にお

いて,l占舗許により検,止されたTij.は.現わ的路でも検ニd;さ1171'と

ろえてlLtいのではないかとろえる.

以 上により 的粁イノーシに対し.illjLメ′セージ論のW.lrfより,

rlJ.舗バタンを扱え J~け,その 1ノーシ･トし･を似るというL称めて

IP純な丁.1.により.肘柊の .次 イメージ'JT桁が亨Tえることが粍ね慎

二J･された

7日;PJPl'JrこI付の '-J .lJJ･.I





6- 1.結論

本研究の縫冶は以 トの始 りである.

(1)街並 メ ノセージ論の提案

心研究では. 第 2童 街並メソ七一シ謡 .I-llいてiiL描/i>舷を

対製とした11JTJ,メノセージi-J=f班'某し/:.その隻約は11卜のLIj日).

日 イメージの縄道

外 d･ノ /セージ冶は.経l路のイメージのI井j!Lir-)いて,認加科Jr

ntJtこ.iEJ純はハタン.gil)さJT.その.-i)hllrり1･にLと.して′､タ/及びイ

ノ ブがセ ミラテ ィスn'･)な軒Vlf片道としてud位されてJjり./,'タン

認知であるため何らかの桁tl'によりハタンHEIJlがなされていると礎

えでいる またその脚刺辞退のうら.初日tJj的｢認知するr均のlUtl.｣

に起囚1る2次イメージを対製とTる.

2)街並メッセ-ジ

illjtノ ノ七一シ品は.2次 イメージの段階のハタンHTi.合の相手票と

して.千llhJノ ノセージが･r(lA'なけ判i･井上7'=すと与える ijl収ノ ノ

七 シが物JI的 ｢モノ｣では細くメノセージという 川,tu｣にZtn

していることから.環の邦なるHLリ･).の柏dIIFJのf.'川ヱ訳のうら1~%T･な

ものが.二次 イメージを決ンi:するハタン,tl;(たく■!/:いて.指標として

のfkL'.9Jを火たす

3)街並メッセージ三i

以 E･のような仮説及び'k長を含む什糾みを肘Jt･-メノヒーン.iAとし

て''ii足した.この,IJL押フレーム｢).I/ハ .itr輪(ノー･/I/Jl桁 r･lよそ

は繋している.吹.= 第 3皐 既存研究とその解釈 も-13いて.壮

IT研'/～t.をレビ1-し.イノーシの構造の机 ■･から,多くのL%(F'研究

が仏系的(:lJ_ITTIつけられることにより.了EHLノ ′セ シ._̂の'dJl1作

を確LELf-

(2)街並 メッセージ論による街路イメージ分析

次ト∴ilFjtj ノ七-ン_JlによるFl.Lu-I)/J.LilL抑 イノーシL/TtI-rTJ､の

1,.t'も及び.ffljl;Tノ ノ七ーンJのIlll'l竹.-f';qdi_･ilL7い -d).1triFメノ

七 ンがな何的!■先日されているというたりL:'13いて代火例である

雌見地'dl旅に/)いて!l作的なJJ川lを子rI/

弟Bq UAYL

I)店舗イメージ分析

ます. 第4圭 店舗のイメージ分析｣rhいて.畑?_地的路の

ul並の).t本州 #成附 LIである仏価を対製,I.rLl･:'･3...伸 仙 rj税hl

il.'rl,1.(勺Lr･帆即日. ,_h稚示亡;;-1の 暮)のuILIL･lJ,1州似-.その･人

II,Siにおける 一階r.lJr相川I:二lL.めるIAlflL比をTHH. それを)5:にt,'-校

特作を淀jtした.これと,'Jl耶試軌 こ上7Uイノー-/-仏道と比較した

枯果.tl'L馴 lft;こよil.IJI触よ瀬によるイノ-ジILJfが.imJで一lる

ことが検.1された.

/.LLお.fr'1耶 -ttの仏fJイメージ:二一J-える影胃は図 4-I7の曲 -I

である

2)街指イメージ分析

次に. 窮5圭 商集地街路のイメージ分析 に)八､で.fIl精iZ

Jkの)主従や位である l鳩 Jf現JJ-_I.そると感ずるiLT指のLYr,JJl'f悶)を

'延長し.榊 拓の止.立札 この ｢城｣の認識の辻札であるとの考えに

).rl,}き.｢上削 即ち,I.1.舗群のバタンFE油はlJ.EIDハタ/LIより純正

するとして.分弧,t験による小吉痢肝イメージと検.7止を子T-,た その

il'火,仲めて良好に,店舗肝イノーシを.III湖iバクンからAryJ"r能
であることが明らかとなった lJi舗mイメージは､ftl,細′､タンを)良
にしているZl.そのJJI舗ハタンのJA:化は,IJ湖 ハタンの イメージ･A:

化を店昧し.1mdi群イメージはEg]4- 17とr･･JJiのJfl-111Uを′J､-J

=)､にこの秘のイノーL>'と許げ托イメージの州述I--)いてII.W節常の

ためにE'l然党ノヒ的にLtLる触杵の秩lr:のu).J..かど,づ?.iL,多くの1JT

雌には軌ね適mTきる●Liを,T=した

く3)まとめ

以 上に1り,本研究は,fElAlメ ノセージ品はリ三松のFn久地肘掛の

分析を姐 L:てその傍証を子!主た -JJ.也/I'の捕え他iLT粍/,IfIFより.よ

り叩純で本rr的な'tEl粍分析T･uiを1..Irk:し/I.



JI6さ AiJi

6-2 街並メッセージ論の研究展望

ここでは.4:研究の今後の戊孤として.以 上提案 したulji.ノ ノ

七-ジd̂Jiぴそれに)と-)'くfll粍イノ-ジ分析7-iL;こついての莞buJ

向について述べる

l)適用範囲の拡大

｢2 5(4 Xii左されるijl粁イノー-/r分析)で述べたようE;,ill

Jt仁ノ ノセ1-ジ.Jhは),f-本的にあらゆ7川 J杵に過川がUlllEであると忠u7

れる.ir生って,†I't地や ト剛のilI純イメージにFRl辿IJるひl粁 イメ

ジへjdlfほ拡大してゆくノJr,'州 があ7,う また,海外の'ul路への遠

州もある柑JA･TT使であると.u'.われる

2)一次イメージとの複合化

次 イメージに朴 1け る身仏的',立付は.すでにD/11などの指標

が''iI脱にrJ=I,ている.今l"に のような ･次イメ-ジ.%J/1とのI.A止は

lHJ也11し/JL･か-)I/が,_次 イメ ジに上る的路'Jl帆 ･;):イメージ

に上るifl純分qrを組み(ナわ七でilqTr調食することに上り,例えば,

諒奴作 1990' が.t,帥tJ岱ìZから榊 軒ぐる 的旅の柿]を也).WLJ.

.I'i確約に,引tけ ることが(･r碓であると巴われる.

3)街路イメージの体系化

イノージ捕遇の瑳椎と納ま 'て.ほIF'の断片的な'dJ旅 イノ-ジに

l対fる知見を大系化する‖T能Mu i'ていると考える.

4)街並メソセ-ジ岩島の直接的検旺

すでに庸子TLで研究を糊的しているが.晩関税'J;験./T.JiM IIl'･的

Tはにより.lll_)左的にffrjf;メノセージL_̂の仮説を検丘lEしてゆ(.拝に

より,より川桁なイノージ肋 血の鞘榊構造を鰍 [け ることが"(能で

ある.

持群作 iII熊の楢と7ノ

kL･VIL･≠.VoJIt)Noヱ
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6-3 街並メッセージ論の都市計画への展開

山並メノセージdtYLが壮小した;;:.岨L一岐貿よのf,;芯でIif.:く1.捕 .I

1Y,rけ るというハ1-/ylムシー)トは.TlTjf･::F'JH)そ,'JJrイナ ,7

ランナ に紳/一な仙 ■.･lR.1'rを′]え7UにとどまI'γ.朽/･なni■lJ-i汁

Id31のJJllり化も小暇 している

1)店舗及び商店alの個性を担保 した地区計画の可能性

/F川で'Trわれているi.こM幣b;いま.その多くがJ7帖や /71I ドの

耗 -といつ/I.形鮎的耗 ･をirつているため.剛1.111のpq･化や放
偶作化を･11き起こしているWILblが/.=いとは-1えか IIIFtd,_ノ ノ七
ジ謡に姓.,}きili雌メノ七 ンをコントリールするような地lズ:,tPiを
(,_'窯すれば.illt給の仏本的itf.tと.;える '.次 イノ ･l′(_托 ･し イ

ノージアピリテ 1-をF'.A,め.ひいては魅力のrl･日.引LE/Jととい :,

erFl.により例々のFI,輔の附mjlLIIJ,.軌Ji子女の粥il捕り-f'.rHl服 するJ;

ができる 往1;ルノ yセージによ7U舶訓は.榊M滅.'11を.形哲的枕
に比べ,乍くFn'lf.'しか ､と.,i)て過日ではない.払JJ的な1割t,l亨llと

さIl-ら.衣をia-千.銀熊遡 り,アメや梯】一に形態約枚 -がないこと

を考えればこのことは締めて･7!_LRであろう.)日本的には 例え[1.

11'派 的なkやかきを淡.ltJ.Lf･い南仏ifTLi.rrJ;外l/州 .Jll'J｣を 一節

I2-･JHの50%以 J--IlスーJレイせよといっ/･税別や.)針二.L:.I,級/A.;i

Eq'.-くを7古川=J ･い席JI,ilIli.J及帆.)モノt:町キールが.)-/ンセールを

,ttll-_しているようIl.rl.1.外.Li凡 .亡〉]-J｢JJ.yhll.姐.TLl'',Jは 隅r;りH

の tO%1ユ卜にせよとい }f･別納が4-えられ7U.

2)用途地域性の拡張

i･''級n='-tljlLこひっそりと.I-.A;機 レストランが､'/地することは,高級

化-_宅地の魅ノJをlmLこそす11,,riり祖が発′lすることは少ないと想わ

れる.これは.ともに'dJjL･メノセージが埠めて少ない･liに挺rqして

いると･ultわれる, ･JJ rrTの持つ独特の払))は.｢ほい;地域J杓

'ji:では.押保する･Ji#できない 卜■Tの魅ノJfi,多くの111d;_ノ ノIt:-

I/'が創 E亨されて｣.ることL一弘放つ'けらLtていると呪われる.これ(,

の特作は,少なくとい り:人が盛してい7J･uiの托I,,･llJrl遠では/+.

く.往lji･_メ ′セージであることを示唆している.従来の目途AL別を

拡伽 (もLくは,1文系の目途地域を除与l莞I目 し.亨IL4メ′モー

-/PE=)占つ くL地flJIFJBLLllへの相即ま.より払)J的で,11JT･感をIL映

した耶小を怨恨していくfJ)の'址がかrJとなる‖T能Mi,fed)ている

とぢえる
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h5.才 2

補遺 1:実験で用いた全店舗サンプル
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補遺 2 店舗分類試験の解析において

除外 した被験者の分類
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